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と の 報 告 書 は,日 本 自転 車 振 興 会 か ら競 輪 収 益 の

一 部 で あ る 機 械 工 業 振 興 資 金 の 補 助 を 受 け て 昭和49

年 度 に 実 施 した 「文 書 情 報 処 理 に 関 す る 研 究 開 発 」

の成 果 を と りま と め た も の で あ りま す 。
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情報化社会の進展 に伴 って産業 界 に於け る経営者が常 に安定 した企業経営 を

維持 してゆ くためには経営 のため の関連情報 を十分に活用 して適確 な意思決定

を行 う必要 があ る。 このた め内外 の企業,研 究機関に於 ては経営 のた めの種 々

の関連情報 を経営 者に提供す る,い わゆ る経営情報 システ ムに関 する研究開発

が活発 に行 われてい る。当財団に於 て も昭和43年 度以 来 コンピュー タを利用

した合理的 な経営情報 システムを確立す るとい う観点 か らあらゆ るレベルの管

理者に理解 しや すい情報 を提供 す るための情報処理システ ムについ て調査 ・研

究 を実施 してきた。そ の一環 として,我 が国で はコン ピュータか らの出力情報

が アルファベ ッ ト,カ タ カナ等 で表示 され るた め読みに くい,意 味 に あいまい

さがある等で理解度 に難点 がある とされてきた文書情報 の処理 をと りあげ,昭

和48年 度 より2年 計画で 日本語文 を漢字かな湿 り文で提供 で きる,カ タカナ

入力漢字 かな湿 り文 出力方式 の情報処理 システ ムについ て研 究開発 を行い,事

例研 究 を通 して実用性 の検討等を行 った。

その結果 と して我が国 に於 ては 日本語文の合理的な入出力方式 を確立す るこ

との重要 さ を認識 し,日 本語情 報処理 システ ムを構築 す るためには,漢 字鍵盤

の入力方式 に比較 してデータ入力が容易であ り,理 解度 の高い 出力情報が得 ら

れ るカタ カナ入 力漢字 か な湿 り文出力方式 を広 く採用 す ることが望 ま しく,特

に カナ漢字変 換に伴 う変換率 よ りも出力情報 に対 す る理解度 の向上 を求め られ

る速報的な文 書情 報 を処理す るための システムには効果的 な入力方 式であ ると

の結論 を得 た。

ここに,今 年度 の研 究開発 にご尽 力な らびに ご支援 を賜 った上田陸奥夫,野

添篤毅,後 藤榛男の各氏 お よび関係 各位 に心か ら感謝の意 を表 します と共 に,



この報告書が各方 面に活用 され我 が国情報処理 産業の発 展 の一 助 と して寄与 で

きれば幸い に存 じます。

♂

・

昭和50年3月

財団法 人 日本情報 処理 開発 セ ンタ ー

副 会 長 斎 藤 有
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文書 情 報処 理 に 関 す る 研究 開発
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昭和46年 度 の事 業 報告 書 「記事 情 報 検 索 のた め の デ ー タ ・マ ネ ジ メン ト」

にお い て,記 事 情報 検 索 シス テ ムの 検 索 結 果 を漢 字 プ リン タに漢 字 か な湿 り文

で 出 力 した事 例 研 究 を と りあげ て以 来,当 財 団 で は 日本 語情 報 処 理 技 術 の調 査

研 究 を 推 進 して きた 。 昭和47年 度 の事 業 報告 書 「階 層 構造 の情 報 処 理 シス テ

ム 」で は,日 本 語情 報 処理 シス テ ム にお け る新 しい処 理 方 式 を と りあげ,情 報

の価 値 を高 め るた め の 工 夫 の1つ と して 当財 団 で 考案 した カタ カナ入 力方 式 に

よ る 日本 語情 報 処 理 シス テ ムを 紹介 した 。 考案 した方 式 で は,日 本 語情 報 を カ

タ カナ けん 盤 で入 力操 作 を行 な い,カ タ カナ ・コー ドで 情 報 の蓄 積 や 伝送 を行

な って,カ タ カナ漢 字 変 換 処 理 に よって漢 字 か な湿 り文 で 出力す る よ うに な っ

てい る。 そ こで は,情 報 の価 値 の と らえ 方 と して,出 力情 報 を利 用す る者 の理

解度 に着 目 し,単 な る カタ カナか ら漢字 へ の変 換 率 の 高低 に よっ て情 報 の 価 値

が決 ま るので は な い こ とを指 摘 した 。 た とえ変 換 率が 低 く とも,専 門分 野 の 知

識が 深 け れ ば,漢 字 に変 換 で きなか った用 語 を太 字 の か な文 字 な どで 出力 す る

とい う工 夫 だ け で も,理 解 度 の 高い 日本 語情 報 を利 用 者 に提 供で きる 。 ま た,

人間 の理 解 力 とい うもの は一 様 で は ない が,そ の ため に起 る誤解 を な くす た め

に,各 層 の 人間 の 理 解 力 に応 じた 出力 情 報 を提 供す るた め の方 法 と して,カ タ

カナ漢 字 変 換 で使 用 す る変 換 テ ー ブルの 編 成 を階層 化 して持 つ こ とが効 果 的 で

あ る。 しか も,処 理 時 間 と変換 率 の 向上 とい う関係 を利 用 して,完 壁 な変 換 結

果 を得 るた め に は,階 層 化 した 変換 テ ー ブ ルすべ てを探 索 して処 理 時 間 を 多 く

か け れ ば 可能 とな り,専 門知 識 の 浅 い 人 達 に も理 解度 の高 い 出 力情 報 を提 供 す

る こ とが で き る。.

この よ うな結 論 か ら昭 和48年 度 の事 業 報 告 書 「文 書 情 報 処 理 に関 す る調 査
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研究 」では,現 在 までに 各 メ ー カ や 研究機 関で研究 開発され てい る各種漢字

情報入 力方式 につい て調査 を行 ない検 討 した結果,字 種が 多 く,文 字 パター ン

も複雑 な漢字 を入力す るには,い まだ合理的 な入力機器が 開発 されていない。

市場 に もっとも多 く実 働 してい る漢字 けん盤 の入 力方式で は,規 模が大 き く,

操作 も複雑 で とても一 般 の人には適用できない。 しか も操作 を行な うオペ レー

タの訓練 に も長期間 を必要 とす るな ど不十分 な面が 多 く,そ の後 も各機関 にお

いて試行 錯誤を繰 り返 し研究を進め てい る。 この よ うにわが国 におけ る日本語

とくに漢字情報 をコン ピュータ処理 す るには,日 本 語文 の合理的な入 力方式を

確立す る ことが もっと も重要な課題で あることを認識 した。 こ うした技術動向

を背景 として,当 財団 におい て考案 した カタ カナ入 力方式 の実 験的考察を行 な

うとともに,公 文書や学術書な どに現 われ る頻度 の高い漢字単語 を調査分 析 し

て,変 換単語 テーブルの構成方法 につい て も研究 を行 なって きた。す なわ ち,

これ ら一 環 して進め てきた研究では,カ タ カナけん盤 と同音異 義語 の判断機能

を組合せ た カタカナ入 力方式 による実 験シス テムを検討 し,日 本語情報処理 シ

ステムを合理的 に運用す るための ソフ トウェア技術 を究 明 してきた.そ の結果,

カタ カナか ら漢字 への変換処理 において問題 となる同音異義語の判別を,漢 字

を1字 ずつ変換せ ず に,2字 を原則 と した漢字 単語単位で変換す る方法を とっ

た こと,拾 よび 同音異義語の判別情報 を入力デ ータ作成時 に行な った こと,な

どに よって後処理 のわず らわ しさ,い わ ゆる訂正差 替え の作業が 減少す るとい

う効果が現われた。

こ うした昨年度事 業の成果 にもとついて昭和49年 度の事業では,地 名 ・人

名 ・事業所名 とい った固有 名詞を扱 った事例 と,医 学文献 などの文書情報 を扱

った事例 とを とりあげ て,当 財団で考 察 した カタカナ入 力方式に よる文書情報

処理 シス テムの実用性 などにつ い て実験的考察 を行な うとともに,各 種入力方

式 の比較検討 を行な う。 また,変 換 単語テーブルの編成方法 について も,こ れ

まで に作成 した テー ブルを拡充 し,そ の適用性 を事例研 究な どに よって究明す

る。
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1.2 報 告 書 の 概 要

当 財 団 では,昭 和43年 度 以 来経 営情 報 シス テ ム に関す る 調査 研究 の 成果 と

して ・43-SOO4「 経 営情 報 シス テ ムの理 論 とサ ブ シス テ ム 」,44-

SOO3「 中 堅 企業 のMIS構 造 」,45-SOO4「 機 械 工 業 の生 産 情 報 シ

ス テ ムに おけ る意 思 決 定 機 構 の 解 析 」
,45-SOO1「 経 営予 測 のた め のデ

ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト 」
,46-SOO6「 記事情 報 検 索 の た め のデ ー タ ・マ ネ

ジ メン ト」,46-SOO7「 機 械 工業 にお け る制 御情 報 シ ス テ ム 」
,47-

SOO1「 階 層構 造 の情 報 処理 シス テ ム 」,48-SOO4「 文 書情 報 処理 に

関 す る調査 研 究 」とい っ た一 連 の 報告 書,お よび47-ROO1「 日本 語情 報

処理 の 技術 動 向 調 査報 告 書 」を と りま とめ てい る。

今年 度 の報 告書 は6つ の 章か らな ってお り,各 章 でそ れ ぞれ つ ぎの よ うな 内

容 を と りま とめ てい る。

第1章 「総 論 」で は,研 究 の 目的 を 記述 して,カ タ カナ入 力方 式 に よる文 書

情報 処理 シス テ ムに 関 す る研 究事 業 の背景 を明 らか に してい る。

第2章 「漢字 情 報 処 理 の技 術 動 向 」で は,漢 字情 報 処 理 の 概要 を述 べ る と と

もに・現 在 まで に 研究 開 発 され てい る漢 字情 報 入 出 力 方 式 につ い て述 べ てい る 。

第3章 「カ タ カ ナ入 力 方 式 に よる文 書情 報 処理 シス テ ム 」で は
,当 財団 が 考

案 した カタ カナ 入 力 方 式 に よ る文 書情 報 処理 シス テ ム につ い て
,各 サ ブシス テ

ムの 内 容 と利 用 方法 な どにつ い て詳 し く論 じてい る。

第4章 「文 書 情 報 処 理 シス テ ムの事 例 研究 」で は ,医 学 文 献 に関 す る事 例 と,

固有 名詞 に関 す る事 例 にっ い て,そ の 実 験結 果 を概 述 してい る。

第5章 「文 書情 報 処理 シス テ ムの 評 価検 討 」で は,シ ス テ ムの 実 用性 に対 す

る評 価 を検 討 す る と と もに,入 力 方 式 につ い て他 の機 関 で 開 発 され てい る もの

と比 較検 討 した結 果 を 概 述 してい る。

第6章 「今 後 の 課題 」で は,当 財 団 が 考案 した カタ カナ入 力 方 式 に よる文 書

情 報 処理 シス テ ム の展 望 につ い て述 べ てい る。
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2.漢 字情報処理の技術動向
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2.漢 字 情 報 処 理 の 技 術 動 向

2.1 漢 字 情 報 処 理 の 概 念

●

最 近 の わが 国 にお け る コン ピュー タの利 用 と普 及 ぶ りは 著 し く
,ア メ リカに

つ ぐコン ピュ 『 タ利 用 国 とな って い る。 コ ン ピュー タの 普 及 に とも な って ,コ,

ン ピ ゴ タに よ る漢 字 情 報 処理 の問 題 が にわ か にク ・一 ズ ア 。プ され てい る
。

これ は 日本 語 とい う,世 界 に類 の ない 特 異 な言 語 体 系 を もつ わ が国 が ,い つ か

は 直 面 しなけ れ ば な らなか った問 題 で あ る とい うこ と もで き よ う
。

こ栂 で ⇔ ピゴ タで使 用 で き る文字 の 種類(文 字 種)は
,英 字,数 字,

か な文字(ひ らが な ま た は カタ カナ)
,そ れ にい くらか の 特 殊 符 号 に限 られ て

い た 。 これ は,コ ン ピ ュー タが米 国 で 発明 され
,欧 米 にお い て発展 して きた こ

と に よる もの で あ る。 しか しなが ら,当 初 はそ れ らの文 字 種 で十 分 とは いえ な

い まで も,そ れ な りに大 きな力 を発 揮 しえ たの で ある
。

コ ン ピ ュー タ利 用 の 歴 史 をみ てみ る と
,コ ン ピ ュー タが 発明 さ れた 目的 は,

弾 道計算 の用具 と して で あ り,そ の意味 で大 量 計算 事 務 の機 械 化 と して
,会 計

機 の延長 線上 に あ っ た といえ るわ け で あ る。 事 実 ,わ が 国 にお け る コ ン ピ ュー

タ輸入1号 機 の 利 用 が ,昭 和35年 大 阪 市 にお け る固 定 資 産 税計 算 事 務 で あ っ

た 。住 民 に直結 す る最 も基 本的 な 公共 団体 と して ,住 民 個 人 の 権利 ・義務 ・地

位 に関す る膨 大 な事 務,こ とに計 算事 務 を 処理 しなけ れ ば な らなか った とい う

初 期 の コ ン ピュ ー タ利 用 の 目的 そ の もの で あ った 。 しか し,コ ン ビ=一 夕の 事

務 処理 や 経 営 面 へ の 利 用 は,単 に手 作業 処理 を機 械 処理 に切換 え る こ とに と ど

ま らず,コ ン ピ ュー タ技 術 やMIS(経 営情 報 シス テ ム) ,シ ス テ ム工学 な ど

の 高度 の科 学 技 術 概 念 の 飛 躍的 な発展 の 裏 づけ と して ,経 営体 制 そ の もの を も

変革 す る ところ ま で きて い る とい え る。

そ の とき の最 大 の 降路 が 文字 の問 題 で あ る。

一5一



最 近 で は,給 与 支 給 明 細 書,水 道 ・ガ ス ・電 気 料 金 請 求 書,納 税 通 知書,選

挙入 場 券 な ど,意 識す る としな い とにか か わ らず,コ ン ピュー タは 我 々の 日常

生 活 に,き わ め て 自然 に な じみ 深い もの とな ってい る。 そ れ なの に,た とえ ば

個 人 の姓 名 は,英 字 ・数 字 ・か な文 字 ・一 部特 殊 符 号 の組 み 合 せ に よるコ ー ド

番 号で判 読 してい る状 態 で あ っ て,そ れ らに伴 う同 音異 義 語,す なわ ち同 姓 同

名 の問題 は 解決 で きて い な い状 態 に あ る。 さ らに,将 来 出現 す るで あろ う高度

信 用 社会 に お け る個 人 と信 用販 売会 社 との 緊密 な結 び つ き,高 度 経 済 成長 社 会

に と もな う企業 の 発展 と情 報 量 の増 大,処 理 お よび 多 角的 利 用,多 層 化断 絶社

会 にお け る 公共 団体 の膨 大 な情 報 量 の把 握,目 ま ぐる しい 変 化 に対 す る即応 お

よび予 測,情 報 化社 会 に 設 け る情 報 提 供 サ ー ビス な ど,未 来 社 会 を 展望す る と,

コ ン ピ ュー タに おけ る漢 字 情 報 処理 の問 題 を,単 に 克 服す べ き コ ミュニ ケ ー シ

ョンの 問題 と してで は な く,ま す ます 普及 と発 展 が 予 想 され る未 来 社 会 に おけ

る コ ン ピ ュー タの 中核 的 な問 題 と して,あ らた め て 問 い なおす 時 期 にきて い る

といえ よ う。

とこ ろで,コ ン ピ ュー タで 漢字 情 報(漢 字 か な ま じ り文 な ど)を 処理 す る

とい うこ とは ど うい うこ とで あ ろ うか 。一 般 に コ ン ピ ュ ー タで 漢 字情 報 を 処理

す るた め には,ま ず 漢字 情 報 を コ ン ビ ュータへ 入 力す る作業 か らは じめな け れ

ば な らない 。 入 力 され た 情 報 は 内 部 処理 が加 え られ て 出力 され る。 内部 処理 に

つ い て は,従 来 の 英字,数 字,か な文 字,一 部 特 殊 符 号か ら構 成 され た情 報 を

取 り扱 う場 合 と,な ん ら異 な る と ころは な い 。す な わ ち,コ ン ピ ュー タ内部 に

お い て2進 コー ドで 処 理 さ れ るので,1文 字 に対 す る ビ ッ ト数 が 多い こ とを除

け ば,従 来 と異 な る とこ ろ は ない 。 したが って,コ ン ピ ュー タで 漢 字 情報 を 処

理 す る とい うこ とは,コ ン ピ ュー タで 取 り扱 え る よ うに,漢 字 情 報 を2進 コー

ドに変換 す る入 力装置 と,コ ン ピュー タ内部 で 処理 した そ れ らの情 報 をふた た

び 漢 字情 報 に変 換 す る出 力 装置 の 問題 で あ る とい うこ とが で き る。

とこ ろが,漢 字 情 報 を 扱 うこ とに な る と,そ れ に付 随 してい ろ い ろな問 題 が

生 じて くる。
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まず,文 字 種 が 欧米 文 字 種 に比べ て非 常 に多 い とい う問 題 が あ る。

情 報 の 識 別は8ビ ッ ト(1バ イ ト)で256種 ,11ビ ッ トで2、048種,

12ビ ッ トで4,096種 可 能 で あ るの で,通 常 よ く使 わ れ る漢 字 の2 ,500種

を表 現 す る には11～12ビ ッ トあれ ば十 分 で あ ろ う。

一 般 に コ ン ピ ュータ に よる情 報 処理 で は6～8ビ ッ トで1文 字 を 表現 してい

るの で,2字 分 で 漢字1文 字 を表 わせ ば よい 。 とい う こ とは ,漢 字 の数 が 非 常

に 多い とい っ て も,実 際上 は そ れほ どめん ど うな問 題 で は ない といえ る
。 さ ら

に漢 字 の ほ うが 情 報 量 が 多 い(漢 字 か なま じ り文 をか な文 字 に なお した と きの

両者 の情 報 量 の比 率 は,お よそ2:1で あ る)こ とを考 慮 に入 れ る と,漢 字1

文 字 に16ビ ッ ト使 って も,現 在 とほ とん ど 同 じ効 率 で処 理 で き る こ とが わ か

る 。問題 は 入 力 の ス ピー ドで ある 。現 在の 漢 字 テ レ タ イプで は ,1分 間 に70

～90字 が入 力 可能 で あ る
。 これ は,か な文字 に換 算 した 場合140～180

字/分 に 対応 す る。 ところが,通 常 の タ イ プ ライ タは1分 間 に200字 前 後 で

あ るか ら,現 状 で は か な文 字 のほ うが ス ピー ドが 速 い 。 しか し漢 字 入 力 も最 近

は100～150字 前 後の ス ピー ドを もつ 装 置 が 開発 され てい るので ,こ の 点

は 早 急 に解決 され よ うと してい る。 とは い っ て も,こ れ は 専 門 の パ ンヂ ャが 打

った場 合 の こ とで,だ れ で もが 打 て る とい うこ とでは な い。 ア メ リカの よ うに

タイ プ ライ タが一 般 的 で あ る と ころ は,入 力 ひ い ては コン ピュー タ を使 い こな

す とい う こ とに対 して,あ ま り抵 抗 感は ない と思 われ るが ,日 本 の よ うにタ イ

プ ライ タ(和 文 タ イ プな ど)は 専 門家 に まか せ る 習慣 の ところ では 大 きな問 題

にな って くる。 しろ うとで も使 え る漢字 タ イ プ ライ タ もい くつか 開 発 され てい

るが,な か なか 問 題 も多い よ うで あ る。 出 力 につ い ては1分 間 に 数 十 万文 字 前

後 の 出 力 ス ビー ドを もつ プ リンタ も開発 され てい るので,見 通 しは あか るい 。

ともあ れ,コ ン ピ ュー タの 利 用 も,い ま ま で の 数字 を中 心 に した ものか ら,文

章(日 本 語)を 中 心 に した情 報処 理 へ と向 か う ときに漢 字情 報 処 理 は 欠かせ な

い もの で あ り,ま た それ は 身近 にせ まっ て い る とい え よ う。

一 方
,漢 字情 報 処理 技 術 に関 して は,入 力機 器,出 力機 器,ア プ リケー シ ョ
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ン ・ソフ トウ ェア が 中心 とな ってお り,中 間 処 理 の た め の コン ピ ュー タ につ い

ては,あ らゆ る コ ン ピ ュ ータが 利 用で き るの で,コ ン ピ ュー タ 自体 の 機器 性 能

につ い ては,こ こで は触 れ ない 。 た だ,使 用 言 語 につ いては,ア セ ン ブ ラ言語 で

なけ れ ば種 々の難 問 が 出 て くる こ とが 多い 。そ れ は 漢 字 コ ー ドは,そ の文 字

コ ー ド情 報'の中 に,文 字 の特 性 を現 わす 情 報 を含 む 体 系の ものが 多 く,そ れ に

ともな って,バ イ ト ・マ シ ン,ワ ー ド ・マ シン,キ ャラク タ ・マ シ ン にかか わ

らず,ビ ッ ト単位 で情 報 を加 工 ・処理 す る こ とが 多い た め で あ る 。

以 下 に 漢字 情 報 処 理 技 術 の 中 心 とな っ てい る

1.漢 字 情報 入 力 シス テ ム

2.漢 字 情 報 出 力 シス テ ム

3.ア プ リケ ー シ ョ ン,ソ フ トウ ェア

の3つ につ い て,そ の技 術動 向 を 述べ る。

」∀

ぐ
」

予
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2.2 漢 字 情 報 入力 シ ステ ム

コン ピ ュー タで 日本 文(漢 字 か な ま じ り文)情 報 を取 扱 う場 合 に ,最 大 の ネ

ック とな っ てい る もの に,入 力 装置 が あ る。 日本 文 と欧文 に関 す る一 番 の違 い

は ・そ の取 扱 い文 字 種 であろ う。日本 文情 報 を取 扱 うには,欧 文 が 数 十 種で 用 が

足 りるの に対 して,日 本 文 で 扱 わ れ る文字 は,か な文 字(ひ らが な,カ タ カナ)

漢字,英 字,数 字 に 至 るま で10,000字 以 上 の文字 種 が 必要 とな る。

一 般 に必 要 とさ れ る漢字 の 数 は
,2、500字 といわ れ て い る 。 しか し,実 際

に漢字 情 報処 理 シス テ ム と して使 用 され てい るのは,5,000～10,000字

とい うの が もっ と も多 い 。 この 多 くの文 字 をいか に手 際 よ く入 力出 来 るか が漢

字 情報 処理 の ポ イ ン トとな っ て い る 。 また,上 記の様 な複 雑 さ に加 え て,各 文

字 に与 え られ てい るコ ー ドが,各 社 各様 で ある こ とも,後 述 す る漢 字情 報 出 力

シス テ ムや,ア プ リケ ー シ ョン ・ソ フ トウ ェア(漢 字 総 合 シス テ ム と して考 え

た場 合)に 大 きな 影響 を与 え てい る。

す な わ ち,現 時 点 では あ る漢 字 テ レタ イ プの コ ー ドに よって 入 力 され た デ_
'
＼ 、

タは,他 の メ ー カの 出力 装 置 で は出 力 す る こ とがで きな い 。

も し,他 の メー カ の 出 力装 置 を使 用 して出 力す る場 合 には,A社 コ ー ドか ら

B社 コ ー ドへ の コー ド ・コン バ ー ジ ョン ・プ ログ ラムで コー ド変換(フ ァ ンク

シ ョン変 換 を含 む)を 行 う必 要 が あ る。 この コ ンバ ー トに して も,A社 の文 字

種 とB社 の文 字 種が一 対一 対応 して い れば,そ れ ほ ど問 題 は 起 らな い が,実 際

には 対応 しな いの が ほ とん どで あ る。 そ の た め に,そ の コ ンバ ー ジ ョン ・プ ロ

グ ラムを 開 発す る にあ た って,A社 にあ っ て,B社 にな い もの,逆 にA社 に な

くてB社 にあ る もの を 洗 い 出 す と とも に,フ ァ ンク シ ョン につ い て も 同様 の洗

い 出 しを行 って,対 応 しない文 字 や フ ァンク シ ョンを ど う処 理 す るか を設計 し

なけ れ ば な らない 。

この様 な繁 雑 さか らほ とん どの 漢字 情 報 処 理 システ ム の使 用者 は,入 力装 置

と出力装置 との一対一対応 の 範 囲 で の使 用 に 甘ん じてお り,複 数 メー カの入 力装
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置 の コー ドを コ ン バ ー ジ ョン して 自社 の 出 力 装置 に使 え る ソフ トウェ ア を保 有

してい るのは,数 社 しか ない のが 実 情で あろ う。

こ うした問 題 に対 してJISコ ー ドを 設 定 しよ うとい う動 きは あ るが,な か

なか 決定 的 な結 論 が 出 る に 至 って い ない 現 状 で あ る。

漢字 コー ドの統 一 には,

① か な文 字,漢 字,英 数 字,記 号等 にそ れ ぞれ1文 字 に対 し,1つ の コ ー

ド(12ビ ッ ト又 は16ビ ッ ト)を 与えて,入 力装 置 の鍵 盤 の漢字 そ の他 の文

字 の 配 列 は 自 由で あ るが,入 力 デ ータ媒 体 の コ ー ドは 統一 す る。

② 基 本的 な文 字 種 に対 しては,統 一 コ ー ドを付 け,基 本 以外 の 文字 につ い て

は,各 メ ー カ ・ユ ー ザ の任 意 性 に任 せ る。

③4～5桁 の連 番 号 の付 け られ た辞 書 等 を利 用 し,そ れ を加工 して 統一 コー

ドとす る。

な ど,そ の 他数 々の手 法,論 理 が 考 え られ よ うが,論 理 的 で システ マチ ック な

"決 定 版"と な る よ うな 方 法 は考 え られ て い ない
。 従 っ て,他 メー カの入 力 コ

ー ドを利 用 す る場 合 は ,当 面 は 異 種 コ ー ドを コー ド ・コ ン バ ー ジ ョン処理 して

当事 者 向 の漢 字 コー ドに合 せ て使 用 す る,と い った状 況 が続 くで あ ろ う。

では,こ の様 な 状 況 の も とで 入力 装置 の 状 況 は ど うな っ てい るの で あ ろ うか 。

ω 入 力 字 種

現 在,漢 字 情 報 処理 シス テ ムにお い て,使 用 され て い る文 字 は,次 の様 な

基準 に基 い てい る もの が 多 い 。

1.当 用 漢 字1,850字

2.新 聞 用 文 字2,600字

3.雑 誌 用 文 字3,400字

4.大 漢 和字 典(服 部)8,626字

5.康 煕 字 典49,030字

この様 な もの を参 考 に して,各 使 用者 が 自社 の必 要 性 に応 じて,文 字 種 を決 定

してい る様 で あ る。
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(B)漢 字 情 報 入 力方 式

入 力 方式 には,名 メー カ,各 研 究機 関 よ り種 々 の ものが 発 表 ・実 用 化 され

てい るが,現 在 い ちば ん 使 用さ れ てい るのが,漢 字鍵 盤 式 さん 孔機 で あ る。

この方 式 の入 力 装 置 は,キ ーが 多 くな るた め,入 力速 度 は 遅 く,普 通1分 間

に60字 ～80字 で あ る。

ま た,最 近 で は ペ ン タ ッチ方 式 の入 力機 器 が使 われ 始 め てい る。 これは,

タ ブ レ ッ ト状 の 文字 盤 の 中か ら,指 定 す る文 字 に ライ トペ ン を軽 くタ ヅチす

る こ とに よ り,そ の 文 字 コ ー ドが 紙 テ ー プ また は カセ ッ ト磁気 テ ー プに さ

ん 孔 ・出 力 さ れ る もので あ る。

この 方式 は,① ペ ン タ ッチに よ り指 示文 字 が 照 光 され る の で入 力 の確 認 が

で きる こ と と、,② オペ レー タの 片手 の 操 作 の み で入 力 で き る こ と,③ 軽 い ペ

ン タ ッチ で あ るの で作 業性 が よい,な どの特 徴 を持 っ て い る。

そ の他 漢字 デ ィ ス プレ イ装置 や,出 力 媒 体 に カセ ッ ト ・テ ー プ をそ な え た

もの,通 常 の キ ー ・パ ンチ と併 用 で きる もの,シ ス テ ム タ イ プを利 用 して入

力す る方 式 の もの,手 書 き文 字 を そ の書 き順 のベ ク トル解 析 に よ り認 識 し入

力す る もの,速 記 方 式 を 利 用 した もの,な どの新 しい 型 の入 力 機 器 が続 々 と

開発 され てい る 。

漢 字 の入 力処 理 とい うもの には,大 別 して

① 原デ ー タ作 成

② 訂正 処 理(校 正)

の2つ の 分 野 が あ る 。

日本 文 情報 処 理 を機 械 で 行 う場 合,と くにそ の メ リッ トが 認め られ るの は

文 章 情 報 で あ ろ う。 長 い 文 章 の 中 の訂 正 は,編 集業務 を と もない,部 分 訂正

にす るか,打 ち直 しをす るか,行 の 送 りは ど うす るか,な ど変 化 に富 み ,た

だ 単 な る追加 ・訂正 ・削除 に と どま らな い 。

この問 題 を 解決 す る もの と して,漢 字 デ ィス プ レイ を利 用 した 方 法が 開 発

され てい る。 表 示 画 面 をみ なが ら,こ れ らの 複 雑 な 訂正 処理 を即座 にお こ な
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お うとい う もの で ある 。

紙 テ ー プや 磁気 テ ー プベ ー ス で 訂正 処 理 し よ うとす る と,か な りの 手 数が か

か る し,正 確 性 を期す た め に 人 間 の 目に 見え る様 にす る には 漢字 プ リン タで 出

力 す る必要 が あ り,時 間 的 な損 失 が 大 きい。 とこ ろが,こ の様 な メ リ ッ トが あ

る漢 字 デ ィス プ レイ も,漢 字 プ リン タ,ま た は コ ン ピュ ー タ と オン ライ ンで し

か 処理 で き ない 欠 点 が あ る。

前 述 した よ うに,漢 字 の 字 種 と して 約2,500字 あ れば,一 般 情 報 はか な り

処理 で き る とは い う もの の,実 際 には 漢 字情 報 処 理 シス テ ムの利 用者 は5,000

～10,000字,多 い 場 合 に は20,000字 も保 有 して い る場 合 が あ る。そ の

ため に入 力 装置 の盤 面 に ない 文 字 をい か に して入 力す るか が 問 題 と な る。 これ

を解 決 す る方 法 として,外 字 表 を 用 いて 盤 面 に あ る文 字 の組合 せ で 入 力す る も

の,漢 字 キ ー ボ ー ドを 用い ず,発 音 どお リカナ タ イ プで入 力 し,コ ン ピ ュー タ

で 判 断 させ 漢 字 コ ー ドに変 換 す る方 法,漢 字 鍵 盤 の 収容 文 字 数 を2倍 にす るな

ど,い ろい ろ考 え られ る。 カナ 読 み で入 力す る方法 は ・ 漢字 が 読 め ない 場 合 に

入 力 出来 な い し,コ ン ピ ュー タで は,同 音異 議語 の変換 な どが100%で ない

な どの欠 点 が あ り完 壁 な入力はで きない。また,収 容 文字 数 を増 す 方 法 は入 力速

度 が 遅 くな るな どの欠 点 を持 っ て お り,難 か しい問 題 が 山 積 み して い る。

これ らに対 して,「 へ ん 」と 「つ く り 」の 組 合せ とい った様 に,漢 字 パ タ 一

一 ンで入 力 す る方法 も開 発 され て

い る。 この方法 は,盤 面 に あ る文

字 は,従 来 通 りの 入 力 さん 孔 を 行

い,盤 面上 に ない 文字 は,図2-

1に 示 され る 「湘 」の様 に 構 成 パ

ター ン と第1,第2… …構 成 エ レ

メン トの順 に入 力 さん 孔 す る もの

で あ る。す な わ ち,漢 字 を 構成 パ

ター ン と,そ の 構成 エ レ メ ン トか

漢字の基本構成パ ター ン と素子 の一例

30313839

田[軽 罰[甲騨il三
漢字のパ ター ン入力方式 の一 例 「湘」

駕噛[自 歯 向
(構 成 パ ター ン)

・・法・匝 】[ヨ 画

(構成パ ター ン)

図2-1外 字 漢 字 パターン入力方 式
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ら指定 す る方 法で あ る。 コ ン ピ ュー タ の記憶 装置 内 に は,そ の 文字 コー ドが 索

引さ れ る様 な コ ンバ ー ト ・テー ブルが あ り,こ れ に よって 「湘 」の文字 コ ー ド

が 索 引で きる様 に な って い る。 これ に よって ほ とん どすべ て の漢 字 が入 力 で き

る とい われ て い る。

いず れ に して も,漢 字 情 報 の入 力 に関 して ,

① コー ド体 系の 簡略fヒ

② 操 作 の容 易 性

③ 漢 字 の キ ーを 少 く し,入 力 ス ビー ドを あげ る こ と

④ 入 力 可 能 文字 種 を 出来 るだけ 多 くす る

⑤ コス トが 安 い こ と

等 を命題 と して 研究 開 発 が続 け られ て い る。

欧米 で は 自分 の文 章 は 自 らが タ イ プす る とい っ た習 慣 に対 して,日 本 で は,

専 門職 の 人 にタ イ プや 植 字 を まかせ る習慣 が あ り,こ の 概 念 で 今 まで の入 力 装

置 が 開発 され て きた 。 これが 最 近 で は,「 誰 で も使 え る入 力 装置 」の 開 発 に 重

点 が お か れ 始め て い る の は,漢 字 情 報 処理 の普 及 に拾 い て,好 ま しい傾 向 で あ

る。

`

¶
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2.3 漢 字 情 報 出 力 シ ス テ ム

前述 した よ う・に漢字 は,欧 米 文 字 と比べ て 字 の 形が 複 雑 で あ る し,種 類 も非

常 に多 い 。 そ のた め に漢 字 情 報 出 力 シス テ ム 自体 も非 常 に高価 な もの・とな り・

漢 字 プ リン タ装置 だ け で,汎 用 コ ン ピ ュー タ中型 機 並 の レン タル料 が か か る。

漢 字 を利 用 す れば 便 利 なの は わか っ てい るが,中 小 ユ ー ザ では とて も手 が 出せ

ない,あ るい は使 い こ なせ な い,な どの理 由か ら世 間で 話 題 にな ってい る程 に

は普 及 して い な か った 。..

と ころが 最 近 の技 術 進 歩 に よ り,比 較的 安 価 で,し か も各 ユ ーザ の ニ ーズ に

適応 した各 種の 漢字 プ リンタが 開 発 さ れ る よ うに な り,い よい よ本格 的 な 実 用

化の時 代 に入 ろ うと して い る。

漢字 情 報 出力 装置 が 開 発 され 始 め た 当 初 か らしば ら くは,入 力 装置 に 関す る

技 術 開 発 の 方が ブ 出 力 装置 の技 術 開 発 よ り も先 行 して い る傾 向 が あ った が,現

・在 で は この傾 向は 全 く逆 転 して い る とい え る。

漢字 情 報 出 力 装置 は 大 別 して,

① ライ ン プ リン タの様 な機 能 を持 ち,主 として モ ニ タ と して使 用す る もの。

(出 力 用 紙 は感 光 紙)

② 同 じ くラ イン プ リン タの様 な機 能 を持 ち,普 通 紙 に 出力 さ れ る もの ・

③ 印刷 の 版下 作 成 の ため の電 算 植 字 として 利 用 す る もの 。

の3つ に分 類 され る。

出力 文 字 の質 につ い て は,①,② につ い て はそ れ ほ ど条 件 は きび し くは ない

が,③ の場 合 は出 力 がそ の ま ま オ フセ ッ ト印 刷 の 版下 とな るの で相 当 高 精 度 な

印字が 要 求 され る。

現在 で は,電 算植 字 用 の 漢字 プ リン タは,手 動 写植 で作 成 した 版下 の 文 字 精

度 と比べ て,何 ら遜 色 は な い とい うほ どに まで 技 術 開 発 が進 歩 して きた 。

この 電算 植 字 の 出力方 式 は,版 組 み の合 理(ヒ として,漢 字 プ リン タの 開 発 の 中

で は,も っ と も早 くか ら研 究 開 発が 行 な われ,実 用 化 され て きた。 しか し,版

一14一
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組 み の 合理 化 が 中心 とい うこ とに な る と,そ の適 用業 種 が 印 刷 関 係 ・出版 関係

新 聞関 係 な どに限 られ る の で,一 般 企 業 で の利 用 とな る と関 心 が うす か った 。

や は り,一 般 普及 型 とな るの は,「 普 通 紙 プ リンタ 」 と呼 ば れ る漢字 情 報 出力

装置 で あろ う。 当初 は 静 電 記録 紙 方式 の もの が 大 半 を 占め て い た が,こ れ は,

漢字 情 報 を普 通 の ロー ル紙,も しくは静 電 記 録紙 に出 力 す る も ので あ り,今 で

は文 字 通 り普 通 の用 紙 に 出 力す る漢字 プ リンタが 続 々 と開 発 され て い る。

一 方
,機 械 式 の ワ イア ピ ンや 静 電式 の 多針電 極 に代 っ てPPC(PLAIN

PAPERCOPIER=静 電式 普 通紙 複写 機)方 式 が そ の 主 役 とな ろ うと し

て い る。PPCは 普 通 紙 が 使 え る複写機 と して 急速 な進 歩 を遂 げ,こ の 方式 を

各漢 字 プ リン タ ・メ ー カが 漢 字 プ リンタ技術 の 中 に取 り入 れ た もので あ る。

出 力速 度 も,1分 間 に2.000～3,000行 とい うお ど ろ くほ どの ス ピー ド

であ り,こ の様 な普 通 紙 出 力 方 式 漢字 プ リン タの台頭 と あわ せ て,漢 字 情報 処

理入出力装置 をコンピュータ ・システ ム として ま とめ あけ る とい うこ とが,重 要 視

され 始 めて お・り,漢 字 プ リン タ ・メ ー カ,コ ン ピ ュー タ ・メー カ,複 写 機 メー

カの三 者 の協 力 関係 も,今 後 ます ま す強 め られ て 行 くで あ ろ う。

以 上 が普 通 紙 プ リン タ(静 電 記 録 紙 も含 む)に 関 す る動 向 で あ るが,電 算 植

字 用 と して の 出 力 装置(漢 字 プ リン タ)は ど うで あ ろ うか 。

電 算 植 字 は 活字 をひ ろ って 版 を つ く る の で は な く,漢 字 プ リンタか ら出力

された 結 果 を そ の ま ま オ フセ ッ トの原版 にす る もので,そ の ハ ー ドウ ェア上 の

条 件 は非 常 に厳 しい 。

そ のお もな もの と して は,

1)文 字 の大小,縦 組 ・横 組

文 字 の大 きさ が 自 由 にか え られ るこ と(6級 ～32級 程 度),文 字 の並

び が 縦で も横 で も可能 で あ る こ とが必 要 で あ る。

2)文 字 の 種 類

文 字 の書 体 が 明 朝 体だけでな く多 くの種類 が 用 意 さ れ て い る こ と。 つ ま り

明朝 体,ゴ ジ ック体,教 科 書 体,ロ ー マ ン体,イ タ リ ック体,そ の 他特 殊
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表2-1 漢 字 プ リ ン タ 性 能 比 較 表

機 種 メ ー カ 文 字 発 生 器 文字 パターン 文 字 種

JEM7300 日本電子 産業 磁 性 メ モ リ
ス ト ロ ー ク

ド ッ ト

4,000

～10
,000字

オ キ ・エ レ ク

トロ プ リ ン タ
沖 電 気 工 業 コ ア メ モ リ ・

16×18

ド ッ ト

2,048

～65
,536

ユ ニ パ ック

漢 字 プ リン タ

1

日本ユニパック

三 菱 電 機
LSIメ モ リ

32×32

ド ッ ト

2,048

～16 ,384

i

}
S5400昭 和 情 報 機 器

1

LSIメ モ リ
32×32

ド ッ ト

2,048

～8 ,192

`

FACOM

6521C
富 士 通 回転文字 円板 母 型

3,387
～4

,096

TORAY8570, 東 レ ホログラムメモ リ
32×32

ド ッ ト
7,000

KF3000 東京芝浦電気
磁 性 線

ソ レ ノイ ド

22×24

ド ッ ト
標 準2,362

C5210 日 本 電 気 ワ イ ア ・ メ モ リ
22×24

ド ッ ト

2,961

～7 ,875

IBM2245 日本 アイビーエム
磁気ディスク/

ドラム

18×22

ド ッ ト

3,600

～10 ,000

SC4000 谷村新興製作所 活 字 ドラ ム 母 型 4,096
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印字方式 印字用紙 印 字 速 度
文 字 の

大 き さ
文 字 書 体

PPC 普 通 紙 2.600行/分 8～12ポ ゴ ジ ッ ク

イン ク ミス ト 普 通 紙 4,000～5333行/分 4.0×4.7㎜ ゴ ジ ッ ク

PPC 普 通 紙 2、800行/分 7～12ポ 明朝 ・ゴジック他

湿式電子写真 酸化亜鉛紙 1,127行/分 7.5～12ポ 明 朝 ・ゴジック

光静電記 録 静電記録紙 280行/分 3.1×3.17㎜ 中 ゴ ジ ッ ク

湿式電子写真 酸 化亜鉛紙 750行/分
4,8,12ポ

45,9,13.5ポ

5,10,15ポ

明朝 ・ゴジック

静 電 記 録 静電記録紙
600行/分

700行/分

33×3.6㎜

3.9×4.3㎜
明朝 ・ゴジック他

静 電 記 録 静電記録紙 1,600行/分 4.2↑ ㎜ 角 明 朝

ワイ ア ピン

の イ ンパ ク ト
普 通 紙 300行/分 4.6×5.8㎜ 専 用 書 体

普 通 紙 12ポ
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文 字な どが 準 備 さ れ て い る こ とが 必 要 で あ る。

3)文 字.の 品 質,一 ー一.

大量 に 印刷 す る印刷 物 の原 版 とな る版 下作 成 が 主 目的で あ る の で,文 字

の品 質 は 非 常 に高 精度 の ものが 要 求 さ れ る。

普通 の ライ ン プ リンタや 普 通 紙 漢 字 プ リン タ の様 に,解 像度 が 低 か った

り,文 字 が お どってい た り,ま た ドッ ト式 で は 点 々が 目にわ か る様 な もの

は失 格 で あ る。(軽 印刷 用 と して は使 え るで あろ う)

電 算 植 字 用 の出 力 方 式 と して は,

A)光 電 式 一電子 式'

B)全 電子 方 式

が あ る。 い ずれ も,コ ン ピ ュー タに 連動 す る ス ピー ドを持 ち,そ の機 能 と

して は,手 動 写 植機 の持 つ 機 能 はほ とん ど備 え て い る こ とが そ の条 件 で あ

る 。

この よ うに電 算植 字 用 の 漢字 プ リン タ の 技術 は,一 応 実 用 レベ ル 水 準 に達 し

て い る とい え るで あろ うし,普 通 紙 用 漢 字 プ リンタ も最近 の め ざ ま しい 技 術 向

上 と,,そ の 潜 在 需 要 を 考 え る と,実 用 レベ ル に達 す るの は 時間 の問 題 で あ ろ う。

いず れ も,実 質 的 には 実用 化 さ れ た とみ な され て も,そ の 技術 水 準 お よび 動

向 に は まだ まだ 多 くの可能 性 も残 され て い る 。現 在 実 験段 階 では あ るが,光 量

子 化 に よる文 字 選 択 方 式 な どの研 究 も進 め られ てお り,コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ

ムの 中 の一 端 末 と して の 漢字 ラ イ ンプ リン タ と して,電 算 植 字 用 漢字 プ リン タ

装置 や,普 通 紙 漢字 プ.リンタ装 置 が普 及 す るの は も う間 近で あ ろ う。 ヴ

r
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24ア ブ・Yケ ー シ ョン'eソ フ トウ ェア の 動 向

漢 字情 報 処理 技 徹 関す る・一 ドウー ア につ いて
,特 に入 力 鑓 と出 力 装置

を と りあけ て きたが,ソ フ トウ ェア技 術 が そ の 漢字 情 報 処理 シス テ ムの 良否 を

決 定す る要 素 が 大 きい。

ソ フ トウ ェア を大 別す る と

1)単 なる漢 字 の プ リン ト

か な文 字,英 字 のか わ りに漢 字 を使 用 す る もの 。

2)情 報検 索お よびデ ー タ バ ンク

漢字出力 よりも,む しろ ・ン ピ_納 音1での 日本語情報 処理 喧 点 詩

く もの 。

3)自 動編 集k・ よび版 下

編 集処 理,す なわ ち改 行,行 頭 ・行 末処 理 ,ふ りが な,禁 則,ジ ャス テ ィ

フ ィケ ー シ ョン処理 ,ピ ッチ付,図 版 処理 な ど,主 と して 漢字 か な ま じ り文

章出 力 の た め の ソ フ トウ ェア 。

な どで あろ う。

現在,漢 字 情 報 処理 の た め のア プ リケ ーシ ョ ン ・ソフ トウ ェア と して は次 の

様 な ものが 開発 され て い る。そ れ を分 野 別 にみ て み る と,

寸⊥

ワ
]

3

4

5

6

7

8

9

電 算 植 字

組 版 割 付

版 下 作 成

情 報 検 索

住 民 管 理

証 券 代 行

宛 名 印 刷(DM)

販 売 管 理

技術情報管理
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1

2

3

4

5

6

7

1

1

1

1

1

1

1

1

な ど,あ らゆ る分野,

漢 字情 報 処 理 は,欧 米文字 に比 べ ては るか に字 種 が 多 い うえ,前 述 した よ う

な問題 が あ る の で,ア プ リケー シ ョン ・ソフ トウ ェア の プ ログ ラム も相 当 の難

しさ をか か え てい る。

しか し,出 力結 果 の 内 容 の み を重視 して きた これ ま で の傾 向,い わ ゆ るデ ー

タか ら,見 や すい 資料 と して の漢 字 出 力 へ の熱 意 は 高 く,各 当事 者 は各 種 の工

夫 を こ ら して ソ フ トウェ ア 開発 を行 な って い る。

従 来 の 漢 字 情報 処理 は,そ の ハ ー ドウ ェア の開 発 状 況 か ら,電 算植 字 お よび,

そ の ため の 組 版割 付,版 下作 成,文 章 編 集 プ ログ ラム の 開発 な どが 中心 で あ っ

た が,今 後 は 版下 の み が 目的 で な く,一 般 情 報(ラ イ ンプ リン タ に,カ タ カナ

や ロー マ字 出力 され てい た 情 報)を 漢 字 プ リン タへ 出 力 す る ソ フ トウ ェア の 開

発 が 中心 とな るで あ ろ う。

在 庫 管 理 ・ 。

文 章 編 集

人 事 管 理

顧 客 管 理

ドキュメン ト管理

一般統 計管理

レセ プ ト検診管理

大学事務管理

あ らゆ る業種 に対 し適応 されてい る。
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3.カ タカナ入 力方 式 に よ る文 書 情報処 理 システ ム

3.1 シ ス テ ム の 概 要

、

当 シス テ ムは,日 本 語 の文 章 を カタ カ ナ で入 力 し,コ ン ピュ ー タで カ タ カナ

漢字 変 換 処理 を行 ない 漢 字 か な湿 り文 と して出 力 す る もので あ る。

カナ漢 字 変 換 で最 も問 題 とな る こ とに 同 音 異 義 語の扱 い が あ るが,入 力 した

デ ー タが 読 み カナ で あ る こ とか ら,前 後 の 関係 な どを調 べ て も原 本 の 日本 語 文

が どの よ うな漢字 か な湿 り文 で あ った か を知 る こ とは非 常 に困 難 で あ る。 ま た,

た とえ 出来 た と して もシス テ ム 自身 が大 規 模 な もの とな るた め 処 理 効 率 は 決 し

て 良 い もの に な る とは 思え ない。

そ こで 当 シス テ ムでは,デ ー タ作成 時 に 漢字 や カタ カナ の識 別 をす るた め の

フ ァ ン ク シ ョン ・キ ー を付 加 す る と と もに,同 音 異義 語 の選 択,出 力 形式 を考

慮 した編 集情 報 の付 加等 を行 な う,カタ カナ入 力 方式 に よる 日本 語 情 報 処理 シ ス

テ ムの サ ブ シス テ ム と して 開発 を行 な っ た もの で あ る。

この シス テ ム を大別 す る と

D

別

鋤

ゐ

変換 単 語 テ ー ブル 作成 サ ブ シス テ ム

カ タ カナ 入 力サ ブ シス テ ム

カ タカ ナ漢字 変 換 サ ブシス テ ム

漢字 か な 湿 り文 編集 出力 サ ブ シス テ ム

の4つ の サ ブ シス テ ムで構 成 され て い る。

(準 備)

(入 力)

(処 理)

(出 力)

q
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(1)シ ス テ ム 構 成

叩
ル

語音
イ
伺
万

編集 ・同音
異義語処理

カタカナ

データ

ファイル

漢字
ファ イル

単 語

ファ イル

変換単語

テーブル

図3 1

日本語文

シ ス テ ム 構 成 図
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(2)機 器 構 成

〔入 力お よび変 換 用 〕

中央 処理 装 置

カー ド読 取 機

ライ ン プ リン タ

磁 気 テ ー プ装 置

磁 気 デ ィス ク装 置

1台(HITAC-8450)

1台

1台

3台

1台

磁気

デ ィス ク

一

●

9

図3-2機 器 構 成 図 〔入 力お よび 変換 用 〕

〔編 集 お よび 出 力 用 ハ ー ドウ ェ ア の 概 略 〕

① 漢 字 テ レ タ イ プ

(5,000字 入 力可 能)

②HITAC-10汎 用 コ ン ピ ュ ー タ

・16XW(32KB)

・MT(3台)
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・DR(131KW)

・PTR

・CR

③JEM3850高 速 漢 字 処 理 シ ス テ ム

・8KW

・MT(1台)

・PTR

・ モ ニ タ ・プ リン タ

{所 有文 字 種5,000字}
　

・ ハ ー ド プ リ ン タ

図3-
.3

PC-3850

プllン タ 制 御 部

文学 発生装置

(CG)

電 算 写 植 編 集 シ ス テ ム 構 成

一24－
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32分 野 別 に よ る漢 字 単 語 の調 査 分 析

亀

日本 語 の文 章 をカ タ カナ入 力方 式 で処 理 す る場 合,コ ン ピュー タ処理 以 前 に

行 な う変 換 単 語 テー ブ ルに登 録 す る用 語 の決定 は最 も重 要 な作 業 で あ る。

カタ カナか ら漢字 へ の変換 処 理 に おい て,漢 字 へ の変 換 率 は ,処 理 シス テ ム

の 影 響 とい う よ りも,変 換 単 語 テ ー ブ ル に登 録 され てい る 漢字単 語 の妥 当 性 に

よって 決定 さ れ る とい え る。 ま た,カ タ カナ漢 字変 換 に と もな う同音異 義 語 の

処理 に も関 連 す るた め十 分慎 重 な判 断 ・決 定 が 要求 され る。同 音 異 義語 の発 生

に つ い て は,専 門 分野 別 に す るこ とに よ り極 力 そ れ を お さえ る と と もに,漢 字

2文 字 の単 語 を基 本 と して,同 音異 義 語 が生 じる単語 は接 頭 語 また は ,接 尾 語

を加 え て最 大3文 字 で構成 す るこ と と して い る。

この よ うに して出来 上 っ た変 換単 語 テ ー ブルは,カ ナ 漢 字変 換 処理 を通 して,

必要 に応 じて何度 とな くメ ンテ ナ ンス を行 ない完 全な変 換 は無 理 と して も十 分

満 足 の 行 く変換 が な さ れ る ま で,メ ンテ ナ ン スが 行 なわ れ る。

■

◇

321単 語 の 登録 方 法

① 漢 字 単 語 の分 割

登 録 用 語 には 漢 字 単 語 と固 有名詞(姓 名 ・地 名 ・事 業 所 名 な ど)と が あ る

が,い ずれ の 場合 もそ の読 み 方 を原則 的 に漢 字2文 字(最 大3文 字)に 分割

して登 録 す る。

た とえ ば,「 神 奈 川 県横 浜 市 」は 「神 奈 川 」,「 県 」,「 横 浜 」,「 市 」

と分割 され る し,「 印刷 漢 字認 識 」は 「印 刷 」,「 漢字 」,「 認 識 」とに分

割 され る。

② 分 割 が不 可 能 な単 語

分 割 が 不 可 能 な単 語 あ るい は固 有 名詞 は,無 理 な分 割 を行 な わず,漢 字5

文 字 ま で を限 度 と して,別 表 に記述 し,デ ー タ作成 時 に参照 で き る よ うに す

る。 た とえ ば,漢 字 単 語 で は 「住血 吸 虫 」や 「炭水 化 物 」な どが これ に あた

一25一



り,固 有 名詞 で は 「小 比 類 巻 」な どが そ うで あ る。

③ 読 み カナ'

熟 語 を単 語 に 分割 した 場 合 熟 語 の時 の読 み 方 と異 な る ものが あ るが,こ の

場 合 は単 語 と しての読 み 方 を優 先 させ る。 た とえ ば 「株式 会 社 」は 熟 語 で あ

る時 の読 み カナは 「カ ブ シ キ ガ イシ ヤ 」で あ るが,こ れ を 「株 式 」と 「会社」

に分 割 した場 合,「 会 社 」の読 み カナは 「ガ イ シヤ 」では な く 「カ イ シヤ 」

とな る よ うな場 合 が これ で あ る。

④ 接 頭 語,接 尾 語の 分 割

東,西,南,北,大,中,小,上,中,下 な ど接 頭 語 や 接 尾 語 とな る よ う

漢 字 は,同 音異 義 語 の問 題 が な い 限 り分 割 して登 録 す る。 た とえ ば 「西神 田」

は 「西 」 と 「神 田 」に分 け,「 中 目黒 」は 「中 」 と 「目黒 」に分 け て登 録 す

る。 これ らの固 有 名詞,た とえ ば 「目黒 」は 「上 目黒 」も 「下 目黒 」 も存在

す るが 「目黒 」 とい う同 音異 義 語 が ない の で,こ の よ うな 分割 を行 な う。

⑤ 仮 名の 湿 った 固有 名 詞

固 有 名 詞 の うち,企 業 名 な どに な る と,漢 字 と仮 名が 湿 った もの が数 多 く

あ る。 この よ うな場 合,変 換 単 語 テ ー ブル に登 録 す るの は漢 字 の 部 分 の み で

あ る。 た とえ ば 「日本 グ レイ株 式 会社 」は 「日本 」,「 株 式 」,「 会社 」で

あ り,「 会 社 」は 企業 名 とい う分 野 におけ る固 有 名 詞 と して登 録 さ れ るが,

「グ レ イ 」は登録 を行 な わ ない 。 ま た,こ れ とは別 に仮 名 を漢 字 の一 部 と し

て登 録 す る場 合 が あ る。 た とえ ば 「東 四つ木 」は 「東 」と 「四 つ木 」に 分け

て登 録 され る。

'

32.2固 有 名 詞

当 シス テ ム では,固 有 名詞 と して姓 名,地 名,事 業 所 名,公 共 機 関 名,学 校

名,病 院 名 を取 り上げ,変 換 単 語 テ ご ブ ル を作成 した。

この うち,姓,名,地 名 につ い て は,同 字異 音が 多 い た め,な るべ く仮 名 の

つ い て い る資 料 を用 いて 用 語調 査 を行 な った。 た とえ ば 「鈴木 」に対 し,「 ス

P
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スキ 」とい う読 み 仮 名 のつ い て い る ものは ,「 ス ス キ 」を用い,仮 名 の ない も

の につ い て は一 般 的 な読 み方 で あ る 「スズ キ 」をそ の読 み仮 名 と して登 録 した 。

な お,姓 に おけ る漢字 の 文字 数 はお よそ次 の通 りで ある。

1字 姓

2字 姓

3字 姓

4字 姓

3%

87%

9%

1%

この こ とで もわ か る よ うに,姓 にお い て も漢字 単語 同 様3文 字 ま で の分割 で

十 分 で あ る。

ま た,登 録 単 語 に用 い る漢 字 は,旧 字,誤 字,俗 字 で もそ のま ま漢 字パ ンチ

に回 し,漢 字 テ レタ イ プに ない ものは,新 字体 また は ア ンチ文 字 てか な)で 変

換 単語 テ ー ブ ル を作 成 した 。

●
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33変 換 単 語 テー ブル 作 成 サ ブ シ ステ ム

331処 理 概 要

この サ ブ システ ムは,カ タ カナ入 力 され た 漢 字単 語 あ るい は 固有 名詞 を,漢

字変 換 す るために用 意 してお く変 換 テー ブルを デ ィスク上 に作 成 す る もので あ る。

変 換単 語 テ ー ブル あ るい は 固 有 名 詞 テ ー ブル 作成 に あた って は,コ ン ピュー

タ以 前 の用 語 や固 有 名詞 の 選 択 が カタ カナ漢字 変 換 に直接 影響 して 来 るの で十

分か つ慎 重 な判 断 が 要 求 され る し,一 度 出来 上 った変 換 テ ー ブ ルは,カ ナ漢 字

変換 処理 を通 して,何 度 とな く メンテ ナ ンス を行 な い100%の 変 換 は 無理 と

して も必要 に応 じて 納 得 の 行 く変 換 が な され る よ うに すべ き で あ る。

以 下 に変 換 単 語 テ ー ブル格 納 ま で の手 順 を概 説 す る。

まず,各 専 門分野 別 に テ ー ブル に登 録 すべ き単 語 の抜 き 出 し を専 門 書 や辞 書

か らアイウエオ順 に行 な う。抜 き出された単語は,チ ェ ック を行 ない,2文 字 単位 にな

って い ない単 語 の 妥 当性 の 検 討 を行 な う他,同 音 異 義 語 の整 理 も行 な う。

つ ぎ に,整 理 され た単 語 表 は,漢 字 テ レタ イ プで読 み カナ,同 音異 義 語 区 分,

漢 字 な どが パ ンチ され 紙 テ ー プが 作 成 さ れ る。 この漢 字 テ レ・タ イプ でパ ンチ し

た紙 テ ー プは,簡 単 な編 集 処 理 が 施 さ れ磁 気 テ ー プ(素 フ ァ イル)に 出 力 され

る。

この 素 フ ァイル は,JEM-3850電 算 写 植 編集 シス テ ムに よって初 編 ゲ

ラが 出 力 さ れ る。 初 編 ゲ ラは,漢 字 テ レ タイ プ ・パ ンチ した 時 の 単 語表 とつ き

合 わ され赤 字 校正 が行 な わ れ る。 誤 りが あ った 場 合 は,こ の赤 字校 正 済 み の初

編 ゲ ラか ら漢字 テ レ タ イ プ を用 い て訂 正 用 紙 テ ー プ を作 成 し,こ れ を編 集 して

訂 正 フ ァ イル を作 成 す る。

訂正 フ ァ イルは 素 フ ァ イ ル と照 合 キ ーに よ り照 合 し,素 フ ァ イル の訂 正 を行

ない 原 フ ァ イル を作 成 す る。

つ ぎに,原 フ ァ イル の うち,漢 字 を 除 く部分 を漢 字 コ ー ドか らEBCDIC

コー ドに変 換 したEBCDICフ ァ イル はア イ ウエ オ順 に ソー トされ る。
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このEBCDICソ ー ト済 み の フ ァ イルに 誤 りが ない場 合 は,こ の フ ァ イル

が分 野別 フ ァ イル とな るが,こ の 時点 で発 見 され た誤 りは,大 きな もの で ない

か ぎ り,漢 字 テ レ タ イ プに よ って デ ー タ を起 し直 して訂正 す る とい う方 法 を と

らず に,カ ー ドに よ り追 加,訂 正,削 除 の処 理 を行 な う。

この分 野 別 ファ イル は,カ ナ漢 字変 換 を行 な う場 合,そ の 対 照 分 野 に よって

組 み合 わ され て1つ の フ ァ イル と し,ソ ー トを しなお し,同 音異 義 語 を抜 き出

す 。'た とえば,通 信 関 係 の文 献 を カ タ カナ入 力 した い場 合,電 気 通 信 の分野 別

フ ァイル と情 報処 理 の 分野 別 フ ァ イル を組み 合 わせ て1つ の フ ァイ ルに合 成 し

て使 用す る。

こ うして作 成 された フ ァ イルはHITAC-8450に よ り磁 気 デ ィス ク上

に カ タ ログ形 式 で展 開 され る。(3.7を 参照)

●

,
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332変 換単語テ ー ブル作成サ ブシステム概要 図

素

フ ァイル

赤字処理済

初編ゲラ

訂 正

フ ァイル

赤字校正

(訂正処理)

変 換 単 語 テ ー ブル作 成 サ ブ シス テ ム概 要 図
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EBDI

処理

ITAC-1

EBCDIC
7ア イル

フ アイ ル

訂正処理

HITAC-10

原

フ ァイル

JEM-3850

赤字 校 正 済

ル ー フ ・リ ス ト

パ ンチ ・

カー ド機

訂 正 用

パ ン チ ・カー ド

訂正処理

HITAC
-8450

訂正 済
EBCDIC
7ア イノ

SORT

HITAC
-8450

ORT'
EBCDIC

7ア イノ

フ アイ ル

プ ル ー フ リス ト

4
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作成HITAC
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333フ ァ イ ル

① 入 力 プ ア イル

同音区分

(3)

2eOByte

200/1000Byte

'

,

(全 項 目漢 字 モ ー ド2Byte=1字)

図3一 ら 素 フ ァ イ ル

② 出 力 プ ア イル

32/2048Byte

ノ

図3-6分 野 別 変 換 単 語 テ ー プ(EBCDICフ ァ イル)

③ 変 換 単 語 テ ー ブル

変 換 単 語 テー ブル(分 野 別 変 換 単 語 テ ー ブル ・固 有 名 詞 テ ー ブル)の フォ

ー マ ッ トは 分野 別 変 換 単 語 テ ー プ と同様 で あ る。

●

,

一32一



禽

■

4

34力 夕 力 ナ 入 力 サ ブ シ ス テ ム

341処 理 概 要

このサ ブ シフ テ ムに おけ る入 力 方 法 の特 長 は,す べ て の漢 字 を読 み カナ にて

入 力 して い る こ と,漢 字単 語 ・固 有 名 詞 ・カタ カナ な ど に,こ れ らを識 別 す る

た め の フ ァ ン クシ ョ ン ・キ ー を付加 す る と と もに出力用 の編集 情報 も入 力時 に

付 加 してい る こ と,日 本 語 文 を漢 字 単 語 ご とに分 か ち書 き させ た こ と,同 音 異

義 語 の判 別 を入 力時 に行 なっ た こと な どで あ る。 以下 順 を追 って これ らの 方 法

に つい て述 べ る。

漢字 を漢 字 以 外 の文字 記 号 で入 力 す る方法 は 各種 の もの が考 案 され てい るが,

当 シ ヌテ ム で は,マ ル チス トロー ク方 式 の1つ であ る カナ文 字 入 力型 に注 目 し,

漢 字 で書 かれ てい る部 分 は,二 股 単 語,固 有 名 詞 にか か わ らず,す べ て そ の 読

み カ ナで 入 力 し,漢 字 テ ー ブ ル を用 い て漢 字 変 換 す る方 式 を採 用 した 。

この 方 式 では,漢 字 単 語 ・固 有 名 詞 ・カ タ カ ナ ・ひ らが な の すべ て を カタ カ

ナ で入 力 して い るの で,カ ナ漢 字変 換 が 簡 単 な ロジ ックで 出来 る よ うに,漢 字

単 語 を示 す フ ァ ン ク シ ョン ・キ ー と して 「#」 を,ま た 固有 名 詞 を示 す フ ァン

ク シ ョン ・キー と して 「%」 を用 い てい る。

さ らに,カ タ カナ もひ らが な もカ タ カナ で入 力す るた め に,こ れ らを区別 す

る意味 で,ひ らが な よ り使 用頻 度 の 少 ない カタ カナに フ ァ ンク シ ョン ・キー と

して 「*」 を付 け る事 に してい る。 この 方法 に よる と,デ ー タ作成 者 は,原 稿

に 漢字 単 語 ・固 有名 詞 ・カ タ カナ が 出 現 した場 合,定 め られ た フ ァン ク シ ョン・

キ ーを,こ れ か ら記述 し よ う と してい る漢字 単語 な どに先 が け て記述(入 力)

し,そ の直 後 よ り漢 字単 語 の読 み や カ タ カナ を記 述す る他,行 切 り換 え,拗 促

音表 示 な ど編 集 に関 す る フ ァ ン ク シ ョン ・キー も合 わせ て入 力 時 に用 い る。

い っぼ う,漢 字 単 語 ある い は 固有 名 詞 が構 成 され てい る文 字 数 につ い て調 べ

てみ る と,ほ と ん どの 漢字 単 語k・ よび固 有 名 詞 は 漢字2文 字 か ら構成 され て い

る。 と くに熟 語は2文 字 単 位 の単 語 の合 成 で あ った り,基 本単 語 に接 頭 語 や接
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尾 語 が 付 いた 型 を とっ てい る ものが 多 く,と くに分 か ち書 きが しに くい もの を

除 く と,漢 字 単 語 は2文 字 を原則 に 分 か ち書 き をす る こ とに そ れ ほ ど抵 抗 を感

じない 。 また 固有 名 詞 につ い て は,一 般 単 語 や熟 語 と多 少 ニ ュア ンス が異 な る

が,そ れ に して も2文 字 以 上 の 固有 名詞 は基 本 型 の合 成 で あ った り,接 頭 語 や

接 尾 語 が 付い た型 の もの が 多い の で,こ れ も一 般 単 語 程 で ない に しろ,2文 字

の分 か ち書 き に対 して な ん ら疑 問 も感 じない 。

最 後 に,し ば しば 述 べ て い るが,日 本 語 のや っかい な もの に 同 音異 義 語 が あ

る。 これ は,表 意文 字 で あ る漢 字 な らば,極 言 す る と,誰 が 見 て もそ の読 み は

解 らな くと もへ んや つ く りで意味 は あ る程 度 理 解 す る こ とが で き る。 しか し,

一度 そ れ が 表 音 文 字 で あ る カナ に変 換 され て しま うと
,同 音異 義 語 が 多い た め,

あ る もの は た とえ 前後 の文 章 が あ っ て も,そ の 読 み が どの漢 字 に該 当 す るの か

全 く見 当 もつ か な くな る こ とが しば しば あ る。 この よ うな事 態 を避 け るた め,

この シス テ ムで は,漢 字 を カナに 変 換 す る時,す なわ ち原稿 をコ ーデ ィン グ ・

シー トに転 記 す る時 に,デ ー タ作成 者 はジ事 前 に用 意 され て い『る同 音異 義 語表

を見 て,漢 字 カナ変 換 を し よ うと して い る漢字 単 語 あ るいは 固 有 名 詞 の 同 音異

義語 の有 無 をチ ェ ック し,も しあ った 場 合,そ れ が 何 番 目の同 音 異義 語 に該 当

'す るの か を示 す識 別 番 号 を記 述 す る こ とに してい る
。

以 上 の作 業 が終 り,カ タ カナ ・デ ー タが 作 成 され た な らば,カ ー ド ・パ ンチ

を行 な って 入 力 カー ドを作 成 す る。 この カタ カ ナ ・デ ー タ ・カー ドを入 力 して

磁 気 テ ー プ ・フ ァ イル を作 成 す る と と もに モ ニ タ ・リス トを とる。

モ ニ タ ・リス トは,原 稿 を見 て 照 合チ ェ ック を行 ない誤 りを訂 正 す る。 この

処理 作 業 は原 稿 に忠 実 な フ ァイル が 作 成 され るま で く り返 され る。

34.2デ ー タ作成 方 法

このサ ブ シス テ ムのデ ーータ作成 方 法 の概 略 につ い ては 前述 した が,こ こで は

さ らに詳 し くデ ー タ作 成 の ため の 条件 鉛 よび 記 入 方 法 につ い て述 べ る。
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(1)デ ー タ作 成 条 件

この サ ブ システ ムは,漢 字 か な湿 り文 で表 現 され てい る 日本 語文 を読 み カ

ナで入 力 し,漢 字 かな湿 り文 と して再 現 で き るフ ァイ ル を作成 す るサ ブ シ ス

テ ムで あ り,デ ー タ作 成 を行 な うた め に次 の条 件 を 前提 とす る。

① 使 用 文 字

当 シ ステ ムで 用 い るこ との で き る文 字 は,カ タ カ ナ,英 字,数 字,特 殊

記号 の4種 類 で あ る。 した が って,日 本 語 文 を構成 して い る漢字 は,読 み

カナ で入 力 す る と と もに,ひ らが なに つ い て もカタ カナ で 入 力す る。

② 漢 字

当 シ ス テ ム では,日 本 語 文 の 中に現 われ る漢字単 語 お よび 漢字 に よ る固

有 名 詞 は,そ の読 み カナ で入 力す る こ と を原 則 とす る。 そ の 時,文 書 中 に

現 わ れ る仮 名 と漢字 の区 別 を,シ ス テ ムが 容 易 に判 断 出 来 る よ うにす るた

め 漢字 単 語 につ い て は 「#」 記号 を,固 有 名 詞 につ い ては,「%」 記 号 を

読 み カ ナの 直 前 に フ ァン ク シ ョン ・キ ー と して付加 す る。

③ 分 か ち書 き ・

文 書 中 に 現 わ れ る漢 字 は,一 般 単 語 ・固 有 名 詞に かか わ らず,漢 字2文

字(最 大3文 字 ま で)に 分 か ち書 き をす る こ と を原 則 と してい る。 これ は,

一 般 単 語 や 固 有名 詞 は大 多 数2文 字 単 位 で構 成 され る こ と
,ま た漢 字1文

字 つつ カナ入 力 した の で は,同 音異 字 が あ ま りに も多 く生 起 して しま う こ

とな どに 起 因 してい る。 この方 法 で 分 か ち書 きを行 な うとた とえ ば 「神 奈

川県横 浜 市 」は 「神 奈 川 」,「 県 」,「 横浜 」,「 市 」とい う具 合 に 分 か

ち書 きさ れ

%カ ナ カ"ワ%ケ ン%ヨ コ ハ マ%シ

とい う形 で入 力される。 しか し,中 には分か ち書 きが不可 能な単語 あるい

は固有名詞 もあるので,こ の場合 は無理 な分 かち書 きを避け て漢字5文 字

まで を最 大の単位 としてそのまま入 力す るこ とを許 してい る。た とえば漢

字 単語 では 「住血 吸虫 」や 「炭水化物 」,固 有名詞では 「小比類巻 」な ど
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がそ うで あ る。

④ 同 音 異 義 語

カタ カナで入 力 さ れた デ ー タ(日 本語 文)を 漢字 か な湿 り文 に変 換 す る

場 合,最 も問 題 とな る こ とに同 音 異 義 語 の処 理 が あ る。 漢 字 は表 意文 字 で

あ る こ とか ら,1文 字 当 りの情 報量 が 多 く,理 解 しゃす い とい う長 所 が あ

るが,一 度 そ れ が カナ に な って しま うと,同 音異 義語 が 多 いた め に 前後 の

関係 を調 べ て も,原 本 で は どの様 な漢字 で あった か とい うこ とを知 る こ と

が むず か しい 場合 が 多 くあ る。 この様 な あい まい な状 態 に な った もの をコ

ン ピュー タで 自動 的 に変 換 す る こ とは,非 常 に困難 な こ とで あ り,た とえ

出来 た と して も,シ ス テ ム 自身 が 大 規 模 な もの とな り,す べ て をシ ス テ ム

に負 担 させ る こ とは,あ ま り得 策 とは い い が た い。 この た め 当 シ ステ ムで

は,利 用 者 自身が事 前 に用 意 さ れ てい る同 音異 義 譜 表 を見 な が ら,漢 字 単

語 あ るい は固 有 名 詞 を カタ カナ に直 そ うと して い る ときに 同 音異 義 語 が あ

るか ど うか を調 べ,も しあ る場 合 には,ど の 漢字 単 語 が 該 当す るか を読 み

カナ の 直後 に該 当番 号 を付 加 して 明示 す る ことに してい る。

⑤ フ ァ ンク シ ・ン ・キ ー

当 シス テ ム では,漢 字 を仮 名 と区別 す るため に漢 字 単 語 につ い ては 「#」

を固有 名 詞 につ いて は 「%」 を フ ァ ン クシ ョン ・キー と して使 用 す るこ と

をす で に述 べた が,こ の 他 カタ カナ や拗 促 音 を表 わす た め の情 報 や,出 力

形 式 を考 慮 した 編 集 情 報 な どを入 力 デ ー タ作 成 時 に 記入 す る。

なお,何 の情 報 も付加 され て い な い カ タ カナ ・デ ー タは す べ て ひ らが な

と して変 換 され る。

当 シ ステ ムで準 備 した フ ァ ン ク シ ョン ・キ ーは 次 の とお・りで あ る。

#以 降 につ づ くカ タ カナ を 次の フ ァ ン クシ ョン ・キ ーか 特 殊

記号 あ るい は,セ パ レ一 夕用 の スペ ー スが 来 る ま で 漢字 単

語 とみ な す。

%以 降 につ づ く カタ カナ を次 の フ ァン ク シ ョン ・キ ーか特 殊
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〈原文 〉
〈同音 異義 語表〉

利用者 による同音異義語 の選択

図3-7 同 音 異 義 語 記 入 方 法
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オ.

/(カ ナ)…

@

&

1111

/(…/)… …

記号 あ るい は,セ パ レ一 夕用 の スペー スが 来 るま で固 有 名

詞 とみ なす 。

以 降 に つ づ くカ タ カナ を 次 の フ ァン ク シ ョン ・キ ーか特 殊

記 号(「 ・」と 「一 」は のぞ く)あ るい は,セ パ レー タ用

の ス ペ ー スが 来 る ま で カタ カナ とみ な す 。

「を 」また は 「ヲ 」とみ な す。

拗 促 音 用 の 小 文 字 とみ なす。

文章 の終 りとみ な し改 行 す る。

文章 の始 め とみ な し改 頁 す る。

「… … … 」 とみ なす 。

( 〕とみ なす 。

カタ カ ナ中 に用 い られ た 場 合 お よび 漢 字 単 語 が連 続 す る場

合 は 中 点 「 ・」とみ なす が,後 が スペ ー ス あるい は@の と

きは 句 点 「。 」に,そ の他 は ピ リオ ド 「.」 とみ なす 。

(2)デ ー タ記 入方 法

カタ カナ ・デ ー タを作 成 す る手 順 は 以 下 の とお りで あ るρ

① 原 稿 を 見 て これ か ら転 記す る単 語 が 何 で あ るか を調 べ る。

② 記入 す べ き ものが 漢 字 単 語 で あ る な らば 「#」 を,固 有名 詞 で あ るな ら

ば 「%」 を,カ タ カナ で あ るな らば 「*」 とい うフ ァン ク シ ョン ・キ ーを

記 入 す る。 ま た,原,稿 に 忠 実 な形 式 で 出 力 を必 要 とす る場 合,該 当す る編

集用 の フ ァ ン ク シ ョン ・キー を記入 す る。

③ フ ァ ン ク シ ・ゾ ・キ ー を記 入 した な らば,原 文 どお りに 漢字 単 語,固 有

名 詞,カ タ カ ナ,ひ らが な,そ れぞ れ を読 み カナ で記 入 し,特 殊 記号(コ

ン ピュー タ で扱 え る記 号 のみ)は セ パ レ 一 夕用 の スペ ー ス を入 れ て,そ の

ま ま記 入 す る。

④ 原 文 が 漢 字 単 語 お よび 固有 名詞 で あ る場 合 は 同 音異 義語 表 を 見 て同 音異

義 語が あ るか否 か をチ ェ ック し,同 音 異義 語 が あ る な らば,識 別 番 号 を記
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入 す る。

⑤ ② ～ ④ ま で の作業 が1区 切 り分終 れば,必 要 に応 じ スペ ー ス を とっ て単

語 の セパ レー タ と し,① の処 理 へ もどる。

亀

▼

●

亀

図3-8 デ ー タ 記 入 方 法 説 明 図

一39一



34.3カ タ カナ入 力 サ ブ システ ム概 要 図

・ 原稿 を見 る

一

1

一一
1

?,."

有

・記す・轍 託 趣 ・)・

。字・単、吾 固有1名詞 カタ1。 ナ ひら

特殊

がな 編集 記号
記号.

#を 記 入%を 記入Xを 記入
・

編 集 に応 じた
フ ァン ク シ ョン

キー を記 入

1

「̀

読み カナ,カ ナ

特殊記号 を

記入

・ 同音異義語表(固 有名詞)漢 字 単語

固有曹名詞

カタカナ
ひらがな

特殊記号

一

同音異義語表

(単語) 」ヤ 禦 ・・ 原稿
一ノ

.

,

・音異義語有 る
?

一

無

有

同音異義語番号
を記入

.

↓

必要 に応 じて

スペ ー ス を とる

図3-9 カ タ カ ナ 入 力 サ ブ シ ス テ ム 概 要 図
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34.4フ ァ イ ル

① 入 力 プ ア イル

80カ ラ ム

、

匂

図3-10 入 力 力
"ト

② 出 力 フ ァ イル

120/1200Byte

120Byte
輪

● 図3-11 カ タ カ ナ ・デ ー タ ・ フ ァ イ ル
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35力 夕 力ナ 漢 字 変 換 サ ブ シ ス テ ム

35.1処 理 概 要

この サ ブシ ステ ムで は,カ タ カ ナ入力 サ ブ シス テ ムで 作 成 した カ タカ ナ ・デ

ー タ'フ ァイル に つ い て1文 章 の終 りを示 す 「@」 まで を
コァ に読 み 込 み そ の

中 に含 ま れ て い る各種 の フ ァン ク シ ョン ・キ ー に よ り,そ れ ぞれ の処 理 を行 な

う。

ま ず,漢 字 単 語 を示 す 「#」 を カ タ カナ漢 字変 換 サ ブシ ステ ムが 検 出す る と

読 み カナ の終 りを示 す 次 の フ ァン ク シ ョン ・キーか 特 殊 記 号 あ るい は セ パ レー

多用 の スペ ー スま で を ワー ク ・エ リアに抜 き 出す。

次 に,抜 き出 した漢 字 単 語 の頭2桁 の カナ 部分 に よ り,コ ア に常 駐 して い る

文 字 コ ー ド ・テ ー ブルか ら変 換 単 語 テー ブ ル に関 す る第1カ タログ(実 行 開始

時 に コア に読 み 込 ん であ る)の 位 置 を計 算 に よ リダ イレ ク トに求 め ,そ こか ら

該 当 す る第2カ タ ログの ア ドレス を取 り出す 。

この ア ドレス に よって 第2カ タ ロ グお よび変換 単 語 テ ー ブル をデ ィス クか ら

コア に読 み 込 み,第2カ タ ログか ら漢 字 の読 み カナ3桁 目の カナ部 分 が 始 ま る

ア ドレス を計 算 に よって ダ イ レ ク トに 求 め る。 漢字 単 語 の読 み カナ が3文 宇 目

ま で で同 音異 義 語 が他 に な い もの で あ るな らば,第2カ タ ログが示 す ア ドレス

が,求 め る漢 字 単 語 が格 納 され て い る場 所 で あ り,同 音 異義 語 が あ る もの な ら

ば,同 音 異 義 語 の 選択 番 号(同 音 異 義 語 区 分)の 一 致 した もの が 求 め る漢字 単

語 で あ る。 な お,漢 字 単 語 の 読 み カナが3文 字 以 上 の 場合 は,第2カ タ ログで

求 めた 場所 か らサ ー チ を始 め,サ ー チ終 了 ア ドレス ま で行 な って該 当 す る漢 字

を求 め る。

い っぼ う,固 有 名詞 を示 す 「%」 を カ タ カナ漢 字 変換 サ ブ シス テ ムが 検 出 す

る と,漢 字 単 語 の場合 は,分 野 別 変 換 単 語 テ ー ブル を用い て カナ 漢字 変 換 した

よ うに,こ の場 合 は,固 有 名 詞 テ ー ブル を用 い て ,カ ナ漢 字 変 換 処 理 を行 な う。

た だ し,カ タ ログ形 式 に よる テ ー ブル の 蓄積 ・検 索 方 式 は多 少 異 な っ てい る。
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なま㍉ 変換 単 語 テ ー ブ ル に なか った漢 字 単語 お よび固有 名詞 は ,ひ らが な の ア

ンチ文字 と して出 力 す る。

さ らに カ タカナ を示 す 「*」 を カ タカナ漢字 変換 サ ブ システ ムが検 出す る と ,

それ につ づ くカ タ カナ を次 の ファ ン ク シ ョン ・キーか特 殊 記 号(「 ・」 とF -」

は のぞ ぐ)あ る いは セ パ レ一 夕用 のス ペー スが くるま で を カ タ カナ とみ な し
,

カ タカナ'テ ー ブ ル をサ ー チ して 漢字 コー ドに変 換 す る
。

「#」,「%」,「*」 以外 の文 字 ・記 号 は ,ひ ら仮 名,英 数 字,特 殊 記 号

のそ れ ぞれ の コ ー ド ・テ ー ブル をサ ー チ し,漢 字 コー ドに変 換 す る。

以上 の よ うな 処 理 が1文 章 の終 りを示 す 「@」 が検 出 され る まで繰返 し行 な

わ れ,「@」 が 検 出 さ れ た な らば ,漢 字 コー ド化 され た デ ー タを,1文 章 を1

レ コー ドと して 磁気 テ ー プ に出 力す る
。

図3-12 カ ナ 漢 字 変 換 処 理 ブ ロ
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352変 換 手 順

カナ 漢字 変 換 処理 は,次 の手 順 に 従 って行 なわ れ る。

① 漢字 単 語 お よび 固 有 名 詞 の変 換 単語 テ ー ブル の第1カ タ ログ をそ れぞ れ コ

ァに読 み 込 む 。

② カ タカナ ・デ ー タ ・フ ァ イル を1文 章 単 位 記 号 「@」 が 検 出 され るま で コ

ァ に読 み込 む。

③ 読 み 込 ん だ カ タ カナ ・デ ー タか ら漢字 コー ド変 換 す る最 少 単 位 のア イテ ム

を抽 出す る。

④ 抽 出 した ア イテ ムが 漢字 単 語 お よび 固有 名 詞以 外 の もの で あ れば,コ ァ に

常駐 してい る文字 変 換 表 を用 い て 漢字 コー ドに変換 す る。

⑤ 抽 出 した ア イテ ムが 漢 字 単 語 また は 固有 名 詞 な らば,第1カ タ ログを使 っ

てそ の読 み カナの 頭2文 字 か ら,第2カ タ ログ お よび漢 字 デ ー タが格 納 さ れ

て い るデ ィス クの シ リンダ番 号 と トラ ック番 号 を計 算 に よって求 め る。

⑥ デ ィス クの シ リンダ番 号 と トラ ック番 号 か らデ ィスク内 を検 索 し,第2カ

タロ グお よび 漢字 デ ー タを コア に読 み込 む。(た だ し,固 有 名詞 テ ー ブル は

第2カ タ ログは な い)

⑦ 読 み込 ん だ第2カ タ ログは,読 み カ ナの3文 宇 目で分 類 した イ ンデ ックス

で あ るの で,漢 字 変 換 し よ うとす る漢 字 単 語 の3文 宇 目に よって 第2カ タ ロ

グに あ る漢 字 デ ー タ格 納 場 所 を求 め る。 固 有 名詞 の場 合 は第3文 宇 目以降 は

該 当 す る トラ ック を テ ー ブ ル ・サ ーチ して求 め る。

⑧ 求 め た漢 字 デ ー タ格 納 場 所(開 始 番 地)か らは,漢 字 変 換 しよ うとす る漢

字 単 語 の読 み カナ でサ ー チ し,読 み カナが一 致 した 場 合 に は,同 音異 義 語 の

有 無 を調 べ,同 音異 義 語 が有 るな らば,同 音異 義 語 区分(選 択 番 号)の 一 致

も調 べ る。 この と き一 致 す る こ と な く変換 単語 テー ブル に ない 漢字 単 語 また

は 固有 名詞 は ひ らが な のア ン チ文 字 に変 換 す る。

⑨1ア イテ ム単 位 の漢 字 コー ド変 換 が終 る と,1文 章 の 区 切 りを示 す 「@」

が 検 出さ れ るま で③ の手 順 に も ど って繰 り返 す 。
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⑩1文 章 の区 切 りを示 す 「@」 が検 出 さ れ た な らば 出 力 フ ァ イルに1文 章 分

を書 き込 ん だ 後,② の手 順 に も どって,カ タ カナ ・デ ー タが な くな るま で 繰

り返 し処 理 す る。

b

田

禽

■

-35
.3検 索 方 法

変 換 単 語 テ ー ブル には,分 野 別漢 字 単 語 テー ブル と固有 名 詞 テー ブル が ある。

分 野 別 漢字 単 語 テ ー ブルは,第1カ タ ロ グ,第2カ タ ログ と呼 ばれ る イ ンデ ッ

ク ス ・テ ー ブル を用 いて,該 当 す る固 有 名詞 をダ イ レ ク トに抽 出出来 る よ うに

作成 され て い る。 ま ず,第1カ タ ログの 占有 容 量 が大 きい た め(11,025バ

イ ト)に,デ ィ スク の1ト ラ ック内 に収 容 しきれず,2ト ラ ックに継 続 して格

納 さ れ て い る。 この2ト ラ ック分 の第1カ タ ロ グは,実 行 時 には,コ ァ に読 み

込 まれ1つ の イ ンデ ックス ・テ ー ブル と して作 成 され る。

は じめ に,文 字 コー ド ・テ ー ブ ルか ら固 有 名詞 の読 み カナ の頭2文 字 につ い

て計 算式 を使 って第1カ タ ログの格 納位 置 を求 め る方 法 を と ってい る。(図3

-14)た とえ ば 「成 果 」は
,そ の読 み カナの1文 宇 目 「セ 」と2文 宇 目の

「イ 」を文字 コー ド ・テ ー ブルか ら計 算 に よ って求め,「 セ ィ 」で始 ま る読 み

の 漢字 単 語が,デ ィス ク の どの 位 置 に格 納 され てい るか を示 す 情 報(シ リン ダ

番 号 と トラ ック番号)が 格 納 され てい る第1カ タ ログの位 置 「V」 を求 め る。

そ の第1カ タ ログか ら,第2カ タ ログ と漢 字 コ ー ドの内 容 が格 納 され てい る 開

始 場 所 を決定 して,第2カ タ ログお よび単 語 テ ー ブル を コア に読 み 込 む 。

つ づ い て,「 成 果 」の第3文 宇 目の読 み カナ 「カ 」を これ も計 算 に よ って 求

め,単 語 テ ー ブル のY番 目か らが 「カ 」で始 ま る事 が 求 め られ,第2カ タ ロ グ

に格 納 さ れ て い る単 語 テ ー ブル の 開始 場 所(Y番 目)お よび3文 宇 目ま で の 同

音異 義語 の数 を示 す 情 報 と して,3文 宇 目ま で の同 音異 義 語 の 終 了 場所 が得 ら

れ る。

図3-14の 例か ら,た とえ ば 単語 テ ー ブルの4レ コー ド目か ら格 納 され て

い る こ と,「 セ イ カ 」とい う読 み は,こ れ1件 しか ない(04-04=0)こ
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抗生剤で漸次寛解 し、好酸球増 多も正常化 していた。

33歳 死亡時迄 に,こ の様な発作が
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図3-13 カ タ カ ナ 漢 字 変 換 説 明 図
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とが わ か る。 この よ うに第2カ タ ログ で得 られ た 単語 テ ー ブル の開始 位置 と終

了 位 置 か ら,単 語 テ ー ブル を検 索 し,「 成果 」を得 る。 この とき3文 宇 目ま で

の 同音異 義 語 が 複 数 で あ る場 合 は,読 み カナの す べ て と同音異 義 語区 分 とを キ

ーに して サ ー チ し該 当す る漢字 単 語 を求 め る
。
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354カ タカナ漢字変換サ ブシステム概要 図
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図3-15カ タ カ ナ漢 字変 換 サ ブ システ ム概 要 図
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355フ ァ イ ル

① 入 力 プ アイ ル

12(Yl200Byte

カ タ カ ナ ・ デ ー タ

(114)

120Byte

図3-16カ タ カ ナ ・ デ ー タ ・ フ ァ イ ル

,

■

3多/7008Byte"

カナ 文 字

(12)

図3-17

同

音

9
③

レ

ベ

ル

ω

分

野
区

分
ω

・新 漢
字(最 大5字)同

,ao)

E
N
D

K
E
Y
U

32Byte

変 換 単 語 テ ー ブ ル

② 出 力 プ アイル

100/OIOOOByt。

1,000Byte

図3-18漢 字 出 力 フ ァ イ ル
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36漢 字 か な 混 リ文編 集 出力サ ブシステ ム

●

361処 理 概 要

このサ ブ シ ステ ム は,カ タ カナ漢字 変換 処理 が 施 され た 漢字 デ ー タ ・フ ァ イ

ル を各 種 の編 集 処理 を行 な い,漢 字 か な湿 り文 を 出力す る シ ステ ムで あ る。

まず,カ タ カナ漢 字 変 換 処理 が 施 され た漢 字 デ ー タ ・フ ァ イル は,文 字 の大

小,並 び のた て,よ こな どの フ ァンク シ ョン処理 の他,英 数 字 ・特 殊 記号 な ど

の ピ ッチ付 加処 理 な どが 行 なわ れ る。

つ ぎ に,1行 単 位 を もっ て字 詰,禁 則,ル ビ,ジ ャス テ ィフ ィケー シ ョン ,

行 頭,行 末,中 央揃 え,分 離禁 止,数 式合成 な どの処理 が な され る。

さ らに,文 章 全体 の 編 集処 理 で あ る見 出 し,ペ ー ジ割 り,ノ ン ブ ル,柱 処理

な どが行 なわ れ,最 後 に校 正 用,版 下 プ リン トを中 ・〔～と した 各種 モ ニタ等 の プ

リン ト処理 が 行 なわ れ る。

な お,こ の サ ブ シス テ ム は ソフ トウ ェア ・ハ ー ドウ ェア と もに㈱ 学 習研 究社

の電 算植 字 シ ステ ム を使 用 してい る。
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362漢 字か な混 り文編集出 力サ ブシステ ム概要 図

葺
轡

入力処理
フ ヤイル

棒組調整処理
組版調整処理

編集

フ ァイル

校正ゲラ
版下処理

電 算 植 字 シ ス テ ム の 処 理 フ ロ ー
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36.3フ ァ イ ル

① 入 力 フ ァ イ ル

1000/1000Byt・

1000Byte

(2Byte×500文 字)

図3-20漢 字 コ ー ド変 換 済 フ ァ イ ル

② 中 間 フ ァ イ ル

入 力 処 理 フ ァ イ ル,編 集 フ ァ イ ル の フ ォ ー マ ッ トは 漢 字 出 力 装 置 の ソ

フ ト ウ ェ ア に よ り異 な る た め,こ こで は 省 略 す る 。
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37 変 換 単 語 テ ー ブ ル の 構 成

371専 門 分野 別 変換 単 語 テ ー ブル

日本 語 文 を カ タ カナ入 力方 式 に よっ て処 理 す る場 合,コ ン ピュー タ処 理以 前

の問 題 と して 変換 単 語 テ ー ブル の決 定 が あ る。 カナ漢 字 変 換 にお い て,そ の変

換 率 は 処理 シ ステ ムの 影響 で は な く,登 録 用 語 に よら て決 ま っ て くる。 この シ

ステ ム では,カ ナ漢 字 変 換 を専 門 分野 別 変 換 単 語 テ ー ブル を用 い て行 な って い

るた め,ロ ジ ックの変 更 を す る こ とな く,変 換率 を向 上 させ る こ とが で き る と

ころ に大 きな特 長 が あ る。 この変 換単 語 テ ー ブル作 成 に あ た っ て 日本 語 の特 徴

で あ る同音異 義 語 を減 らす工 夫 と して 次 の こ と を行 な っ た。

① カナ漢字 変 換 に あ た って は,そ の対 象分野 に限 った 用 語 を用 意 す る こ とに

よ り同 音異 義 語 の発 生 を極 力 お さ えた 。

② カナ漢字 変 換 を文 字 単 位 で は な く,原 則 と レて漢 字2文 字 の単 語 単位 に す

る こ とで,文 字 単 位 で す る よ り,は るか に同 音異 義 語 の出 現 頻 度 を減 らす こ

とが可 能 に な った。

●

372固 有 名詞変換テrプ ル

日本語 の大 きな特徴 と して,先 に同音異義語 をあげ たが,こ れ と同様 に取 扱

いの難 しい もの として固有 名詞がある。

固有 名詞は,人 名 と地 名に代 表 されるが,例 えば姓に限 って それを考えてみ

ても,使われてい る文字 が数 千字 なのに対 して,姓 の数は 約10万 種 といわれて

いる。すなわ ち,固 有 名詞 を姓 だけに限 って考えてみて も,変 換 率を100%

に近 づけ るためには,数 万種 の姓 を用 意 しなければな らない ζ とになる。 これ

は,専 門分野別 の変換単語 テー ブルで用 意す る用語 の数が数千種 で足 りるのに

対 して約10倍 のテー ブルが必 要 なことになる。

これをこれまで どお り,専 門分野別 の変換単語テー ブルの中に固有 名詞 を組

み込 む とどの よ うな ことが 起 きるであろ うか。一般 の文 章の中で固有名詞の 占

,
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◆

め る割合 を考え た 場合,他 の 漢字 単 語 の1割 に も満 た な い数 しか 出 現 しない も

の と思 われ る。 す な わ ち,1割 に も満 たな い 固有 名詞 を漢 字 変換 す るため に 専

門語 は約10倍 の テー ブル を毎 回参 照 しな けれ ば な らな くな る し,当 然同 音 異

義 語 も増 加す る こ とに な る。

そ こで,こ の シ ステ ムで は この よ うな不合 理 を な くす ため 次 の こ と を行 な っ

た。

① 変 換 テ ー ブ ル作成 にあ た っては,専 門 分野 別 の 変換 単 語 テ ー ブル と固 有 名

詞変 換 テー ブル を別 に 作成 し,同 音異 義 語 の増 加 をお さえ た。

② フ ァ ンク シ ・ン ・キー を漢 字 単 語 と固有 名 詞 では別 に設 け,無 駄 なテ ー ブ

ル参 照 を避 け た。

③ 固有 名詞 につ い て も,そ の8割 以 上 が漢 字2文 字か ら構 成 さ れ てい る こ と

が わか った ため,2文 字 を原 則 にテ ー ブル作 成 を行 な った 。

以上 の 結果,こ れま で行 な われ て い た カナ漢 字 変換 シ ステ ムが 比 較 的 固有 名

詞 の扱 い を不得 手 として い た の に対 し,こ の シス テ ムでは,以 前 か ら非 常 に シ

ン プル な方 法 で カナ漢 字 変 換 を行 な っ てい た の で割 と簡 単 に これ が可 能 に な っ

た 。 この カナ 漢 字変 換 シ ステ ム では,ダ イレ ク ト ・メー ル な ど住所 ・氏 名 に 関

す る分 野 まで,利 用 分 野 が 広 が った と思 われ る。 と くに 住所 に関 して は姓 名 と

異 な り,あ る決 まった 地 域 の場 所 の読 み方 が一 通 りで あ る こ とや,郵 便番 号 な

どの利用 も考 え られ るた め,ま す ま す カナ漢字 変 換 の効 率 の 向上 に関 す る可 能

性 を秘 め て い る と思 わ れ る。

ふ

373変 換 単 語 テ ー ブル の 格納

変換 単語 テ ー ブルの 構 成 は,前 述 した よ うな 専 門分野 別 変換 単 語 テ ー ブ ル と

固有 名 詞 変換 テ ー ブル に 分類 さ れ る。 以 下 に そ の格 納 方 式 につ い て述 べ る。

図3-4変 換 単 語 テー ブ ル作 成 サ ブ シス テム概 要 図 に示 さ れ る よ うに,漢 字

テ レタ イ プに よっ てパ ン チさ れ た漢 字 デー タか ら各処 理 を経 てSORT済

EBCDICフ ァイル が 作 成 さ れ る。 この フ ァ イル を入 力 デ ー タに して変換 単
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語 テ ー ブル作 成 サ ブ シ ス テ ムは磁 気 デ ィス クに 分野 別 変 換 単 語 テ ー ブル と固有

名詞 変 換 テ ー ブル を作 成す る。 この とき,そ れ ぞ れ の変 換 テ ー ブル には,読 み

カナ,分 野 区 分,同 音 区 分,漢 字 単 語 な どが 記 憶 され て澄 り,読 み カナ を キー

に した イ ンデ ック ス ・テ ー ブ ル を カ タ ログ方 式 に よって 順 次格 納 す る。

分野 別 変 換 単 語 テ ー ブルの 第1カ タ ログ では,読 み カナの頭2文 字 に よる イ

ンデ ック ス を持 ち,磁 気 デ ィス クに格 納 され て い る第2カ タ ログ のア ドレ ス情

報 と対 応 して作 成 され る。 この第1カ タ ログは,コ ァ に 常駐 して い る文 字 コー

ド ・テ ー ブル か ら計 算 に よ って読 み カナの頭2文 字 が ダ イ レ ク トにア クセ スさ

れ,第2カ タ ログ情 報 と蓄積 ・照 合 を行 ない な が ら作 成 され る。

第2カ タ ログは,カ ナ漢字 対応 の漢 字 単 語 が格 納 さ れ て い る磁 気 デ ィス ク上

の,各 トラ ッ クの上 部 に 書 き込 まれ て い る イ ンデ ック ス ・テー ブ ルで あ り・ 読

み カナ の頭3文 宇 目以 降 に 関す る情 報 を持 つ。 い わ ゆ る読 み カナ3文 宇 目が,

トラ ック上 の どの ア ドレス か ら始 まるか とい う情 報 と,ど こ まで続 くか とい う

終了 の情報 の,2つ の 情 報 を持 って構 成 さ れ る。

磁気 デ ィス ク には,こ の第1カ タ ログが 最 初 の2ト ラ ックに 書 き込 まれ,そ

れ以 降 に第2カ タ ログ と変換 テー ブル が ペ ァ に な っ て各 ト ラ ックに 書 き込 ま れ

る。 磁 気 デ ィス クの各 トラ ックの有 効 エ リア は7008Byteを 使用 し,第1

カタ ログは7008Byte×2ト ラ ック,第2カ タ ログは196Byte,変 換

テ_ブ ルは6812Byteを ベ ー スに し,7008Byte(196+6812)

の倍 数 が 変換 テ ー ブル 全体 の 容 量 とな る。

固有 名詞 変 換 テ ー ブル では,第1カ タ ログの作 成 方法 は 分野 別 変 換 単 語 テ ー

ブル と同様 に して 作成 さ れ るが,第1カ タ ロ グで持 つ3文 宇 目以 降 の格 納場 所

(シ リンダ,ト ラ ック番 号)か らは,先 頭 番 地 か らサ ー チ の方法 に よ って 求 め

る よ うに し,第2カ タ ログ を持 た ず カナ の ソー ト順(昇 順)に 格 納す る。

分野 別 変 換 単 語 テ ー ブ ル,固 有 名 詞 変換 テ ー ブル ともに最 大 容 量50シ リン

・ダ を使用 可 能 な シ ステ ムに な って い る。 な お,各 漢 字単 語 の1レ コー ド ・サ イ

ズは32Byteで あ る。
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表3-1 文 字 コ ー ド ・ テ ブ ル

文 字 b ア ～ コ サ ～ ノ ハ ヒ フ へ ～ コ_ ヨ ～ ノレ レ ～o

バ イナリ

コー ド
64 129～138 140～154 157158159 162～170 172～175 186～191
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4.文 書 情報処理 システ ムの事 例研究

4.1医 学 文 献 に 関 す る 事 例

■

4.1.1事 例 の 概 要

医 学 分 野 で は,米 国 国 立 医学図 書 館 で 開発 され た情 報検 索 シ ス テ ムMED-

LARSと,そ の システ ムが発 展 した オ ン ライ ン ・システ ムMEDI・INE

が あ り,こ こに は年 間 約22万 件 の 代 表的 な医 学 論文 が 蓄 積 ・処 理 され,わ が

国 の 論文 も約1万 件 が 収 録 さ れ て い る。

わ が 国 に おけ る医 学 分 野 の代 表 的 な二 次 資料(抄 録 誌,索 引 誌)で あ る 「医

学 中央 雑 誌 」(医 学 中 央雑 誌 刊 行 会)で は,年 間 約10万 件 の 論 文 を約2、300

種 の 医学 お よび 周辺領 域 の雑 誌 か ら収 録 してい るが,こ の 編集 は 全 くの マ ニ ュ

アル 作業 で 行 な われ てい る。 ま た,こ れ らの情報 源 とな る学術 雑 誌 の編 集 に も,

大量 の労 力が 費 や され て い る。

近年,一 次 資料(原 著 論文 ・学 術雑 誌)の 作 成,そ して 二 次 資 料 の 編集 ま で

を一 貫 して行 な うシステ ムが研 究開 発 され,米 国 な どで は,実 用 化 され て い る

よ うで あ る。*

しか し,わ が 国 の 漢 字 か な 湿 り文 を扱 うに は,英 数字 に よる これ らの情 報 処

理 技 術 をそ の ま ま適用 す る こ とは で き ない。 こ こにわが 国 の 情報 処 理 技 術 の問

題 が ひそ ん でい る。 これ ま での 情 報 処 理 で は,す べ て,英 数 字 をそ の基 礎 に お

い て きた が 日常 わ れわ れ 日本 人が 漢字 を使 って い る以 上,こ れ を無 視 して情 報

処 理 を考 え る こ とは で き ない で あ ろ う。

一 般 に
,一 次 資料 と して の雑 誌 論 文 が要 約 され 抄録 が 作 られ るが,こ れ らは

す べ て 従 来 の 印 刷方 法 で処理 さ れ て い る。 こ う した マ ニ ュア ル作 業 を機 械 的 に

*Col〕ferenceontheFurtureofScientificandTechnicalJournals,

IEEETrans.ProfCommun.PC-16(3)Sep.1973
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処理 した な らば,ど の よ うな効 果 が生 じるで あ ろ うか。 まず 原 著論 文 が書 か れ

ると,原 稿 が 漢字 情 報 と して入 力 され,そ れ に よ り雑 誌 が編 集 さ れ て,同 時 に

抄録 も作成 さ れ る よ うに な る ので あ ろ う し,ま た これ に よ ってデ ー タ ・ベ ー ス

が 作 られ る こ とに な る。

そ の た め には,漢 字 情 報 処 理 が シ ス テ マ テ ィ ッ ク に行 なわ れ る必 要 が あ る。

現 在,漢 字 テ レ タ イプ,漢 字 デ ィス プ レイ装置 な ど を使 っ て漢字 入 力処理 が行

なわ れ て い るが,こ の う ち,入 力 時 の 作業 に 非 常 に多 くの労 力が費 や され て い

る。 この入 力 時 の作 業 が 簡 素 化 され れ ば,医 学 分野 に お い て も,日 本 語 情報 処

理 が一 段 と発 展 す る と思 わ れ る。

この事 例 研 究 では,医 学 分 野 の うち と くに 内科 学 分 野 を選 んで実 験 を行 な っ

た。 まず内 科 学 分 野 の 漢字 変 換 単 語 テ ー ブル を作 成 して お き,内 科学 関係 の抄

録 を カ タ カナ入 力 に よっ てデ ー タ を作成 し,カ タ カナ漢 字 変 換 シス テ ムに よっ

て,漢 字 デ ー タに変 換 して 漢字 か な湿 り文 を出 力 した 。

作業 手順 は つ ぎの とお りで あ った 。

① 内 科学 分 野 にお け る漢 字 単 語 調査 分析

用 語 調 査 の情報 源 と して 「ハ リソ ン内 科 書 」を選 定 し,そ の 索引 に つ い て,

漢字 単 語 の分 析 お よび 頻 度調 査 を 行 な い,そ の結果 か ら登録 単 語 の 決定 と,

同 音異 議 語 の整 理 を行 な った。

② 変 換単 語 テ ー ブル の作 成

決定 した 登 録 単語 を 漢字 テ レタ イ プ で パ ン チ し,EBCDICカ タ カ ナ読

み ・漢字 対 応 の カタ カ ナ漢字 変 換 単語 テ ー ブル を作 成 す る。

③ カタ カナ 入力 デ ー タ作成

入 力 デ ー タ ・サ ン プル として 内 科 学 領 域 の論 文 抄録 を選 び,漢 字 か な湿 り

文章 を カタ カナ入 力 の原 則 に従 って,カ タカナ ・デ ー タを作 成 し,パ ン チす る。

④ カ タ カナ漢 字 変換

カ タ カナ ・デ ー タ ・フ ァ イル を入 力 デ ー タ と して,カ タ カナ漢 字変 換 単 語

テ ー ブル を検 索 し,該 当漢 字 コ ー ドに変 換 して,漢 字 コー ド ・フ ァ イル を作

成 す る。

⑤ 漢字 か な湿 り文 出力

完 成 した 漢 字 コー ド ・フ ァイル に,基 本 編 集 な どを行 な っ て,漢 字 出 力装

4
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置 か ら,漢 字 か な 混 り文 を出 力す る。

これ らの作 業 む よび そ の 結果,評 価,問 題 点 な どにつ い て以 下 に述 べ る。

◆

4t2医 学 用語 の 調 査 分 析

用語 調 査 の対 象 と して は

。専 門分 野 の標 準 的用 語 集

。専門 分 野 の標 準 的 テキ ス ト

。辞 典 ,辞 書 類,ハ ン ドブ ック類

が挙 げ られ る。

わが 国に お け る医学 分野 の 用 語 集 と して は,こ れ ま で標 準的 な もの は な か っ

た が,近 年,よ うや く学 界 の努 力が 実 り,日 本 医 学 会 か ら 「医学 用語 集 」が 出

版 され る こ とに な って い る。 ここに は 医学 関連 諾 約5万 語 を収 録 して い る。

また,辞 書,用 語 集 と しては

・医 学 大辞 典(1958年)金 原 出版(約80 ,000語 収 録)

。医 学 大辞 典 南 山堂

。内 科用 語 集(1960年)日 本 内 科学 会(約14,860語)

が代 表 的 な もの と して刊 行 され てい る。 この 他 に も,各 専 門 分野 の学 会 ご とに,

そ の分 野 で の標 準 用 語 集 が 刊行 さ れ てい るが,用 語 の標 準 化 には 程 遠 い ものが

あ る。 そ の理 由 と して は,医 学 の 扱 う分野 の 広 さ と深 さの問 題 で あ ろ う。 医 学

で扱 う分 野 は非 常に 広 くな って お り,周 辺領 域 と して,

薬 学,生 化 学,化 学,生 物学,物 理 学,動 物 学,植 物 学,遺 伝学,心 理学

な どを も含 ん でい る。

した が って 医学 文 献 の 情報 処 理 を行 な うに あ た っては,こ れ らの分 野 の 用 語

に まで関 心 を払 う必 要 が生 じて くる。

(1)用 語 調査 の方 法

医 学 の全 領 域 に つ い て用 語 調 査 す る ことは,非 常 に困 難 で あ るの で,今 回

は 医学 の なか で も,最 も守備 範 囲 の広 い と思 わ れ る分 野,"内 科 学"を 取 り

上 げ て調 査 を行 な った 。

内科 領域 の用 語 集 と して は,前 述 した 日本 内科 学 会 の 内科 用 語集 が あ るが,
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この用 語集 に岐 録 され て い る用 語 は約15,000語 とい う膨 大 な数 で あ るの で,

他 の もの を検 討 す る こ とに した。

今 回 の 調 査対 象 と して 「ハ リソ ン内科 書(広 川 書 店,1972年 版)」

(Harrison'sPrinci.plesofInternalMedicineの 訳 書)を 選 ん だ。

これ は内 科領 域 の代 表 的 な 教 科 書 で,広 く使 用 され て い る名 著 で あ る。

「ハ リソン内 科 書 」には 巻 末 に主題 索 引(SubjectIndex)が 付け られ て

お り,日 本 語 版 にお い て も,原 本 と同 じ くこの索 引が 訳 され てい る。 日本 語版

では 日不語 索 引 とそ れ に対 応 す る英 語 が 記 され て い る。(図4-1)

この 「和 英 対 照索 引 」は84頁 にわ た って 約7,500語 が 収録 され てい る。

この 索 引 か らの 用語 抽 出 は 次 の よ うな手 順 で行 な った 。

① 薬 品,化 合 物 名,化 学 物 質 名 は調 査 対 象 か ら除 く。

② か な ま じ り,英 字 ま じ り用語 につ い ては 漢 字 部 分 のみ を調 査 対 象 にす る。

(例)ア テ ロー ム硬 化症

Avellis症 候 群

③ ①,② を対 象 に して選 んだ 索引語 を3.4.2の 原 則 で,基 本 単 語 に分割 す る。

④ 抽 出 さ れた 用 語 は 基本 単 語 ご とに リス トに書 き 出 され,同 一 漢字 単 語 が 出

現 した 場合 に は,そ の頻 度 数 を カウ ン トす る。

そ の際,同 音異 義 語(読 み が 同 一 で異 な った 漢字 単 語)に ついては とくに注

意 を払 う必 要 が あ り,並 記 して おい て後 の作 業 で決 定 す る。

そ の他,用 語 ・熟 語 か ら単 語 へ の分 割 は 時 と して,こ の原 則 に あ ては ま らな

い ケー スがあ るが,こ の場 合 は一 応 常識 的 な 線 で行 な うこ とに した 。

基 本 単 語 の分 割 の 問 題 は 日本 語 の特 徴 であ り英 語 に は考 え られ ない もの で あ

る。 と くに医 学用 語 で は他 の 分 野 よ り も よ り以 上 に そ の造 語 が盛 ん で,次 々に

新 しい 用 語 が 創 られ て くる。 こ う してみ る と,漢 字情 報 処 理 を行 な うには,こ

れ らの 基本 単 語 の 抽 出 の手 続 きが 非 常に重 要 な もの で ある こ とが わ か る。

(2)用 語 調査 結果

「ハ リソン内 科書 」和 英対 照 索引 を資 料 と して 基 本 単語 の抽 出 を行 な った

結果 は 表4-1の とお りであ る。

なお 各 項 目の定 義 は次 の よ うに な って い る。
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図4-1 「ハ リソン内 科 書 」 索 引(部 分)
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表4-1「 ハ リ ソ ン 内 科 書 」用 語 調 査

数

数

べ

み

数

延

読

数

数

数

語

語

語

数

語

語

語

単

数

義

義

字

引

単

単

り

語

異

異

り

索

べ

字

な

み

昔

昔

な

総

延

漢

異

読

同

同

異

約7,500語

14,738

3,719

3,700

3,439

498

218

1,285

凸

。調 査 延 べ 数:「 調 査対 象 資 料 」を も とに調査 した全 基 本単 語 の延 べ数

。漢 字 単 語 数:漢 字 基 本 単 語 の総 数 で ,読 みが 異 なれ ば 数 に か ぞ え る。

。異 な り単 語数:漢 字 単 語 数 か ら同字 異 音 の 単 語 を除 い た もの。

。読 み 語 数:漢 字 単 語 に対 す る読 み か た の種 類 で あ り,漢 字 単語 数 か ら

同音異 義 語(字)の 読 み かた 分 を除 い た もの。(例 えば,

読み 「カ ンセ ン 」に対 す る漢 字 単 語 は 「感 染,乾 癬,汗 腺」

が あ るが,読 み語 数 に は1と カウ ン トす る。)

。同 音異 義 語 延 べ数

:同 音 異 義 語 と な る漢 字 単 語 の種 類。

。同 音異 義 語読 み 数'

:同 音異 義 語 の 読 み か たの 種類 。

。異 な り 字 数:異 な り単 語 を構 成 す る漢 字の 種 類 。

他 分 野 と医 学 分 野 との 調 査 結果 を比 較 してみ る と,表4-2の よ うに な る。

これ に よ る と,医 学 分 野 で は,漢 字 単 語 数 は平 均値 よ り少 な いが 異 な り字 数

は平 均1,036種 で,す べ ての 分 野 と も平 均 してk・ り,最 も多 い の は組 織名

(会 社 名)で1,449種,次 に 医 学 で1,285種 で あ る。 一 般 的 に医 学領 域 の

も
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表4-2各 種分野 の漢 字単語数 と異な り字数 の比較

分 野 漢 字 単 語 数 異 な り字 数

医 学(内 科)

人 名(姓)

人 名(名)

地 名

組 織 名(事 業所 ・会社名)

組 織 名(公 共 機 関 名)

組 織 名(学 校 名)

組 織 名(病 院 名)

3,719

8,143

6,667

5,096

5,452

1,857

1,062

2,797

1,285

1,063

977

1,059

1,449

928

597

930

平 均 4,349 1,036

漢 字字 種 が 多 い と言 わ れ てい るが,調 査 の結 果 をみ る と,そ れほ ど多 くない こ

とが判 った 。 しか しそ こに含 ま れ る漢字 の種 類 は 医学 分野 に特 徴 的 な もの が数

多 く見 られ る。 しか も,こ れ らの 中 に は当用 漢 字 以外 の漢 字 も多い 。

一 方 ,こ れ まで に医 学 分 野 で の同 種 の調 査 か らの デ ー タを 見 てみ る と(表4

-3)
,調 査 例 は少 な い が,医 学 分野 で の漢 字 の字 種 は1,000種 か ら1,300

種 程度 と考 え られ る。

表4-3 漢 字 数 の 比 較

雑 誌 記 事 索 引(医 学 編)
**

病 名(医 学 大 辞 典)

今 回 の 調 査(内 科)

異 な り漢 字 数

1,039

1,1

1,285

*桜 井 宣 隆,雑 誌 記事 索引(自 然科学)に お け る漢字 頻度 調 査,図 書 館 研

究 シ リー ズy15.11,209-255C67)
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**秋 山房 雄,成 人 保 健 学,南 山堂,1973,P・112-137,

(医 学 大辞 典 の 見 出 し語 調 査)

「ハ リソ ン内科 書 」の 索引 か ら抽 出 した 基本 単 語 を生 起 頻 度 順(50位 まで)

に リス トした もの を表4-4に 示 す 。

最 も多 い の が 「～性 」で 他 よ り も飛 び抜 け て い るが,こ れ は 「亜 急性 細 菌 性

心 内 膜炎 」な ど の よ うに 造 語 す る能 力 を増 加 させ る要 因 と もな ってい る。 これ

と同様 な も のが 第6位 の 「～ 的 」で あ る。上 位 を占 め て い るの は病 名 を示 す接

尾 語,

症 候群,病,症,疾 患,

な どであ り,次 には生 体 の異 常状 態(Abnorma1)を 示 す単 語,

急 性,障 害,慢 性,不 全,異 常,多 発

な どが位 置 す る。 一般 的 症 状 を表 わす 基本 単 語 と して は,

麻 痺,血 症,腫 瘍,発 作,出 血

な どが リス トされ てい る。

基 本 単 語(3,719語)に 含 まれ る漢 字 の種 類 と基 本 単 語 で の頻 度 につ い て

1位 か ら50位 ま で を表4-5に 示 す。 また,こ こで は 前述 した 資料 での 調 査

順 位 を もあわせ て表 示 した 。

これ ら3調 査 を比較 して特 長 あ る漢 字 は

～ 性,～ 症

で あ る。 この2種 はいず れ の 調査 で も1位,2位 を 占め て い る。 病 名 の大 部 分

は この2字 か ら造 られ て い るケ ー スが い か に多 い かが 明 らか で あ ろ う。

(例)悪 性 高 血 圧症

多発 性 硬 化症

ま た,血,炎,病,腫 な ど とい った病 名 を形成 す る漢字 も高 い頻 度 を示 した。

な お,こ の漢 字頻 度 で,生 起頻度1の 漢字は1,285種 中347種 で27%で ある。

漢 字 生起 頻度 一順位 の関 係 を 図 示 した もの が図4-2で あ る。

最 後 に,調 査 した漢 字 単語 表 の一 部(表4-6)と 同 音 異 義 語 表(表4-7)

を参 考 に示す 。
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表4-4「 ハ リソン内 科 書 」基 本単 語生 起 頻 度 リス ト(50位 まで)

度頻

4

3

2

1

0

0

0

9

9

8

8

7

7

7

5

4

3

3

2

2

1

0

0

0

94444444333333333333333332

語単字漢

症

球

腺

病金賞血伝状様染血成攣発脈状膚毒尿

腎不興貧遺心～～感非赤形痙多動熱甲後腎胃肝皮高中糖副

位順

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

02222333333333344444444445

度頻

6

4

7

6

5

4

5

6

6

3

2

0

4

2

0

6

4

3

2

2

1

9

5

5

45329998777776665555554444321L

語単字漢

群性候

患

的

性

善

性

験

経

痺

動

症

応

能

瘍

管

胞

作

血～症病症疾～急障慢試肺神麻運血反機種血細筋発型脳出

位順

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

51111111111222222
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漢 字 頻 度 表表4-5

O

病
名)

調査

で
の
順
位ー医学大辞典

2

8

5

4

521234

で

の

順

位⑧(論文標題)

調
査雑誌記事索引

9

4

6

4

768963

ω

頻

度

7

7

7

6

6

6

6

5

5

5

5

4

4

4

3

3

3

2

1

1

0

0

0

9

83333333333333333333333322

ω

今

回

の

調

査

管

水

質

無

気

腸

間

球

生

不

随

反

液

圧

酸

分

遡

行

中

素

紐

虫

色

多

剤

順

位

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

02222333333333344444444445

(
病
名)
調
査
で
の
順
位O医学大辞典

2

1

8

3

0

7

4

3

8

9

6

2

1

741231443

で

の

順

位⑧(論文標題
)

調

査雑誌記事索引

1

2

3

9

7

4

7

6

8

8

2

3

5

5

7

0

7

3

4

9

7527131352467927781

ω

頻

度

6

9

3

8

4

4

0

9

9

6

5

1

0

9

7

5

4

2

2

2

1

1

9

8

71307666555555444444444333521

勾

今

回

の

調

査(

性

症

血

炎

的

発

状

病

動

腫

体

膜

化

心

部

骨

尿

頭

合

歯

内

型

痛

脈

大
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順

位

1

2
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4

5
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8
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0

1
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1
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1

Φ

Φ

ー
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　1

1

1

1
↓

了
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生
起
頻
度

1000-一 一順 位

図4-2 漢 字 頻 度 表(生 起頻度 一順位)
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

表4-6

ウ

イ

ウ

ヨ

イ

ィ

キ

キ

イ

イ

イ

セ

ホ

イ

シ

セ

イ

ィ

ザ

ク

ン

テ

テ

シ

ウ

セ

七

七

ク

ク

ク

セ

ウ

プ

ク

ク

ン

タ

セ

ン

ン

ウ

ウ

マ

エ

イ

ウ

ク

イ

イ

ン

ン

ン

イ

ヨ

イ

イ

ン

ウ

ウ

ゥ

ツ

ツ

ツ

ヤ

ヤ

ヤ

ユ

ユ

ヨ

・

昔

ヤ

ユ

イ

ク

ク

イ

エ

オ

コ

コ

イ

イ

ウ

セ

ウ

ヨ

ゥ

ウ

才

力

カ

カ

カ

カ

ガ

ガ

キ

キ

ケ

ケ

ゲ

コ

コ

コ

ザ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

ソ

シ

ジ

ジ

セ

ソ

ソ

ソ

タ

タ

ツ

ツ

ツ

ツ

テ

テ

ト

ト

ト

ド

ニ

ノ

ノ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

・キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

漢 字 単 語 表(一 部例)

剤

的

的

支

性

性

性

性

法

性

症

性

体

性

抗

抗

膜

炎

性

憶

械

械

管

管

管

餓

外

機

胸

形

形

源

候

構

候

座

視

質

質

質

釈

釈

釈

腫

腫

症

弱

弱

弱

準

生

礎

則

則

胎

煙

音

っ

つ
底

底

図

頭

図

道

尿

能

嚢

記

機

機

器

気

気

飢

期

危

気

奇

奇

起

気

機

気

起

既

気

器

器

希

希

希

気

気

気

脆

脆

脆

規

寄

基

規

規

北

奇

喫

吃

き

き

基

基

企

亀

企

気

気

機

気

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

キ ノ ウ

キ ノ ウ セ イ

キ ノ ウ テ キ

キ ハ ツ ユ

キ ヒ

キ フ ク シ ヨ ゥ

キ ブ

キ プ ン

キ ミヤ ク

キ メ イ

キ モ ウ

キ ヤ ク

キ ユ ウ

キ ユ ウ

キ ユ ウ

キ ユ ウ イ ン

キ ユ ウ イ ンセ イ

キ ユ ウ カ ク

キ ユ ウ キ ユ ウ

キ ユ ウ キ ン

キユ ウ キ ンセ イ

キ ユ ウ ケ ツ

キ ユ ウ コ ウ プ

キ ユ ウ ゴ

キ ユ ウ シ

キ ユ ウ シ

キ ユ ウ シ キ

キ ユ ウ シ ユ ウ

キ ユ ウ シ ン

580・ キ ユ ウ シ ン

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

8

8

8

8

8

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

0

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

キ ユ ウ シ ン シ ヨ ウ

キ ユ ウ シ ンセ イ

キ ユ ウ ジ ヨ ウ

キ ユ ウ ジ ヨ ウ

キ ユ ウ セ イ

キ ユ ウ セ イ

キ ユ ウ ソ ク

キ ユ ウ ソ ク

キ ユ ウ チ ユ ウ

キ ユ ウ チ ユ ウ シ ヨ ウ

キ ユ ウ チ ユ ウ ピ ヨ ウ

キ ユ ウテ ツ

キ ユ ウニ ユ ウ

キ ユ ウ ニ ユ ウ セ イ

キ ユ ウ マ ヒ

キ ヨ

キ ヨウ

キ ヨウ

キ ヨウ カ ン ロウ

キ ヨウ ケ ン ビ ヨ ウ

一70一

う

性

的

油

症

性

、

性

部

期

症

性

症

病

性

榔

ろ

病

脳

能

能

発

避

腹

部

分

脈

銘

毛

引

引

覚

球

菌

菌

血

後

後

止

歯

止

収

疹

心

疹

心

状

状

性

性

息

息

虫

虫

虫

畷

入

入

麻

管

犬

気

機

機

揮

忌

気

基

気

奇

記

起

脚

旧

弓

球

吸

吸

嗅

嗅

球

球

吸

弓

球

休

臼

休

吸

丘

求

丘

求

球

弓

急

球

休

吸

吸

吸

吸

吸

吸

吸

球

巨

鏡

橋
胸

狂

か

■

●

■



■

吻

■

●

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

キ ヨ ウゴ ウ

キ ヨ ウゴ ウ

キ ヨ ウ ゴ ウ セ イ

キ ヨ ウ ゴ ウ テ キ

キ ヨ ウサ ク

キ ヨ ウ サ ク シ ヨ ウ

キ ヨウ サ クセ イ

キ ヨ ウ シユ ク

キ ヨ ウ シユ クセ イ

キ ヨ ウ シ ヨ ク シ ヨ ウ

キ ヨ ウ シ ン

キ ヨ ウ シン シ ヨウ

キ ヨ ウ ス イ1

キ ヨ ウ ス イ

キ ヨ ウ ス イ ビ ヨ ウ

キ ヨ ウ セ イ

キ ヨウ セ イ

キ ヨ ウ セ ン シユ

キ ヨ ウ ソ ク

キ ヨ ウ ゾ ウ

キ ヨ ウ チ ヨ ク

キ ヨ ウ チ ヨ ク シ ヨ ウ

キ ヨ ウ チ ヨ クセ イ

キ ヨ ウ ツ イ

キ ヨ ウ ドウ

キ ヨ ウ ドウ

キ ヨ ウ ドウ テ キ

キ ヨ ウ ニ ク ビ ヨウ

キ ヨ ウ ハ ク

キ ヨウ ヒ

キ ヨ ウ ヒ シ ヨ ウ

キ ヨ ウ フ

キ ヨ ウ フ シ ヨ ウ

キ ヨウ プ

キ ヨ ウ プ

キ ヨ ウ プ ツ ウ

キ ヨ ウヘ キ

キ ヨ ウ ポ ウ

キ ヨ ウマ ク

キ ヨ ウマ ク

キ ヨ ウ マ ク

キ ヨ ウ マ クエ ン

キ ヨ ウ マ ク シユ

キ ヨ ウ マ ク ツ ウ

キ ヨ ウマ ク ロ ウ

キ ヨ ウ ヨウ

キ ヨウ リ ヨク

キ ヨウ リヨ ク

キ ヨ カ クキ ユ ウ

キ ヨ ク ガ イ シ ヤ

う

醐
鑑
欝
罐
㌫
鰺
罐
撫
翻
綱
㌶
蝋
麟
鷲
㌫
鰍
麸
罐
罐
織
纂
繊
慧
礫
灘
籔
㍍
露

一71一

651キ ヨ クサ イポ ウ

652キ ヨ ク ザ イ ツ ウ

653キ ヨ ク シ ヨ

654キ ヨ ク シ ヨセ イ

655キ ヨ クセ ン

656キ ヨ ク リ ヨ ウ

657キ ヨ ケ ツ

658キ ヨケ ツセ イ

659キ ヨ シ シ ヨウ

660キ ヨ ジ ン シ ヨウ

661キ ヨゼ ツ

662キ ヨゼ ツ

663キ ヨ ダ イ

664キ ヨ ダ イ シ ヨ ウ

665キ ヨ ダ ツ

666キ ヨ ノ ウ シ ヨ ウ

667キ ヨ ヒ

668キ リツ

669キ リ ツ セ イ

670キ レ ツ

671キ ン

672キ ン

673キ ンエ ン

674キ ン カ ク

675キ ンガ ク

676キ ンキ ユ ウ

677・ キ ンケ ツ シ ヨ ウ

678キ ン コ ウ シ ヨ ウ

679キ ン シ

680キ ン シ ユ

681キ ン シ ユ

682キ ン シ ユ ク

683キ ン シ ユ クセ イ

684キ ン シ ヨ ウ

685キ ン シ ヨ ウ

686キ ン ジ ヨ ウ

687キ ンセ イ

688キ ンセ イ

689キ ンセ ツ

690キ ン ソ ウ

691キ ン ゾ ク

692キ ン ダ ン

693キ ンチ ヨ ウ

694キ ンチ ヨウ ガ タ

695キ ンチ ヨ ウ シ ヨ ウ

696キ ンチ ヨ ウ セ イ

697キ ンデ ン ズ

698キ ンニ ク

699キ ンニ ク セ イ

700キ ンニ ク ツ ウ

胞

痛

性

性

症

症

症

症

性

症

症

性

型

症

性

図

性

痛

細

在

所

所

線

最

血

血

視

人

絶

舌

大

大

脱

脳

否

立

立

裂

炎

覚

学

急

血

硬

糸

96

酒

縮

縮

症

症

状

性

性

接

層

属

断

張

張

張

張

電

肉

肉

肉

練

局

局

局
曲

極

虚

虚

巨

巨

拒

巨

巨

巨

虚

巨

拒

起

起

亀

筋

菌

筋

筋

筋

緊

菌

筋

菌

筋

禁

緊

緊

菌

金

菌

菌

筋

近

筋

金

禁

緊

緊

緊

緊

筋

筋

筋

筋



1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

25

26.

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

イ

イ コ ウ

イ セ ン

イ チ ジ

イ チ ジ テ キ

イ ンセ イ

エ ン

エ ンセ イ

オ ウ シ ヨ ク

オ ウ ソ ク

オ ウ ダ ン

オ ウ ダ ンセ イ

カ

カ イ

カ イ メ ン

カ ク

カ ク チ ヨ ウ キ

カ コ ウ

カ コ ウ セ イ

カ セ イ

カ タ

カ ノ ウ

カ リユ ウ

カ ン

カ ンエ ン

カ ン カ ク

カ ン シ

カ ン ジ ヨ ウ

カ ン セ ッ

カ ン セ ン

カ ン セ ンセ イ

カ ン ニ ユ ウ

カ ン リユ ウ

ガ ン

ガ ンセ イ

キ

キカン

キコウ

キシツ

キノウ

キユ ウ

キユウ シ

キユウ シン

キユウジヨウ

キユウセ イ

キユウソク

キヨウ

キヨウゴウ

表4-7 同 音 異 義 語 表

的

性

期

性

、

性

弔
選

漬

灘
灘

濃
繍灘

霊
燈順澱

麟
徽
懸

祭

蒙

翼

端細艦
耀
簗

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

的

性

器

性

子

性

好

染

時

時

性

性

色

足

断

断

面

.

張

行

行

生

能

流

炎

隙

ん

状

接

癖

癖

入

流

性

畷
燐
畷
二

咽
噸
繊
端
畑
噌
輔
咋
唄
堺
噛
砿
岬
岬
逃
哩
司
咋
冠
綱
屯
綱
嘩
魂
綱
魂
魂
噛
噛
畷
畷
哨

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

5

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2… 気管

2… 機構

2… 器質

2… 気嚢

2… 弓

2… 臼歯

2… 求心

2… 弓状

2… 球性

2… 吸息

2… 橋

2… 競合

一72一

3… 易

3… 煙

3… 化

3… 角

3… 下 性

3… 肩

3… 管

6… 幹

3… 汗腺

3… 眼 精

3… 気

3… 気 脳

3… 球

令

句



6

φ

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

7

7

7

7

7

7

7

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

キ ヨウスイ

キ ヨウセイ

キ ヨウ ドウ

キ ヨウブ

キ ヨウマ ク

キヨウリヨク

キヨゼツ

キン

キンシユ

キンシヨウ

キンセイ

ギヤク

ケイ

ケイコウ

ケイシツ

ケイシヨウ

ケイセイ

ケツシヨウ

ケツセイ

ケンセイ

ゲン

ゲンシヨウ

ゲンセイ

コウ

コ ウ イ

コ ウ カ

コ ウ カ イ

コ ウ ク ウ

コ ウ ケ ツ セ イ

コ ウ ゲ ン

コ ウ ゲ ンセ イ

コ ウ シ ツ

コ ウ シ ン

コ ウ シ ン シ ヨ ウ

コ ウ セ イ

コ ウ ソ ク

コ ウ タ イ

コ ウ ハ ン

コ ウ ハ ンセ イ

コ ウ ヒ シ ヨ ウ

コ ウ プ

コ ウ マ ク

コ チ ヨ ウ

コ ツ カ ン

コ ツ カ ンセ イ

サ イ

サ イセ イ

清

性

症

性

症

性

水

制

同

部

膜

力

絶

腫

症

性

口

質

症

成

漿

清

性

象

性

遺

果

回

腔

血

原

原

質

進

進

生

束

退

斑

斑

皮

部

膜

蝶

間

間

異

生

胸

強

共

胸

胸

共

拒

筋

筋

菌

菌

逆

系

軽

経

形

軽

形

血

血

顕

原

現

原

高

光

口

後

効

鉤

口

抗

抗

抗

鉱

充

充

抗

拘

後

紅

紅

紅

後

硬

胡

骨

骨

差

再
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1
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1

1

1

1

1

1

1

1

1
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1
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1
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1
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1
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2… 恐水

2… 矯正

2… 協同

2… 頬部

2… 英膜

2… 協力

2… 巨舌

2… 菌

2… 禁酒

2… 金症

2… 筋性

2… 偽薬

2… 頸

性

性

症

性

症

、

性

性

向

室

笑

性

晶

性

性

少

性

為

化

回

空

結

原

原

質

唇

唇

性

塞

代

汎

汎

皮

部

膜

腸

幹

幹

異

傾

憩

痙

痙

結

血

嫌

絃

減

限

抗

溝

孔

行

硬

後

航

硬

膠

膠

膠

ロ

ロ

光

硬

交

広

広

硬

項

厚

鼓

骨

骨

催

差

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

5

8

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3… 輩膜

3… 経

3… 血症

後

好

行

O
O

ρ
0

0
》

3… 構成

3… 抗体

3… 向反

3… 口部

3… 細
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セイシ

セイシヨクキ
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セツ
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セン

センエ ン

セ ンケツ

症

器

性

瘡

緩

血

考

傷

状

勢

疹

性

期

溶

化

害

状

腸

葉

菌

菌

性

尖

像

透

性

行

血

虫

癌

腫

症

痘

止

殖

常

種

炎

決

酸

酸

剤

ざ

噛

枝

弛

止

偲

刺

糸

姿

湿

湿

終

嘘

脂

消

傷

嘘

小

小

心

疹

真

真

真

心

心

浸

耳

実

充

状

条

膵

赤

味

味

味

性

静

生

正

咳

節

接

腺

線

先
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2… 山

2… 産生

2… 座位

2… 挫創

2… 視

5… 氏

2… 子刷

2… 脂血

2… 指向

2… 視床

2… 指状

2… 視性

2… 失神

2… 失声

2… 周期

2… 小

2… 小 窩

2… 障 害

2… 床 状

2… 象 徴

2… 遣 遙

2… 新

2… 心筋

2… 心筋症

2… 心性

2… 振せん

2… 心臓

2… 振とう

2… 字性

2… 実効

2… 住血

2… 上

2… 静注

2… 水

2… 膵癌

2… 垂手

2… 推奨

2… 膵島

2… 静

2… 制止

2… 生殖期

2… 星状

2… 赤

2… 説

2… 摂取

2… 線

2… 遷延

2… 潜血

3… 指

3… 歯間

3… 歯状

3… 傷

3… 真

3… 新生

3… 常

3… 正

3… 栓

'

も
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トウ
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トウ プ

ドウ

ドウ カ

ドウ カ ン

ドウ セ イ

ドウ ミヤ ク カ ン

ドウ メ イ

ニ ユ ウ トウ

ノ ウ

ノ ウ エ ン

ノ ウ キ ヨ ウ

ノ ウ シ

ノ ウ ホ ウ

ノ ウ ヨ ウ

ハ イ

性

腫

性
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幹

螺
灘
悉
濃
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瓢
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え
㌘
耕
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ぷ
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2… 先 行

2… 先 行 性

2… 洗 剤

2… 栓 子

2… 線 状

2… 穿 通

2… 全

2… 層

5… 巣

種

姓

管

間

起

甲

症

菌

底

性

相

相

毒

性

間

組

整

係

状

移

搬

瘡

部

貨

管

性

脈

盟

糖

炎

梁

死

庖

葉

挿

想

爪

蝶

足

足

地

潜

体

多

多

丹

第

弾

虫

超

腸

潮

調

蹄

・嫡

転

伝

頭

湶
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胴

導

洞

働

洞

観

春

里

髄

脳

膿

髄

胚

2

2

2

2

9
・
2

2

2

2

2

2

9
・
2

2

9
・
2

ウ
■
う
・
2

2

2

ウ
・
9
"
2

ウ
句
2

2

2

2

2

2

2

2

2

ウ
・
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3… 相

6… 爪

3… 帯

3… 胎 性

3… 桃

3… 脳 橋
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2
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ハ イ ヨ ウ

ハ ツ セ イ

ハ ン

ハ ン チ ヨ ウ

ハ ン ア ン

ハ ンパ ツ

ヒ

ヒハ ン

ピ

フ

フ カ ン

フ ク

プ ン リ

ヘ ン イ

ヘ ン ソ ク

ヘ ン ペ イ

ベ ン

ボ ウ

ム コ ウ

メ

モ ウ ヨ ウ

モ ウ ヨ ウ タ イ

ユ ウ コ ウ

ユ ウ ソ ウ

ヨ ウ

ヨ ク

リ ヨ ウ

218レ ン カ ン

1… 肺 葉

1… 発声

1… 半

1… 反 張

1… 反 転

1… 反 発

1… 非

1… 皮 斑

1… 鼻

1… 不

1… 不感

1… 副

1… 分 離

1… 変 異

1… 片 側

1… 扁 平

1… 弁

1… 傍

1… 無 効

1… 目

1… 毛 様

1… 毛 様 体

1… 有 効

1… 遊 走

1… 様

1… 抑

1… 量

4… 稜

1… 連 関

2… 廃 用

2… 発性

2… 汎

2… 反跳

2… 斑点

2… 汎発

2… 脾

2… 肥脾

2… 微

2… 負

2… 不関

2… 腹

2… 分利

2… 変位

2… 偏側

2… 偏平

2… 便

2… 秀

2… 無鉤

2… 眼

2… 網様

2… 網様体

2… 有鉤

2… 有窓

2… 葉

2… 浴

2… 両

2… 連環

3… 胚葉

3… 斑

3… 比

3… 複

3… 偏 位

3… 乏

3… 領

◆
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4.1.3力 夕 力 ナ ・デ ー タの 作 成

カ タ カナ漢 字 変換 の事 例 実 験 に と りあげ た入 力 源資料 は,「 医学 中央 雑 誌 」

内科 学領 域 の項 か ら ランダ ム に選択 した 抄録 で あ り,論 文 名 と抄録 内容 につ い

て,カ タ カナ'・デー タ を作 成 した 。

カ タ カナ ・デ ー タの作 成 基 準 は,3.4.2に 述 べ て あ る入 力 の原 則 に したが っ

て漢字 の 分 ち書 きゃ フ ァ ン クシ ョン ・キー の挿入 を行 な った 。 作 成 手順 と して

は,抄 録 原 本 を 見 なが ら,デ ー タ用 紙 に入 力原 則 に したが っ て書 き込 み,漢 字

単 語 に つ い ては 同音異 義 語 表(表4-7)を'参 照 して,同 音 異 義 語 の あ る単 語

につ い て対 応 す る番 号 を付加 す る。

デ ー タ用 紙 に コーデ ィ ング され た 内 容 を カー ド ・パ ンチ し,さ らにモ ニ タ ・

リス トを とって デ ー タ ・チェ ックを行 ない,カ ー ド訂 正 を した あ と,磁 気 テ ー

プに カタ カナ ・デ ー タ ・フ ァ イル を 作成 した。

◆
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・.

上大静脈症候群を示した不全型Vas㏄lo-Behcet症 候 TakashiNakamura(秋 田脳 血管研)。TheTohoku

群の1剖 検例(会)大 橋賢,茂 木拡充,大 竹喬二,塚 JoumalofExperimentalMedicine111(1)51-60

原敏弘,大 塚幸雄,入 江実,白 井達男 凍 邦大第一内 (1973.9)

科),河 村貞夫(東 邦大病理)。n本 内利学会雑誌63 100mmHgの 定 圧 で,摘 出犬 後肢 をdonor犬 血 液 で潅

(1)107(1974.1} 流した。静止時の血流及び血管抵抗はそれぞれ14.3士

55歳 男症例 5.7m1/min/1009及 び7.2土3.6mmHg/m1/min/100

gに 保 っ た 。Hirvonen&Sonnenschein法 に ょ り 摘 出

心膜内奇型を伴わない下大静脈欠損症の1例(会}堀 後肢の坐骨神経を刺※すると,デクニ一様収縮がおこり,

川紘三,藤宮松太郎(県立ガンセンター新潟病院内科)。 Folkow&Halicka法 に よ り坐 骨 神経 を刺 激す る と,攣

日本 内 科学 会 雑誌62(5)542(lg73.5) 縮性筋収縮がおこる。攣縮性刺激により1秒 間1回 収

21歳 男症例
●

縮,2回 収縮及び4回 収縮が起こった場合,そ れぞれ血

流 量 は,1.6,2.2及 び3.8倍 の増 加 を示 した 。短 期 間

急性胸部下大静脈狭窄の抗ナトリウム利尿作用 椎貝 の テ タニ ー 様 収縮 刺 激 では,1秒 間o.2回,0.5回,

達夫(東医歯大第二内科}。 日本腎臓学会誌15(3)171一
'

及 び1回 収縮 の場 合,そ れ ぞれ 血 流量 は,2.0,2.2,及
プ

180(1973.3) び3倍 に増加した。2分 間或いは0.4分 間の虚血を負

(1)急 性 の胸部下大動脈狭窄(TIVC)は 生理的食塩水 満すると,静 止時及び刺激による律動性収縮時に血管の

注入時のナトリウム利尿を完全に抑制するか,ま たは減 最 大 拡張 が お こ る。 この 拡張 は,動 脈 内 にpapaverine

弱する。しかし急性のTIVCは ナ トリウム排泄に影響 を投与すると10～25%程 度低下する。3分 間の虚血負

する全身および腎の血行動態の変化を伴う。(2)生 理的 荷後静止時及び攣縮収縮(1秒 間1回)時 の反応性充血

食塩水による容量負荷を行なったのち,ナ トリウム排泄 曲線 を分 析 した とこ ろ,血 流量 のovershootは それ ぞれ

率(Naex%)に 及ぼ すTIVCの 影 響 をみ た 。TIVC 23±6m1/100g及 び55±17m1/100gで あ った 。充 血

解除後,TIVC時 の大動脈圧,下大静脈圧を再現するよう の 持続 期 間 は それ ぞれ43土10秒 及 び116土53秒 であ

に大動脈狭窄,腹 部下大静脈狭窄を行なった。TIVCで った 。血 流 量の%Repayment(虚 血時 間 に定 圧潅 流 血

Naex%は14.2%か ら7.2%へ 減 少 し,解 除 後 の腹 部 流量をかけた数値で充∬[[反応時の血流量を割ったもの)

大動脈の狭窄(AOC)+腹 部下大静脈狭窄(AIVC) は,そ れ ぞれ79土24及 び91±26%で あ った(畔 柳)

で14・7%か ら9.3%へ 減 少 した。TIVCで のNaex

%の 減少はAOC十AIVCに おける減少より有意に強か 筋肉毛細血管の基底膜 鬼頭昭三(広 大第3内 科)。

ったが,GFR,RPFの 減少の程度は両狭窄操作間に差 DiabetesJournal1(4)171(1973.12)

がなかった(大 友)

毛細血管形態異常とその初歩的撮影法 壷井常一(富

超音波Doppler法 による末梢循環の研究(第24報) 士 工業)。 医科 器 械学 雑誌43(12)638-640(1973.12)

健常人の内頸静脈血流速Pattemに ついて(会)中 川

敬之助,高 橋宏,伊 藤勝啓,奥 田国彦(国 立大阪病院 老年者の細血管床障害 河野靖(市 立富士宮総合病
■

循環 器科)。 脈 管 学13(6)468(lg73.10) 院)。 日 本 臨 床32(1)203-207(1g74.1)

頸静脈怒張のみわけかた 中村芳郎,綾 正二郎(慶 大 オスラー病の一家系(会)西 村浩,西 脇洋子,佐 藤友.

内科)。 現代 医 療6(1)39-42(1974.1) 克,佐 藤仁秀(健生病院内科),千 葉陽一(弘 大第1内

科)。 弘前 医学25(3)447(1973.12)

老人における静脈瘤 ・静脈血栓のマネージメン ト 松 62歳 女 を 発 端 者 とし,そ の 家系37人 中12人 に 認 め

岡松 三(新 大 内科)。 新薬 と治 療(184)35-40(1974.2) られた

定圧湛流下の犬後肢の運動に伴う反応性充血の特徴 先天性出血性毛細管拡張症(Osler病)の1例(会)

(英 文)ShiroTominaga,KatsuhiroWatanabe, 小 泉宏,藤 井俊 宥,権 田信之,松 浦 健雄,藤 森 一 平,

図4-3抄 録 原 本 例
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勝 酵(市 立 川崎 病院 内科).日 本 内科 学会 縦62(3)

312(1973.3)

67歳 男症 例

Osler病(遺 伝 性 出血 性 毛細 血 管 拡張 症)の1家 系(6

症 例)糸 山 泰 人(九 大脳 研 神 経 内 科),村 瀬 邦明(九 大

温 研気候 内 科)。 内 科33(3)575-579(1974.3) 。 日本 内

科学 会雑 誌62(5)541(1973.5)(会)

46歳 女 ・鼻 出血 ・ め まい ,動 悸,空 腹特 上肢 端 な ど

を主 訴 とす る。 この 家 系6名 に典 型 的 なOsler病 がみ ら

れ た 。本 症例 に 十二 指腸 潰 瘍 の合 併を みた が ,毛 細 管拡

張は 胃 ・十二 指腸 粘 膜 は 認 め られ なか った。1[rl液型 は5

例 がA型 で,他1例 はAB型 であ った(大 友)

微 小循 環障 害 内科 菅邦 夫(菅 内 科診 療 所)。 診 断 と

;!台療62(2)296 -297(1974 .2)

〔循 環 器一血圧 〕

青 函連 絡 船 にお け る騒 音 と血 圧 につ い て(会)深 瀬鴻

一郎(深 瀬 内科 医院)
e道 南区 学 会誌412-13(1963.9)

成人 病 に関 す る諸 問題 騒 音 と血 圧 につ い て(会)深

瀬 鴻 一郎(深 瀬 医 院),道 南 医学 会誌322-23(1960.

11)

血 圧 及 び 血 管 セ ロ トニ ン 濃 度 の 実 験 的 研 究(英 文)(会}

ToshiakiTagoh,ShotaroMitsui
,HiroshiKurami--

tsu,KatsuraMoriya
,KazutoshiGomi,Noriichi

Yamazaki,MihokoObara,HajimeHorie
,Shige・-

mitsuYanase(岩 医 大 第 三 内 科)。 日本 循 環 器 字 謎36

(11)1247(1972.11)

症 状 の病 態 生理(8)血 圧 と高 血 圧 中 野昭 一(東 海 大

生理)。 看 護 学雑 誌37(12)1594-1597(1973、12)

犬 にお け る求 心性 体性 神 経刺 激 の 血圧 及 び心 拍数 に対

す る効果(英 文)(会)TetsuoYamamoto,Kazuo

Iwasa,TatsuoYoshie,KeijiHiei,SenriHirakawa,

Sh('jiHayase(岐 大 第 二 内科}。 日本 循環 器 字詰36(11)

1245(1972.11)

血圧値と心電図所見 昭和46・47年 度定健成績から

(会)西 山子得(浜松鉄道病院浜松工場分室)。交通医

学27(5)483(1973.9)

血 圧,血 清総 コ レス テ ロ ール と指 尖容 積 脈 波 との 関 係

岩田 弘敏,山 中孟,松 田 朗,鈴 木 大輔(岐 大公 衆 衛生}。

日本 公衆 衛生雑 誌20(9)503-507(1973.9)

脈波 か ら弾 性指 数,相 対 王峰 時 間率 を求 め た 。(1)弾 性

指 数 は 正常 岩群 で1.02土0.11,高 血 圧群 で0.57±O.13

であ った 。 相対主 峰時 間 率 は 正常 書 辞で15 .1±3.1%,

高 正血圧 群 で27・2±3・9%で あ った。(2}血ll三 値 と弾性

指 数お よび,弾 性指 数 と相 対王 峰時 間 率 とに 夫 々逆 相関

が あっ た。 血清総 コ レス テ ロー ル と血 圧 とは 順相 関 し,

総 コ レス テ ロール 量 と弾 性 指 数 とは逆 相 関 した(大 友}

脳 内 ア ミ ンと血 圧 家 森 幸 男(京 大病 珊 、 ホル モ ンの

臨 床21(10)1019-1026(1973.10)

(1)中 枢 ア ミンは 中枢 性 血圧 調 節 に 神経伝 達 物質 と して

またmodulatorと して 関与 して い る。特 に 脳 幹 部 には

ノル ァ ドレナ リン作 働機 構 が あ り,そ の刺激 は 降圧 を,

逆 に障 害 は昇 圧抑制 の不 全 を 来す 。(2)脳 幹 部 セ ロ トニ

ン作 働 機構 も また昇 圧 抑 制性 に 働 き,そ の刺 激,および障

害 はそ れ ぞれ降 圧,昇 圧 反応 を惹起 す る。 微 量 の ア ンギ

オ テ レシ ンllの 中枢性 昇圧 反応 には ノル ァ ドレナ リン作

働 機 構 が関 与 して お り,こ れ が体 液 性 昇圧 とPP経 性 昇 圧

機 序 の接 点 とな って い る(大 友}

血圧 診 断 狂 わす測 定 の盲 点 体位 ・運動 ・精神 的 緊

張 感 盛宮 喜()。 日経 メデ ィカル3(4)48-.50

(1974.4)

ラットの無麻酔下持続血圧測定法 小野山黄,柊 山幸

志郎,m仲 謙次郎,尾 前照雄(九大第二内科),医 学の

あゆみ85(9)560-561(1973.6}

Catheterの 慢性留置により,持 続的に1血1圧を測定する

方法を考案した。加温,拘 束などによる人工的刺激はな

く,無 麻酔下に直接動脈内圧をかなり長期に測定出来,

血圧を 測定しながら各種手術も可能である長所がある

が,血栓形成,血管壁の組織反応などの欠点もある(大友)

高 血 圧 の成 因に関 す る2,3の 問 題 香取 瞭 ,石 川欽

司(東 北大 第 一内科)。 現代 の 診療16(2)25-31(1974 .

2}

情動興奮による血圧上昇機構の臨床的研兜{第3報)
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図4-4 カ タ カ ナ ・ デ ー タ 作 成 例
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4.1.4実 験 結 果

カ タ カナ ・デ ー タ ・フ ァイ ル に入 力 した サ ン プル抄 録45件 を ,医 学分 野 用

(内 科 用)変 換 単 語 テ ー ブル を使 っ て カ タ カナ 漢 字 変換 処 理 した結 果 にっ い て

解析 してみ る と次 の よ うな こ とが わ か った。

(1)入 力 デ ー タ

サ ン プル 抄録 数45件

カ ー ド 枚 数466枚

∴抄録1件 当 リカ ー ド約10.3枚

(2)変 換 単語 テ ー ブル

漢 字 単 語 数3,719語
　

同音異 義語延 べ数498語

(3)漢 字 変換 結 果

出現 漢 字 単 語総 数(A)3,043語

出現 漢 字 単 語種 類 数(B)1,015種

Aに つ い て は,.

漢 字 変換 され た 延 べ単語 数(Al)1,960語

漢 字 変換 され な か った(ア ンチ文字
か な 出 力)延 べ単 語 数(A2)1,083語

Bに つ い ては,

漢 字 変 換 さ れ た単 語種類 数(B1)500種

漢 字変換 されなか った単語種類数(B2)515種

で あ った 。

この よ うな 結果 か ら,カ タ カナか ら漢字 単語 へ の変換 率 を調 べ てみ る と,

変 換 率(・)一 会1× … 一 ・4…%

で あ った。

この変 換 率 は,入 力デ ー タ にい くつ かの 初歩 的 な誤 りが あ った た め に幾 分 低

く感 じ られ る。 誤入 力 のデ ー タ とは,
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① 同音 異 義 語 の指定 を怠 った 誤 り

② 漢 字 読 み の誤 り

③ 分 ち書 き の誤 り

④ フ ァン クシ ・ン ・キー の誤 り

な どが 考 え られ た。 そ こ で,こ れ らの カ タ カ ナ ・デ ー タ を再度 修 正 を施 して,

上 記 の実 験 を行 な った 結果 は,次 の とお りで あ る。

上 記(1),② は 同様 に して,(3)の 漢 字 変 換 結果 は,

出 現漢 字 単 語総 数(A')

出 現漢 字 単 語 種 類数(B')

Aノに っ い ては,

漢 字 変換 さ れ た 延 べ 単語 数(A1り

漢 字 変 換 さ れ な か った(ア ン
チ 文 字 か な出 力)延 べ単 語 数(A2ノ)

3,070語

928種

2.190語

880語

Bノ に つ い ては,

漢 字 変 換 され た 単語 種 類 数(Bl')532種

漢 字 変 換 され な か った 単語 種 類 数(B〆)396種

よって,変 換 率 は,

変 換 率(・')一 会㌧ ・ … 一 ・ ・.33%

とな り,64.41%か ら6.92%の 上 昇 が 見 られ た。

実 験 の 出 力例 を図4-5に 示 すが,図 を見 て もわ か る よ うに ア ン チ文 字 と し

て出 力 され てい る漢字 単 語 の 多 くは 一般 語 で あ る。 これ ら一 般 語 に つ い て は,

あえ て変 換 単 語 テ ー ブル に登 録 して い ない た め に 当然 の結果 で あ るが,こ の実

験 デ ー タの よ うな文章 を扱 った場 合 に は,前 後 の文 章 の判 断 か ら容 易 に該 当漢

字単 語 は理 解 で き る程度 の もの で あ る。

出現 漢 字 単 語 を調査 してみ ると,頻 度 の上 位 の 漢字 単 語 を,漢 字 変換 さ れた

ものは表4-8に,『 また ア ン チ文字 変 換(不 変 換)さ れた もの は表4-9に 示

す。
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肺動脈弁閉鎖不全症の1れ い アミノフ1リ ン負荷心音図法

22さ いおんな.感 昌様症状があり心雑音をして●された 。第3う つかんきようこっさえんにさいきようてんを

ゆうするくしゆつ性収縮期雑音と2音 の肺動脈せいぶんにつづくこうちような拡張期逆流性雑音があり,軽 度貧

血(+).心 電図にちよへんなく.胸 部X線 ではいのはややあかるく,右 第2弓 および左第2弓 の軽度突出と左

第1弓 の膨隆の軽度の減少があった 。

心血管撮影で逆流像がかくしんされ,心 カテーテルで拡張末期の肺動脈圧と右重圧はひとしく,先 天性肺動脈弁

異常による肺動脈閉鎖不全症と診断 した。

も

●

急 性 胸 部 下 大静 脈 狭 窄 の 抗 ナ トリ ウ ム利 尿 作 用

(1)急 性 の 胸 部 下 大 動 脈 狭 窄(TIVC)は ナ トリウ ム 排 泄 に影 響 す る全身 お よ び腎 の 血 行 ど うた い の 変 化 を

と も な う 。

(2)生 理 的 食 塩 水 に よ る容 量 負 荷 を お こ な った の ち.ナ ト リウ ムー排 泄 率(NAEX%}に お よ ぼ すTIVC

の 影 響 を み た 。TIVCか い じよ 後.TIVC時 の 大 動脈 圧 ,下 大 静 脈 圧 を さい げ ん す る よ うに大 動 脈 狭 窄,腹

部 下 大 静 脈 狭 窄 を お こ な った 。

TIVCでNAEX%は14・2%か ら7 .2・%へ 減 少 し.か い じよ 後の 腹 部 大 動脈 の 狭 窄(AOC)+腹 部

大 静脈 狭 窄(AIVC)で14・7%か ら9.3%へ 減 少 した 。TIVCで のNAEX%の げ ん し よ う はAO

C+AIVCに お け る減 少 よ り優 位 に っ よ か った か
,GFRの 減 少 の てい どは 両狭 窄 そ う さ 間 に 差 が な か った 。

慢性腎炎末期における血中自己抗体のけんとうとくに抗原細管MICROSOME抗 体 について

慢性腎炎末柄息音42れ い についてけいこう抗体法により尿細管にたいする抗体れいと抗核抗体1れ いをみいだ

した 。抗糸球体基底膜抗体は両側腎て●れい6れ いをふ くめぜんれいに陰性であった 。

抗原 としてしようする腎がA型 のばあいには,0型 のひけんせつけいがこれと反応 して.抗 糸球体基底膜抗体と

こくじした染色像をしめすことをみとめ,こ れとこにんされるかのう性のあることをしてきした 。ちよしや らの

みいだ した尿細管にたいする抗体は抗尿細管MICROSOME抗 体であることをあきらかにした。

6

KAOLIN蜘 時間zaaら び{・TGT法1こ よる血・j・板築3因 子のうのetLと う

KAOLIN鯛 時間法で{tm小 板kh症 と真性;m症 で正馳 小板1・比し血小板第3因 子(PE
3)INDE

XItSよbbe低 下 をしめした・血・」・板khfiのPF3はTGT法 証 常をしめし ,真 性多血症のPF3はKA
OLIN凝 固時間法と動揺にていちをしめ した

。

血小楯凍龍 駕・よるPF3は 正常血小板
・血小板勧 虚血・j・板.真 性多血症血小板とも。どう、、つ,tタ.。 を

しめ し・そうPF3は 減 少はないとtSSbれ た ・・SM・TICRESISTANCETESTで 麟 性多

血症れいでは血小板ひじように浸透圧変化につよいまくめん蹴 をしめした
。

図4-5 実 験 出 力 例 (図4-4を 入 力デ ータに した 出力)
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表4-8漢 字 変 換 さ れ た 単 語 の 頻 度 表

読 み カ ナ 漢字単語 頻 度 読 み カ ナ 漢字単語 頻 度

セ イ 性 44 ゾウ カ 増加 13

ドウ ミヤ ク 動脈 40 ガ ツ ペ イ 合併 13

ホ ウ 法 40 フ カ 負荷 13

シ ョ ウ 症 38 ジ ョ ウ ミヤ ク 静脈 13

ジ ン 腎 33 キ ノ ウ 機能 12

イ ジ ヨ ウ 異常(以上) 33 ケ ソ ア ツ 血圧 12

テイカ 低下 27 グン 群 12

シ ン 心 26 イ ン シ 因子 12

ダ イ 大 25 カ 下 11

ケ ッ シ ヨ ウバ ン 血小板 25 ガ ン 癌 11

ケ ツ シ ヨ ウ 血漿 2-3 ケ ン ギ ュ ウ 研 究 11

セ イ ジ ヨ ウ 正常 23 シ ン ダ ン 診断 11

キ ヨウサ ク 狭窄 22 シ ヨ ウ コウ グ ン 症候群 11

ヘ ン カ 変化 22 ジ 時 11

テキ 的 20 ソク テ ィ 測定 11

ナ イ 内 19 ダイ 第 11

ゾ ウ エ イ 造影 19 ブ リ ヨ ウ 不良 11

カ ツセ イ 活性 18 ハ イ 肺 11

ヒ ダ リ 左 18 キ 期 10

フ ゼ ン 不全 18 キユ ウ シユ ウ 吸 収 10

リヨ ウ 量 16 コ ウ ケ ツア ツ 高血 圧 10

ヒ ン ケ ツ 貧血 16 シ ョ ウ ガ イ 障害 10

マ ン セ ィ 慢性 15 シ ン キ ン 心筋 10

シンデ ンズ 心電図 15 ジ ユ ン カ ン 循環 10

ジ ン エ ン 腎炎 14 テ ツ 鉄 10
'

ス イ 膵 14 ミギ 右 10

リ ツ 率 14

シ ッ カ ン
〆 疾患 13 *イ ジ ヨ ウに つ い ては,「以 上 」

ザ ツオ ン 雑音 13 に もかかわ らず 「異常 」と誤

変換 された数 を含む
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表4-9漢 字 変 換 さ れ な か っ た単 語 の 頻 度 表

読 み カ ナ 漢 字 単 語 頻 度

レ イ 例 55

サ イ 才 40

タ ン パ ク 蛋 白 18

ケ ン ト ウ 検 討 16

オ ト コ 男 14

チ ヨ メ イ 著 明 12

ト ウ ヨ 投 与 12

ブ ン ピ ツ 分 泌 10

シ ユ ツ ゲ ン 出 現 9

シ ヨ ケ ン 所 見 9

ソ ウ 総 9

ド 度 9

オ ン ナ 女 8

ジ ヨ ウ シ ヨ ウ 上 昇 8

バ ア イ 場 合 8

カ ン ケ イ 関 係 7

シ ヤ 者 6

テ イ チ 低 値 6

ト キ 時 6

ニ チ ジ ユ ウ 日 住 6

メ イ 名 6

シ ョ ウ 使 用 5

セ ィ セ キ 成 績 5

ド ウ イ ツ 同 一 5

ハ ン テ イ 判 定 5

ベ ツ 別 5

ユ ウ ヨ ウ 有 用 5
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これ ら実 験 結果 を検 討 してみ る と,漢 字 の読 み ちが い に よる不 変 換 が あ る。

た とえ ば,「 分 泌 」とい う漢 字 単 語 は,変 換 単 語 テ ー ブル を作 成 す るた め の用

語 調査 の際 に は,そ の 読 み を"ブ ン ピ"と して いた の に対 し,カ タ カナ ・デ ー

タ作成 時 には,こ れ を"ブ ン ピソ"と 読 ん で しま っ た ので,変 換 単 語 テ ー ブル

に登録 して なか った と判 断 して ア ンチ文 字 変換 さ れ て しま っ た。 しか しなが ら,

「分 泌 」の読 み は 一 般 の辞 書 で は"ブ ン ピッ"と あ りなが ら,医 学 分 野 をは じ

め と して他 に も"ブ ン ピ"と 読 ん で誤 りで ない場 合 が 多 くあ る。 こ う した こ と

は,一 般 に同 字 異 音 の 漢 字 単 語 と して他 に もあ り,(た とえ ば 「月 」→"ッ キ,

ガッ,ゲ ッ"や,「 長 田 」→"ナ ガ タ,オ サ ダ")読 み 方 を1つ に す る場合 に

は入 力原 則 に注 意事 項 と して あげ て お くか,あ るい は す べ て の読 み 方 を登録 し

てお く必要 が あ る。

また,医 学 用 語 には 当 用 漢字 以 外 の漢 字 を使 った 単 語 が 多 くあ り,漢 字 プ リ

ンタ ・コー ドに該 当文 字 が な い 時 の 処置 と して,① ア ン チ文 字 か な読 み にす る

場 合,② 旧字 体 や俗 字 を新 字 体 に 直す場 合,あ るい は③ 同義 の漢 字 に置 き換 え

る場合,と が考 え られ る。
　 　 　 　

① の例 では,「 喀血 」,「 奪 麻 疹 」,「 疵 贅 」,② の例 で は,「 麻痺(痔)」,
　

③ の 例 では,「 梗(硬)塞 」,な どが あ る。

以 上述 べ て きた 実 験 の分 析 検 討 結 果 を考 慮 して,変 換 単語 テ ー ブ ルの メ ン テ

ナン ス処理 を行 な った 後,別 の 実験 デ ー タ を作成 して処 理 した結 果 を以下 に概

述 す る。

追 加 した漢 字 単 語 は表4-10に 示 す55単 語 で あ る。 実 験 結果 は次 の よ う

にな る。 なお,抄 録 の うち論 文 名,論 文内 容 の他 に今 回 の実 験 では,論 文 発 表

者名 と雑 誌 名 に つ い て もデ ー タ作 成 を行 な った。

(1)入 力 デ ー タ

サ ン プ ル抄 録 数30件

カ ー ド 枚 数369枚

∴抄 録1件 当 リカー ド約12.3枚
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表4-10追 加 単 語

読 み 漢 字 単 語 同音異義 語

イ カ 以 下 異 化

イ ジ ヨ ウ 以 上 異 常

オ ト コ 男

オ ン ナ 女

カ ン ケ イ 関係

カ ン サ ツ 観察 間擦

キ ジ ユ ン 基準 規 準

キ ヨ ウ コ ツ 胸 骨

ク ス リ 薬

ケ イ コ ウ 螢 光 経 口,傾 向

ケ ン ジ ヨ ウ シ ヤ 健 常者

ケ ン シ ン 検 診

ケ ン ト ウ 検 討

ケ ツ カ 結果

コ ウ チ 高値 高 地

サ イ キ ン 最近 細 菌

サ イ ケ ン 再検 再 建

サ コ ソ 鎖骨

サ イ 才 差 異,催,細

シ ヨ ケ ン 所 見

シ ョ ウ レ イ 症例

シ ユ ソ 主訴

シ ユ ツ ゲ ン 出 現

シ ョ ク シ ン 触診

シ ユ 主 腫

シ ユ ヨ ウ 主 要 腫瘍

シ ユ ジ ユ 種 々 朱儒
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読 み 漢 字 単 語 同音異義語

シ ヨ ウ メ イ 証 明 照 明

【ジ ヨ ウ ホ ウ
上方 情報

シ ボ ウ 死亡 脂 肪

ズ イ エ キ 髄液

セ イ セ キ 成績

セ イ コ ウ 成 功 性交

ソ ク 束 足

ソ ウ サ 操作

タ ン パ ク 蛋 白

タ イ シ ョ ウ 対 照 対 称

チ ヨ メ イ 著 明

ツ キ 月 付

テ イ チ 低値

ト ウ ヨ 投与

ド ウ タ イ 動態

ド ウ ヨ ウ 同様 動揺

ド 度

ノ ウ 能 脳,嚢

パ ア イ 場合

ハ ン テ イ 判定

ビ ヨ ウ リ ガ ク 病 理 学

フ ク ヨ ウ 服 用

フ ン 分 糞

ボ ウ ケ ン 剖検

メ イ 名

ヤ ク 約 薬

ユ ウ イ 有 意 優 位

レ イ 例
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(2)変 換単語テ ーブル

医学漢字単語数

医学 同音異義語延 べ数

固有名詞漢字単 語数

固有名詞同音異義語延 べ数

(固 有名詞:姓 ・名 ・病院 ・学校)

(3)漢 字変換結果

③ 医学用語

出現漢字単語総数(C)

出現漢字単語種類数(D)

Cに ついては,

漢字変換 された延べ単語数(Cl)

アンチ文字不変換延べ単語数(C2)

Dに ついては,

漢字変換 され た延べ単語種類数(Dl)

アンチ文字不変換単語種類数(D2)

変換 率 ・ 一 ÷ ・ … 一 ・…%

⑤ 固 有 名詞 ・

出現 固 有 名 詞数(E)

正 し く変換 さ れ た数(Ei)

違 って 変 換 さ れた 数(E2)

不変 換 の 数(E3)

変換率 ・・一 ÷ ・ … 一

3,774語

543語

16,704語

8,074語

2.412語

729種

1,970語

442語

485種

244種

70語

47語

5語

18語

67.1%

この実 験 にお げ る漢字 単 語 の出 現頻 度 は 表4-11の とお りで あ る。
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UCGに よ る特 発 性 肥 大性 大 動脈 弁 下 狭 窄(IHSS)の 診 断

吉 川純 一 心 臓6(3}328-337(1974.3)

心 血 管造 影,左 心 カテ ー テ ルで確 認 した特 発性 肥 大 性 大動 脈弁 下 狭窄(1日SS)14例 のUCGを 検討 し ・お

もに ほ ん しよ うに お けるUCGのts断hS〈 的 い ぎ にっ い て こう さつ を くわ えた 。 対照 と して.け ん じよ う しや

20名 な ら びに左 室 負 荷疾 患66例 のUCGを も ちい た 。

IHSSに み られ るUCG所 見 と しては,(1)異 常僧 帽 弁 収縮 期 前方 運動(SAM),(2)僧 帽 弁 前せ ん拡

張 期 後 退速 度 の低 下,(3}B-Bstep,(4)大 動 脈弁 収縮 期 変形,(5)心 室 中 隔 の肥 厚 ・(6)左

室 ない く うの きよ う しよ う化 な どが み とめ られ,こ れ らの所 見 はIHSSの けい たい が く的 な らび に機 能 的条件

をみ ご とに とら えて い る もの と かん が え られた 。

い つ ぼ うdi●stolicseptumcont・ctはIHSSに と って ほん しつ 的 な所 見 とは かんが

え らな か った 。UCGは 装 置の しゆ るい や その 操 作 に よ って,か な りv息rietyの ある所 見が えられ る も

の の,て8か 《なは ん だん によ りIHSSの 診断 に と って きわ めて 有効 な方 法 と かん が え られ た 。

'

僧 帽 弁 狭窄 症 診 断 に お ける心 音 図 法 と超 音 波 エ コ ー法 との比 較

島田 秀 世 臨 床 心 音図3(2)393-398(1973.10)

僧 帽 弁 狭窄 症 の 診 断上,心 音 図 法 と超 音波 エ コ ー法 は,き わ めてゆ うよ う と しん じ られて い る 。 これ ら2法 の

しん らい度 を しるた め に,心 臓 カテ ーテ ル法 およ び 手術 に よ り診 断 され た僧 帽弁 狭窄 症252例 につ いて.心 音

図 所 見 と超 音 波 エ コ ー所 見 との 比 較 を ここ ろみ た 。

心音 図 法 は.軽 症 に お いて も,て ん け い 的 な波 形 をて いす るもの が おお く,重 症 例 に お いて は.し ば しば て ん1,

い 的 な所 見 を か くこ とが あ る 。

いつ ぼ う.エ コ ー法 で は,ご く軽 症 例 で,て ん けい 的 な波 形 を か くこ とが あ るが.ち ゆ う と う症 か ら重症 では.

れ いが い な く特 異 な波 形 を てい す る 。 この こ とか ら.心 音 図法 は,む しろ軽 症例 の 診 断法 と してゆ うよ うで あ

り,エ コ ー法 は,む しろ 重症 例 の 診 断 に て き して い る とお も われ た 。

加令 ・機械的刺激が大動脈および心臓弁膜の結合織にあたえる影響のけいたいが《的研究とくに性差と酸性ムコ

多糖類について

岡田りようぞう 日本臨床32(2}339-353(1974・2}

人剖検例をもちいて,大 動脈と心臓弁膜の結合織をしゆとしてけいたいが《的にけんさくし,ろ うねん性変化

,高 血圧性変化と酸性ムコ多糖体(・MPS}の 組織内代謝とたいひした。 大動脈,弁 膜 とも機械的刺激のつ

よい部位に.ち ゆうねん期に陪原線維をしゆとする結合績の増加をみとめ,そ れに先行する.MPSの 増加が賢

明された。

ちOう ねん期いこのa・MPSの 結合但内減少または巣状不●んいつな分布状態のはつせいとほちようをあわせて

,結 合織の変性をふくむ硬化性病変が進行する。 線維症の増加は正常血圧しやでは女性優位の傾向をしめし・

大動服では先行するaMPSの 増加も女性につよく相関があった。

高血圧群では線維症についての性差はbSら かでなかった。 加金にともなう結合織内の切開沈着は血圧の高低

にかかわらず女性優位傾向をしめした。

●

図4-7 漢 字 変 換 出 力 例
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側頭動脈炎とおもわれる1症 例

ながさわとしひこ 内科33(5)920-923(1974,5)

64才 女,主 訴全身倦怠かん,し んき充進,視 力障害1約9ね んほどまえよりこれらの症状があり,頭 痛がくわ

わり,右 眼の視力低下 と右がわ頭部痛の増強が出現 した 。 側頭動脈炎のうたがいで外動脈の生検をうけたがた

んなる内膜肥厚のみであったゆえである 。 右視神経萎縮,動 脈硬化があり,Levine3度 の収縮期雑音

を心尖部に聴取 した 。

白血球増多なく,血 沈促進,CRP(++),IgMとbetalC/betalAグ ロブリン低下がみとめら

れた 。 心電図で完全房室ブロ ックをみとめた。 さいどの右側頭動脈の生検をおこなったが細胞浸潤,肉 芽腫

性病変はみとめ られなかった 。beta－ メサゾン投与で視力障害をのぞくすぺての臨床症状は消失 した。

⑨

甲 状 腺 ク リー ゼ を合 併 した上 や じ よ う 静脈 洞 血 栓症 の1剖 検例

佐 々 木 隆 平 内 科33(4}736-740(1974.4)

20才 男.右 下 肢 の腫 腸,は つ せ き.ひ ふ くきん 痛 が あ り,静 脈 造 影 で 両 下肢 深部 静 脈 血 栓 症 と診 断 ざれ た 。

動 き,撮 せ ん,体 重 減 少 など が あ りバ セ ドウ病 が うたが わ れ た 。131124時 間 摂 取率51.8%,131

1-T3レ ジ ン摂 取 率56.7%,T418ミ ュ ーg/dlと た かか った
。 頭 痛,右 じよ う しの 麻 酔 が出 現

し,ふ お ん興 奮状 態 と な った 。

び ま ん性 甲状 腺 腫 大 が あ り右 にBabinski反 射陽 性,右 は ん しんの 知 覚 低 下 をみ とめ た 。 右 足 に は じま

る け い れ ん が あ り死 亡 した ・剖 検 で は 両 側 のFr・nt・parietalL・beに しん せ ん な出 血 性 こ う

そ くが あ り,や じよ う静脈 洞 の 前 は ん ぷ ん は 赤 色 血 栓 で 閉 塞 が あ った 。 右鎖 骨 下 静 脈,左 右 そ う腸 骨 静 脈,大

腿 静 脈 に も 白色 血 栓 を み とめ た 。

■

●

㌶ 能驚 慾 漂 禁7燃1亨 血圧症の1例

鷲錬灘 ≧鱗1霧鱗撒 運lil璽
鱗 籠鷲 難i三llえ1蕊llご;《=;
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表4-11出 現 漢 字 単 語 頻 度 表

読 み カ ナ 漢 字 単 語 頻 度(10以 上)

レ イ 例 75

ド ウ ミ ヤ ク 動 脈 43

セ イ 性 41

ミ ギ 右 31

シ ン 心 26

テ キ 的 25

サ イ 才 24

ヒ ダ リ 左 20

ケ ツ ア ツ 血 圧 19

ト ウ ヨ 投 与 19

◆

フ 部 19

リ ン シ ョ ウ 臨 床 .19

コ ウ ケ ツ ア ツ 高 血 圧 18

ゾ ウ カ 増 加 17

ダ イ ド ウ ミ ヤ ク 大 動 脈 17

ホ ウ 法 17

ジ カ ン 時 間 16

ケ ツ カ ン 血 管 15

シ ン ダ ン 診 断 15

コ・ 後 14

シ ン キ ン 心 筋 14

フ カ 負 荷 14

ザ ツ オ ン 雑 音 13

シ ョ ウ 症 13
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読 み カ ナ 漢 字 単 語 頻 度(10以 上)

シ ヨ ケ ン 所 見 13

ジ ヨ ウ ミ ヤ ク 静 脈 13

ジ ン 腎 13

セ イ ジ ヨ ウ 正 常 13

カ ツ セ イ 活 性 12

キ 期 12

ケ ツ リ ユ ウ 血 流 12

シ ユ ウ シ ユ ク 収 縮 12

チ リ ヨ ウ 治 療 12

ド 度 12

ノ、 波 12

ハ イ 肺 12

ハ ン ノ ウ 反 応 12

ケ イ コ ウ 傾 向 11

ケ ン ト ウ 検 討 11

ゲ ン シ ョ ウ 減 少 11.

テ イ カ 低 下 11

ヘ イ ソ ク 閉 塞 11

キ ヨ ウ サ ク 狭 窄 10

コ ウ カ 効果 10

シ .ッ カ ン 疾 患 10

シ ョ ウ ガ イ 障 害 10

ジ 時 10

ナ イ 内 10
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4.2 固 有 名 詞 処 理 の 事 例

421社 会 保 険業 務 の 概要

(1)業 務の処理概要

健康保険 お よび厚生年金 の保険 料徴収 を行 な う社会保険庁 の情報処理 シス

'
テ ムは,保 険料の計算 と納入告知 書の作成 に関する処理 を 目的 とす るもので

ある。

この情報処理 システ ムでは,事 業所(主),お よび被保険 者に関す る諸デ

ータがすべてフ ァイル化され てお り,こ のフ ァイルを利用 して各種業務 の処

理 が可 能で あるとい う特 色が ある。保険 料 の計算 と納入告知書の作成 は,こ

の基礎データの一利用法であり,他 に厚生年金の給付時(現 在20才 の 人では

あ と45年 後)ま で保存 され る。

各事業所か ら提出される事業所 お よび被保険者 に関す る各種異動デ ータを

基 に して保険料が計算され るまで の事務処理 の流 れを図4-8に 示す。各種

異動 届(新 加入,異 動,中 止 な ど)が 事 業所か ら社会保険 事務所(東 京地区

は23事 務所)へ 提出 され る と,各 種異 動デ ータを紙 テープさん孔機でさん

孔 し,社 会保険庁へ送付す る。社会保険庁 では,こ の紙 テープ ・デ ータに よ

り,事 業 所 記号(キ ー ・コ ー ド)お よび被 保 険 者 の 各 マ ス タ ・テ ー プに,記

録内容 の追 記 ・更新処理 を行 な う。 そ して,追 記 ・更新された マ スタ ・テー

プを使 って保険料 計算 を行 ない,保 険料納 入告知書,保 険料増減 内訳 書,事

業所別告知額一覧表 等 を作成 して,そ れぞれの社会保険事務所 に送 付す ると

ともに,厚 生年金被保険 者 についてのデ ータを別処理 のシステ ムに送 る。 ま

た,そ の他 の業務 に必要 な諸種 の統 計関係資料 も作成 している。

報告書類 としては,

① 納入告知書

② 保険料増減 内訳書

③ 告知額 一覧 表
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④ 基 本 保 険 料 内訳 書

⑤ 各 種 統 計資料

が あ り,こ の う ち①,②,③ につ い ては ,

書 で あ る。

カ タ カナ 処 理 も行 な っ てい る報 告

も

●

(2)漢 字 情 報 処 理 の必 要 性

社 会 保 険業 務 の処理 の うちで,カ タ カナ処 理 に 関 す る フ ァ イルお よび入 出

力情 報 の 内 容 は,表4-12に 示 す とお りで あ る。 これ らの情 報処 理 需 要 は

マン ・マ シ ン型 で あ る とい う公共 サ ー ビス性 を考 え て
,カ タ カナ 処理 の問 題

点 をあげ てみ よ う。

カ タ カナ処 理 を行 な ってい る① 納 入 告知 書 ,② 保 険 料増 減 内 訳 書,③ 告 知

額 一 覧 表,の うちで 外 部 利 用 者(社 会保 険 庁 ・事務 所 以 外)が 行 な う処理 ,

い わ ゆ る

イ)郵 便 に よる配達

ロ)受 取 りの 確認

ハ)保 険 料 の納 入'

二)事 業 所 で の保 険 料 の確認

ホ)社 会 保 険事 務 所 へ の質 疑 の材料

の5つ の処 理 に対 して,

a)カ タ カ ナ で書 かれた 住 所 や事 業 所 名で 誤 りな く配 達 され るか

b)受 取 りを確 認 で き るか

c)保 険 料 納 付 の義 務 が果せ るか

d)保 険 料 の増 減 な どを確 認 で き るか

e)社 会 保 険 事 務 所 へ の 質 疑応 答 が 適 確 に行 なえ るか

とい った問 題 点 が生 じて くる。 これ らの こ とは,公 共 サ ー ビス の向上 とい う

点 では 直 ち に改 善 しなけ れ ば な らな い問 題 点 で あ ろ う。 しか し,情 報 処理 シ

ス テ ムの効 率 を考 え る と,現 状の カ タ カナ処 理 を漢 字 か な渡 り文処 理 や漢 字
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事業所
づ
ニコ ニコ
ロ ⊂コ

cコ 【コ 【コ 口 口 こIQ口

口
口

口
口
口

口 口o

口 ⊆コロ

↓

各種異動届

… …}　 t… … … … …

社会保険事務所

紙 テープ
さん孔機

異動 デー タ

封入発送

'

___一 ⊥___

社会保険庁

コンピ ュー タにより

デー タ内容のチェック

マスター ・テープの更新

保険料 の計算

納入告知書 等の印刷

●

納入告知書等

図4-8 保 険 料 計 算 事 務 の 流 れ
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表4-12 入 出 力情報 と カタ カ ナ情 報 項 目

＼ 区 分 届書,報 告書名 カ タ カ ナ 項 目

入力情報 事業所関係 新規適用届 住所,事 業所 名

所在地変更届 住所

名称変更届 事業所名

被保険者関係 資格取 得届 被保険著名

資格喪失届 〃

氏 名変 更届 〃

フ ァイル 情報 事業所関係 事 業 所 マ スタ 住所,事 業所名

事業所記号 事業所記号

被保険者関係 被 保 険 者 マ ス タ 被保険著名

出力情報 事 業 所異動 リス ト 住所,事 業所記号

事業所名

納入告知書 住所,事 業所記号

事業所名

保険料増減内訳書 事業所記号

事業所名

被保険 者名

告知額一覧表 事業所 記号,事 業所名

氏 名等一覧表 事業所記号

被保 険者名
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固有 名詞 処 理 に 変換 す るた め に,か な りの技 術 的 諸 問 題 が 含 まれ て くる。

す な わ ち,

。ハ ー ドウェア …… … 漢 字 情報 入力 装置,漢 字 情 報 出 力 装置

・ソ フ トウェ ア … … … カタ カナ か ら漢字 へ の変 換 ア ル ゴ リズ ム,編 集

システ ム

。ア プ リケー シ ョン ・ウ ェア … … … 変 換 シス テ ムの実 務 面 へ の利 用 の

可 能 性

な どが 必 要 にな って くる。

一 方
,こ うした諸 問 題 をか か え ては い るが,社 会保 険業 務 の 情報 処 理 シス

テ ムでは,住 所 ・事 業 所 名 ・被 保 険 者 氏名 につ い て は ど うして も漢 字情 報 処

理 が 要 求 さ れ よ う。 しか も これ らの 漢字 情 報 処理 は官 公 庁 のみ な らず,広 く

民 間ベ ース にお い て も需要の高い汎 用システムと して開発 されるべ き必要性がある。

(3)漢 字 情報 処理 の問 題 点

カタ カナ ・デ ー タか ら漢 字 情報 へ の変 換 シ ステ ム を考 え る場 合 に,す で に

フ ァイ ル化 さ れ て い る カ タ カ ナ ・デ ー タを変 換処 理 す るの と,新 規 発 生 の カ

タカ ナ ・デ ー タ を変 換 処 理 す るの とで は,処 理 が大 幅 に異 な っ て くる。 い わ

ゆ る,分 ち書 きが され て い ない カタ カ ナ ・デ ー タの場 合 には,ど の部 分 で単

語 や 文 が 区 切 れ るの か 判 らず,ソ フ トウ ェア 処理 で は文 法 や 構 文 の処理 が 必

要 とな って 複雑 に な る。 い っぼ う新 規 入 力 の場合 には,入 力 原 則(分 ち書 き

や,同 音 異 義 語 判 別 情 報 の入 力 な ど)に 従 って入 力 さえ す れ ば,後 の変換 処

理 は単 純 な探 索 処 理 で済 ん で しま う。

こ こで扱 う社 会保 険 庁 の デ ー タ は,こ の うちの 前者 の方 で あ る。 そ こで カ

タ カナ処 理 の シ ステ ムか ら漢 字 情 報 処 理 シ ステ ムへ の移行 に あ た っ ては,ど

の カ タ カナ部 分 か ら着 手 す るか,変 換 手 順 は ど うす るか,変 換 率 の満 足 度 は

どの程 度 にお くか,な どい くつ か の問 題 が あ る。 社 会保 険 庁 の 現 状 の情報 処

理 シス テ ム に拾 い て,住 所 ・事 業 所 名 お よび被 保 険 者氏 名 の カ タ カ ナ漢字 変

`
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換の問題点 を把握す る意味 で,漢 字情報処理 の必要性,漢 字情報の利点 およ

び 変換 処 理 の難 易 性 を列 記 してみ る と,表4-13の よ うに な る。

また,カ タ カナ 漢字 変換 処理 の実 行 に あた っ ては,実 用 面 に おい て変換 の

困 難度 と利 用 上 の期 待 度 との妥協 が 必 要 で あ る。 シス テ ム の効率 を考 慮 して ,

変換 率 を調整 し,完 壁 な 出力 が要 望 さ れ る シ ステ ムでは,数 ステ ップの 処理

を加え れ ば 可能 とな る よ うにす れ ば よい で あ ろ う。 カタ カ ナ漢字 変 換 処 理 シ

ステ ムの 設 計 に お い て ,漢 字変 換 処 理 の困 難度 の高 い もの ほ ど変 換 率 を低 く,

困難度 の低 い ものほ ど で き るだけ 変 換 率 を高 く,と い った考 え 方 を も とに設

計 で きる と,情 報 処 理 需 要 とシ ステ ム効 率 の バ ラン スが も っ と も よ くな る。

行 政等 の 事 務 処理 シ ステ ムは,ほ とん どこの範 ちゅ うに入 る と思 わ れ る。

表4-13社 会 保 険 業務 の 漢 字 情報 処 理 の問題 点

＼ 漢字情報処理 の必要性 漢字情報 の利点
カ タ カナ漢 字 変 換

処 理 の難 易 性

住 所 納入 告知書 の配達, 正 確に配達 され 地域的 に地 名が 固定 され

受領お よび納 付の正 受取 人が確認 し るので,漢 字 の種類 は比

確 易い 較的少 な く変換 し易い

事業所名 事業所名の確認 受取 人が確認 で 部 門別 に単 語 フ ァ イル を

保険料増減内訳書 の きる 完 備 すれ ば,あ る パ タ ー

内容確認 増減内訳 者の誤 ンに よ って処理 で き よ う

り防止

被保険者 被保険者 の確認 同音同名 に よる 姓 につ い て は,か な りの

氏名 誤 り防止 変換 は期待 でき るが,名

については変換効率 がわ

る い 。 ま た,デ ー タ が 多

す ぎ る。
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422変 換単語テー ブルの編成

社会保険業務 の情報処理 システムで取扱 ってい る各種報告書 の うち,今 回の

実験では保険料納入告知書 を漢字 出力す る目的 で変換単語テ ーブルの編成 を行

なった。

納入告知書 では,従 来 カタカナ処理 を して いたのは,対 象事業所名 とそ の所

在地(住 所 ・地名)で あ り,必 要 とす る変換単語テ ー ブルは事業所名テ ー ブル

と地 名 お よび 公共 機 関 名 ・学 校 名 テ ー ブル で あ る。

事 業 所 名 テ ー ブルの 作 成 に あた っ て は,事 業 所 名 に 関 す る 資料 か ら漢 字 単 語

の調 査 分 析 を行 な う必 要 が あ り,今 回 の実 験 に使 用 す るテ ー ブル は そ の一 次的

な もの で あ る。 調 査 資料 と して は,

。 「昭和48年 版 東 京23区50音 順電 話 帳 」(企 業 名)の 約5,000件 の

サ ン プ リン グ

。 「1970年 版 会 社年 鑑 」(上 場 会 社版:日 本 経 済 新聞 社 .)の1,555件

を使 って 調査 した。 そ の結 果 はつ ぎ の とお りで あ る。

・調査 単 語 延 べ数
、12・208

・漢字 単 語数5,452

・読 み語 数4,863

・同 音 異 義 語 延 べ 数g77

・同 音 異義 語 読 み 数'388

・漢字 種 ・1,449

一方
,地 名 テ ー ブ ル の作成 に あ た って は,調 査 資料 と して,

。 「日本 分 県 地 図 地 名総 覧 」(48年 版:人 文 社)の うち東京 都 ・神奈 川 県 ・埼

玉 県 ・千 葉 県 の地 名

を使 っ て調 査 を行 ない,そ の 結果 は つ ぎ の とお りで あ る。

●調査 単語延 べ数

・漢字単語数

●読み語数

8,746

5,096

4,734
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・同 音 異 義 語 延 べ数'679

・同 音異 義 語読 み数317

・漢 字 種1
,059

また,公 共 機 関 名 の調 査 に使用 した資 料 は,

。 「東 京都 地 図 地 名 総 覧 」(48年 版:人 文 社)

(東 京 都 公共 機 関 一 覧)

。 「行政 機 構 図 」

の2つ の 資 料 で あ り,そ の分析 結 果 はつ ぎの とお りで あ る。

・調査 単 語 延 べ数 約10
,000

・漢字 単 語 数1
,857'

・読 み 語 数
.1,774

・同 音異 義 語 延 べ数154

・同 音 異 義 語 読 み 数71

・漢 字種928

学 校 名 の 調査 に は,

。 「昭 和48年 版 東京23区50音 別 電 話帳 」(企 業 名)

(・国 公立 学 校:大 学 ・高校 ・中学 ・小学 校)

。 「東 京 都 地 図 地 名 総 覧 」(48年 版 ・人文 社)

(東 京 都 公共 機 関 一 覧:学 校)

。 「学 校 調 査 番号 総 覧 」(昭 和47年 版:文 部 省)(東 京 都)

の資料 を使 い,そ の分 析 結果 は つ ぎの とお りで あ る。

・調査 単 語 延 べ 数7
,851

・漢字 単 語 数1
,062

・読み 語 数1
,018

・同音 異 義 語 延 べ数86

・同音異 義 語 読 み 数42

・漢字 種597
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これ ら4つ の漢字 単 語 調 査 の結 果 を もとに して,3.3の 変 換 単 語 テ ー ブル作

成 サ ブシ ステ ムの 処理 ル ー チ ン を経 て,社 会 保 険 業 務用 の 固有 名 詞 変 換 単 語 テ

ー ブルが 作 成 され る
。

事 業 所 名 ・地 名 お よび 公共 機 関 名 ・学 校 名 の各 テ ー ブル を編 成 す る と,全 漢

字単 語 は13,467語 に な るが,地 名 が事業 所 名 や 学校 名に もな っ てい・る こ と

か ら重 複 を削 除 す る と と もに,新 た に発 生 す る同音 異 義 語 を整 理 した 結果,社

会保 険業 務 用 の 固有 名 詞 テ ー ブルは つ ぎの よ うな構 成 に な った 。

◎ 漢字 単 語 数11,501

◎ 読み 語数9,160

◎ 同音 異 義 語 延 べ 数2・345

◎ 同音 異 義語 読 み数986

◎ 漢字種1,892

この結 果 か らみ る と,同 音 異 義 語 の 増 加 が 目立 っ てい る。4つ の個 別 の テ ー

ブルに おけ る同 音異 義 語 の和 は,延 べ数 で977+679+154+86

=1 ,896語,読 み 数 で388+317+71+42=818語 で あ り,

しか も共 通 して い る単 語 の重 複 は 削除 した に もか か わ らず増 え て お り,新 た に

発生 した 同 音異 義 語 が 多 い こ とが 明 らか で あ る。 これ は他 の業 務 で取 扱 う固有

名詞 の 編成 で も同様 な こ とが言 え る。変 換単 語 テ ー ブル編 成 の 今 後 の問題 と し

て検 討が 必 要 とさ れ る。

423力 夕 力 ナ ・デ ー タ の 作 成

社 会 保 険業 務 にお け る漢 字 情 報 処 理へ の移 行 の問 題 と して 前述 した が,実 験

で取 扱 うデ ー タは,す で に カ タ カナ ・フ ァイル 化 され て い る保 険 料納 入 告知 書

デ ー タで あ る。 図4-9に 見 られ る よ うに,事 業 所 名 とそ の所 在地 は変 換 単 語

テ ー ブル構 成 お よび カ タ カナ ・デ ー タ入 力規 則 の分 ち書 き原 則 や 同音異 義 語判

別 情 報 の 付加 な どが さ れ てい な い。 そ のた め,カ タ カナ ・デ ー タ ・フ ァイ ルに

作 りか え なけ れ ば実 行 す る こ とが で き ない。

●
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但

実 験 の た めの 処 理 手 順 を図4-10に 示 す。 既 存 の カ タ カ ナ ・フ ァイ ル を こ

の カ タ カ ナ漢字 変 換 シ ステ ムで 処理 す る方法 と しては,こ の他 にCRTデ ィス

プ レ イな どに表 示 しなが ら上 記 の 挿入 デー タ を付 加 して い く方法 もあ るが ,オ

ン ライ ン ・シス テ ム上 で なけ れ ば 処理 す る こ とが で きず コ ス ト的 に も問 題 が 残

され よ う。 図示 した方 法 で は 入手 介 入 が増 え るた め に誤 デ ー タ も多 い が,チ ェ

ック ・リス ト繰 り返 し とっ て完 成 させ ね ば な らない。 実験 デ ー タは3～4回 の

サ イク ル を経 て 実行 した。 ・

_㊥ 領 収 控 (匡1庫fe.) 1厚 生 保 険 「
.

143東 京83コ わ「,区

市オ"
り三,!2-17-1う 郡

:ツ トう串ン、ノ・クコう■・3う カブ・シ寧力・イシ

や 殿

デテf圏w 0花0041
昭和"年 度1

埋土保険特メリ会よ↑(03D二川 』:岩 ⑨苫前起 じ

:三
厚 生 省 所 管

毒誌 §(6374)
納付期限 昭 和49年9月3n日

納付場所 日本銀行本店.支 店.代 理店、歳 入代理店、東京n

内郵便局 または大皇社会保険事務所

尾滞金の 期限内に完納されなかったときは.延 滞金の納
計算方法 付を要します(健 康保険法第11条

、厚生年金保
険法第87条 、児竜「F当法弟22条).弁 済の充当の

順序は.元本に充て、次い

筒 唱 保 健 再納付目的厚
生年金保険外
見歌手惰襖出合

翌年 度5月1日 以降

現 年 々 歳 入 組 入

左 記 の 合 計 額 セ

領 収 し 皇 し た.

(領 収 日 付 印)
で延滞金に充てる. 国定年度 φ1口的年月分 貝建増弱 _ロ ■ ■ 冒1▼,Sw

匂 唱 保 険 料1厚 生年 金保険 軒

49 恥98 01 K

円

栖59匂760 N

円

■63・080

〔ご 驚 三〕
■ ・ 勘 ㌔「

合 計 屈児 ■ ●A工 出 ●

」

円

■996 1「

円

■123・836

'

東15.

図4-9 保 険 料納 入 告知 書(3枚 複写のうちの領収 控)

図4-10 カタ カナ ・デ ータ ・

ファイル作 成手 順
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424実 験 結 果 と分 析

カタカナ漢字変換処理 の効率 は,漢 字 変換単語 テー ブル の収録 語数に左右 さ

れるのが一般的で ある。 しか しなが ら情報処理 システ ムの合理性 を考え るな ら

ば当然その適 正規模 とい うものが 見い出 され よ う。

100%完 全 なカ タカナ漢字変換 を目標 とするな らば,変 換単語 テー ブルを

可能な限 り最大に とれ ば良いわけ であるが,図4-11に 示 され る ように,収

録単語数 と変換効率の関係は単語数 の増加 とと もに効率向上は少 な く,効 果 の

期待 も低 くなる。

♂

100%

50

変
換
効
率
㈹

0

蒜 漢字変換単語収録数(W)

図4-11単 語 数 と 変 換 効 率

そ こで実例 として,社 会保 険業 務の固有名詞処理の実 験結果 を分析 してみ る。

① シス テ ム と して用 意 した もの

・変 換 単 語 テ ー ブ ル

・同 音異 義 語 対 応 表(読 み 数)

11,501語

986語

●
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・同 音異 義 語 対 応 表(延 べ数)2 ,345語

② 実 験 デ ー タ

・保 険料 納 入 告 知 書(事 業 所名 ・所 在地)

サ ン プル数

③ 変 換 処理 結 果

・出現 総 単 語 数

・漢 字 変 換 単 語 数

(使 用 単 語種 類764語)

・ア ンチ文字 変 換(不 変 換)単 語数

(ア ンチ文 字 変 換 単 語種 類398語)

・出現 単 語 の 状 況

主 な出 現単 語 を表4-14に 示 す。

1,000件

9、051語

8,272語 (91.4%)

779語(8.6%)

以 上 の よ うな 変 換処 理 の結 果 が 得 られ た が,漢 字 変 換 さ れた 単 語 が正 しい も

の か ど うか原 本(麹 町 社会 保険 事 務 所)と 照 合 分析 して み る と,つ ぎの よ うな

こ とが わ か った 。

。照 合 件数704件

。単 語 数 推 定2 .800語

。住 所(所 在 地)の 照 合

区 名,町 名,番 地 に関 しては ほ とん ど正 しく変 換 さ れ てい るが,そ れ 以

下 に つ づ く ビル 名 な どは漢 字変 換 さ れ ず にア ンチ文 字 出 力の ものが 多 い 。

しか し,こ れ ら ビル名 な どは,実 際 に は住所 と一 緒 に して と らえ る よ り

も,別 な固 有 名詞 と考 え られ よ う。

。事 業 所名 の照 合

照合 結 果 を表4-15,表4-16に 示 す。

この よ うな分 析 結果 をさ らに検 討 す るな らば,ア ンチ文 字 出力 さ れ た単 語 い

わ ゆ る不 変換 単 語=未 登 録 単 語 に対 して,変 換 単語 テ ー ブル を どの よ うに設 計

し,編 成 した ら よいで あ ろ うか 。 この実 験 では,変 換率91.4%で,登 録 単 語
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主 な 出 現 単 語 の 頻 度 数表4-14

単 語 頻 度 内 容

区 999

千 代 田 973

会 社 648 *

株 式 615 *

日 本 521 ニホ ン*

日 本 30 ニ ッ ポ ン*

町 326 チ ョ ウ

町 186 マ チ

丸 の 内 244

法 人 136 *

麹 117

協 会 109 *

有 楽 103

東 京 99

大 手 95

会 館 87 *

階 80 「会」と誤変換されて印刷*

永 田 74

飯 田橋 69

新 68 *

九 段 64

、

工 業 63 *

内 幸 57

財 団 56 *
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単 語 頻 度 内 容

平 河 56

霞 が 関 50

号 48 「郷」と誤変換されて印刷*

国 際 42 *

富士 見 41

北 35

有 限 32 *

社 30 *

小 計32 6,153

頻度10以 上

の35単 語
延565

中 計67 6,718

㈱*は 事業 所名に関す るもの,無 印は地 名 に関す る もの

表4-15正 しく漢字変換できなか った単語

状 況 語 数 延 語 数 例

岩 見(い わ み)
アンチ文字変 換 158 252 一心 社(い っ しん 社)

'

変 換 ミ ス 日 豊(日 邦)

(同 音異義語番号 の誤 り)
60 64

精 算(生 産)

いずみ(泉)
過 変 換 12 17

イシヤマ(石 山)

計 230 333
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表4-16未 登 録 単 語(ア ン チ文 字 出力 され た 単 語)

頻 度 状 況 単 語

非 常 に 多 い 単 語 社 団64回

多 い 単 語
シヨ

研 究 所7回

2～4回

'

所(3)県(4)

共 済(2)協 会(2)

缶 詰(4)林 業(2)

工 業(2}党 ⑧

輸 出(3)棋 院(2)

鮪(3)鰹(2}

技 術(4)染 色(2}

1回 だが将来何回 も発生 しそ うなもの 塗 工 衣

店 友

板 貿易

部 弁護士

遺族 同業

砂利 企 業

家 魚介

財団 農産

文学 武道

主義 業

衛生 栽培

教職員 豆類

駐 車 輸入

教材 配 給

舗装 合 資

奉仕 農作 物

有線 事 務所

連 水産 物

私鉄 官房

厚生 校友

後 援

1回 で将来 も少 ない もの そ の 他 の 単 語
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総 数11,501語 の うち わず か764語 しか使 用 して い ない 。 い ま仮 に ア ンチ

文 字 出 力 され た 単 語 の頻度2以 上 の もの16単 語 を変 換単 語 テ ー ブル に加え る

だけ で,漢 字 変 換 で き る延 べ 単語 数 は109増 加 し,変 換 率 は92 .6%と な っ

て1.2%上 昇 す る。 また,一 度 も出現 しな か った 単 語 や未 登 録 単 語 につ い て は,

実験 を繰 り返 し行 な っ て調査 し,変 換単 語 テ ー ブル の メ ンテ ナ ン ス を効果 的 に

行 な う必要 が あ る。

表4-15の 変換 ミ ス60語 の原 因 に つい て調 べ た結果,① 同 音異 義 諸 表 に

なか ったた め に別 の単 語 が 変 換 さ れて しま った,② 同 音異 義 語 番号 の 付け ちが

い,が 主 な原 因 で あ る。 ま た,入 力時 の分 ち書 きな ど の判 断 ミス に よる もの も

あ るが,カ タ カナ ・デ ー タ の修 正 に よって正 し く変 換 され る もの で あ る。 しか

し,実 務上 当然 発 生 す る誤 りと して想 定 し,そ の措 置 を考 え な け れ ば な らな い 。

そ の1つ の解 決 法 は,マ ン ・マ シ ン対 話 型 のハ ー ドウ ェア の 開発 で あ ろ う。

6

425テ ー ブ ル 編 成 の 比 較 検 討

社 会保 険業 務 にお い ては,事 業所 名 と地 名(住 所,所 在 地)に 関 す る変 換 単

語 テ ー ブ ル を編成 して実 験 を行 な い,前 述 の結 果 が 得 られ た が,テ ー ブル 編 成

を比較 検 討 す る うえ で,他 の実 験 につ い て以下 に概述 す る。

固有 名詞 の第2の 実 験 で は,住 所 ・姓 名 の カ タ カナ ・デ ー タ を漢字 変 換 処理

した もので あ る。 変 換 単 語 テ ー ブル の編 成 は,地 名 テ ー ブ ル,姓 テ ー ブル,名

テ ー ブ ル の3種 の テ ー ブル を集 合 し,重 複 単語 の 削除 と同 音異 義語 番号 の 付 加

な どの処 理 を施 して あ る。

① シ ステ ム に用 意 した もの

・変 換 単 語 テー ブル30 ,771語

・同 音・異 義 語対 応 表(読 み 数)4 ,578種

(延 べ数)18,269語

② 実 験 デ ー タ

・個 人 の 住所 ・姓 名 サ ン プ ル数500件
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③ 変換処理結果

・出現総革語 数

・漢字変換単語数

(使 用単語種類1,172語)

・ア ンチ文字変換(不 変換)単 語数

(ア ンチ文字変換単語種類

・出現単語 の状況

177語)

3,370語

3,175語(94.2%)

195語(5.8%)

主 な出 現 単 語 を表4-17に 示 す 。

この よ うな高 い 変 換 結 果 が 得 られ た もの の,第1の 実 験 で あ る社 会 保険 業 務

の固 有 名詞 変 換単 語 テ ー ブル に く らべ て約3倍 の登 録 語 数 に よる変換 処理 で あ

る。 これ は 姓 名 とい う特 異 なデ ー タ を処理 す るた め に生 じた もの で あ り,と く

に名 に つい て は他 の 固 有 名 詞 や 専 門 分 野用 語 に く らべ て単 語(名)の 種 類 も多

く同 音異 義 語 の生起 す る可 能 性 が 非 常 に多 い。

参 考 に名 テ ー ブル と他 の テ ー ブル との単 語数 と同 音異 義 語数 につ いて 比較 し

た ものが表4-18で あ る。 同 音異 義 語 の割合 が68.4%も あ り,カ タカ ナ ・

デ ー タ作成 時 の繁 雑 さが 想 像 され よ う。

ま た,漢 字 変 換 され な か っ た単 語 につ い て調 べ てみ て も,大 部 分 は非 常 に使

用 頻 度 の少 ない 漢 字 あ るい は読 み 方 で あ り,テ ー ブル の登 録 単 語 の追 加 や変 更

に よる編成 の効 果 は望 め そ うに な い。

つ ぎに,地 名 と事業 所 名 テ ー ブル を使 っ た実 験 結果 と,地 名 と姓 ・名 テー ブ

ル を使 った 実 験 結 果 とを,漢 字 変 換 率 と単 語 の比 較 を表4-19と 図4-12

に示 す 。
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表4-17主 な 出 現 単 語 の 頻 度 数

単 語 頻 度 内 容
'

市 420

区 208

町 141 チ ョ ウ

町 48 マ チ

横 浜 122

川 崎 37

千 葉 35

郡 30

東 22

上 21

台 20

市 川 18

高 津 18

南 17

西 16

内 16

保土 ケ谷 16

神 奈 川 16

藤 沢 15

鈴 木 15 *

旭 14

北 14

佐 藤 14 *

戸 塚 14

港 北 13

鶴 見 12

平'塚 12
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単 語 頻 度 内 容

川 口 11・

中 原 11

中 11

本 11

八 千 代 11

相 模 原 10

団 地 10

船 橋 10

松 戸 10

計36語 延1,438語

囲*印 は氏名に関する もの,無 印は地 名に関す るもの

表4-18同 音 異 義 語 の 割 合

テ ー ブ ル名 漢字単語数 同音異義語延べ数
同音異義語延べ

字単語数

名 6,667 4,561 68.4%

姓 8,143 2,740 33.6%

地 名 5,096 679 13.3%

事業 所名 5,452 977 17.9%

公 共 機 関 名 1,857 154 8.2%

医 学 用 語 3,719 498 13.4%
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表4-19 地名 ・事 業名 と地 名 ・姓名 の漢字変換率比較

地名 ・事業所 名の

漢字 変換
地名 ・姓名の漢字変換

実 験 数

変換単語テーブル
収 容 語 数

全 単 語 数

1,000件

11,501

9,051

500件

30,771

3,370

全

体

使 用 語 数

延 べ 数

変 換 率

764

8,272

91.4%

1,172

3,175

94.2%

頻度数 の

上位10

単語まで

使 用 語 数

延 べ 数

変 換 率

10

4,678

51.7%

10

1,086

32.2%

頻度数 の

上位20

単語ま で

使用 語 数

延 べ 数

変 換 率

20

5,579

61.6%

20

1,251

37.1%

頻度 数の

上位30

単語 まで

使用 語 数

延 べ 数

変 換 率

30

6,091

67.3%

30

1,376

40.8%

頻度数 の

上位50

単語 まで

使 用 語 数

延 べ 数

変 換 率

50

6,524

72.1%

50

1,487

44.1%

頻 度 数 の

上 位100

単 語 ま で

使 用 語 数

延 べ 数

変 換 率

100

6,982

77.1%

一

100

1,725

51.2%
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00093句0鴬 チヨタ⑨ %ク%う チサイつイ %チ ヨう22-1-1賛 イイノ 覚ヒ⑨鳥∂!
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日本 ロ ツ クラーパ イプ 株式 会社

千 代田 区丸 の内3-3-1新 東京 ピル

日本かつ お ま ぐろ漁船保険 組 合

千代 田区 九段北2-3-22ま ぐろ会館

株 式 会社 ニュ ーハナ トモ

千 代 田区 永田町2-10-3ヒ ル トンホテ ル

日本 プ レ ンテイス ホ ール 株式 会社

千 代 田区紀 尾井 町6-20

日本 ほん こん 日本 かい きよ うち運 賃協定 日本セ イロ ン運 賃同盟

千 代田 区 丸の内2-3-2郵 船 ピル

日本社 会 しゆ ぎ青年 同盟中 央本部 深田は じめ

千 代田 区永 田町1-4国 会図書館 ない

株 式会 社 日新企 画

千代 田区 九段 南4-8-27

日本 企画宣 伝 株 式 会社

千 代 田区 麹町4-8麹 町 スカイ ピル

日本高 圧 株式 会社

千 代 田区西 神 田3-1-3

日 本 リホ ーム工事

千代 田区 富士 見2-7-15

株 式 会社 ニュ ー スn本 社

千 代 田区 飯 田橋4-3-7

しや だん 法人 日本 道路建 設 ぎよ う協会

千 代 田区 丸の 内3-3-1新 東京 ピル9F

日本林 業土 木 株 式会 社

千 代 田区永 田 ちよ う2-4-3永 田町 ピル

日本ボ ウ リ ングチ ェ'一ン 株 式会社

千 代田 区丸の 内2-2-1き しもと ピル

株式 会 社 日清 アー ケー ド

千 代 田区 有楽町1-1日 活国 際会館 ない

日本 国有 鉄道 東京南 鉄道管 理局 総 務部厚生 課

千 代 田区 丸の 内1-6-5

n本 紡織工 業 株式 会社

千 代 田区 丸の内1-6-4交 通 公社 ピル

日本 合成 ア ルコール 株式 会社

千 代田 区霞 が関1-4-2ダ イヤモ ンドピル

日 本国 有鉄道 関東 地方資 材部

千代 田区 丸の 内1-6-5国 鉄 ピル127

日本 国 有鉄道 東京 第一工 事局

千代 田区 丸の 内1-1

日本 国有 鉄道職 員局

千 代 田区 丸の内1-6-5

H本 イ ンター ナシ ョナル アーケー ド 株 式会社

千代 川 区内幸 町1-7-23

財 団 法 人 日本母 子えいせ い じよせ い会

千代 川区 飽町1-3-5

しや だん 法人n本 工婁用 水協会

千 代111llX.平河2-4-3

財 団法 人 日本地 域開 発セ ン ター

千 代川 区内 幸町2-1-1イ ィノび る'

図4-14地 名 ・事業所名処理 の漢字変換 出力例
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日本 オー ク 株 式会社

千 代 田 区丸 の内3-4--1新 国際 ビ ル907

株 式 会 社 日本 ホ リデ ーズ

港 区 赤坂2-2-19

株 式 会 社 日本 イ ンナ ーアー ト

千 代田 区平 河1-8-12

日 本パ ル ス電機 株 式会社

千 代 田区麹 町3-12-1

日本 ヒ ドラ ジ ン玉 案 株 式会社

千 代 田区 内幸町2-1-1

日本 モ ンテ ジ ソン 株 式会社

千 代 田区 有楽 町1-11芯 有楽町 ピル224

日本 中 華連 合掃海

千 代 田区 丸の 内2-4-1ま る ピル468

株 式 会社 日本テ レ ビサ ー ビス

千 代 田区 二番14

日本 プ ーズ ア レ ン 株 式会社

千 代 田区 内幸1-1-5第 一勧 業銀行 内幸町 別館

株 式 会社 日華木

千 代 田区 一番22-1一 番 町セ ン トラル ピル

日本 プ ロ ジェ クト 株 式会社

千代 田区 麹町4-8麹 町 ス カ イマ ンシ ョン

株式 会 社 日本 マテ リア ル

千 代田 区富士 見2-6-9ゆ うざんか くピル3F

日本管財 株式 会社

千 代田 区麹3-2相 互 第一 ビル

日本 ウ ォー ター ズリ ミテ ッ ド

千 代 田区 飯 田橋3-4-4だ い5田 中 ピル

日本 バ ーニ ーイ ンズ 株 式会社 、

千 代 田区 丸の 内2-3-1三 菱商 事 ピル別館

日本 ビジ ネス レポ ー1株 式 会社

千 代田区 大 手町1-7-2産 経 ピ ル別館 ない

日本 パ ルセ イ シ ョン コ ン トロ ールズ 株 式会社

千代 田 区九段 南4-8-21

社 会福 祉法 人 日本保育 協 会

千 代田 区平 河2-4-8内 山 ピル

しやだ ん法 人 日本 きんかい 海運協 会

千 代 田区 平河2-6-4海 運 ピ ル6F

財 団法 人 放送 会

千代 田区 雷 が関1.-1-1

ほん だ産 業 株式 会社

千 代田 区丸の 内2-4-1ま るピル328ク

ほ ん 二ん しや ん はい銀 行東京 支店

千 代田 区 丸の内2-1-2

財 団法 人 縫 工会

千 代m区 富 士 見2-4-12

北 洋か や 《 株 式 会社

千代 田区 丸の 内1-2-1東 京海 上ビル しんかん3F

株式 会社 堀 プ ラザ ース商会

千代 田区 内幸町「2-2富 国 ピ ル
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図4-15 地 名 ・姓 名 処理 の カタ カナ ・デ ー タ例

一121一



7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

3

3

3

4

⑱

4

4

ら

Q

鯵

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

8

8

8

8

8

8

8

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

?

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

%オ タ噛つう

男マツ才力2

駕オタ"ワ ラ

%シ0ク ラ

緊オタ"つ ラ

%ク サカへい

鴨方ワワ11

%オ ノテ"う

%わ ワtrll

gnイトウ1

%シ%市 リノうチ433-7@

%ヨ シれ ら@

%シ%リ カエ2%チ ョウ11-16-9@

%ケ"ン う"う2@

%ヒ0シ24

%チ ノ〕"サ 宇2

陪カツ?タ3

鴬]つ り"%ク"ン

96アンサ"イ3

%ヨ]ハ マ ～,;シ

男サトウ3シ6ユ 夕方8

男ヨコハマ%シ

o「"イシカワ1

男ヨコハマ 碗ン

%タnハ シ:ろ カツヒ02

%ヨ コハマ16シ

%ヨ シタケ5

%ヨ コハマ5シ%カ,り 、、つ

%タ ナカ1%コ ウヘイ5@

%ヨ コハマ%シ%三 卜⑨リ5

%マ ッハ"ヤ シ%ケ ンイチ10

%シtsレ ンシヨウシ.406@

%テ ツオ3@

%シ%タ ヵッ%ク%シ ン句ク51352@

%ノ リt40a

%シ%snツf7%ミ ソ"ノ クチ401-1@

@

%シ%マ ツn"オn31-6-5S

%trンtf7dl

%1ヒ いナ1%シ%カ シワh"ト1477@

%ア 宇マリ8

%]ウ 巾ク2倒 ク;・6亭シ?%.チ ョウ1531a

@

%ト ツノ1%ク%イ ス"ミ5為 チョウ12959@

%アiSl9@
'.%コ ウナン1%ク%シ モナカ"ヤ 気マチ2026劣 ショウつ1

@

%η ナカ"う2%ク%ハ2ラ ク55@

%ヒ0ナ カ2@

o「・カワリrl

Om(タn"ミ2

甥力つサll
Omtフlbカつ1

略ヨ]ハ マ%シ

%ハ?タ"2

男ヨコハマ [・4シ

雪リンク"う1

男カマクう%シ

%フ ルカつ1

男コウサ"%ク"ン

%オn{b2

男ハ51/8%シ

%オt32%マ 句三5

%ヨ コハマ%シ

鰭オシ亨リ%ス 工亭チ

%ミ ナ三5;.6ア シカ"フ

%ム トウ

%ヒ ラツカ
'mトウマ2

%tが 、オ3

%シ

%マ 句ヨ

%オ タ、、ワう

%イ イタ"

%ヒ ラツカ

%コ サ・ノ

%イtハ う

%mリ カワ

%ク26ア 〕マリヤ ～≧{チョウ14439-6@

%ク%ウ ツクシ乃"才 力

dl

%シ%ナ カバう1%ク?4nリ トト"⊇3ao@

%三 ツオ23@

%シ%タnッ%ク%シ ラバ32%タ"イ31●11-1

%コ うシ"60a

%ト ツn～6ク 寛イス"ミ5覧 チヨう11666-13

%ミ ノjbら@

%ニ シ1%ク%こn"シSCク ホ"11Sチ3ウ1103

%セ ツコ5@

%づ"イ モクサ、、3⇔14-11司

%ヒ テ"オ21@

%ア トセ%マ チ 為力三1%ツ チタ'sナ195@

%フ ミt15@

%ホ"タ"イ106@

@

%コ ウ巾ク2駕 ク%ナ カ,バ ラ2●12-15a

@
●96シ%?タ"ラ メ62司

@

%ミ ナ三5%カ ナメ2865@

@

駕シ%才 力6ラ バう386●2a

%タnシ46@

偏シ%Pツ ノ2%チ ヨう134-18a

%効 ラ3@

%シ%ヒ カψシ%tコ 「タケ1884-1@

%ヒ0ミ ツ10@

%カ モツ9く,イ2∂

1-13-5☆ リコ● タ?%タ"イ4396リ ヨ)ga

%シ ラハタ2265)"イ3%シ"ユ うタク13●202@

@

@

一122一

'

'

●

●



安田紘一

中島博久

平山かずじ

村上誠

堀内あつお

稲葉満

黒瀬潤

田中一義

かん章二

永田恵三

大沢元

鈴木宮司

浅田公一

斉藤和義

樋渡忠行

あきさわ博

後藤さだの り

鵜沢たかき

福沢忠義

奥野英一

林博紀

塩野谷守夫

里中博

安藤とらぞう

寺林忠勝

新井ゆうじ

横 浜市緑 区竹 山3-2-43202-245

横 浜 市保土 ケ谷区常盤 台363NHK常 盤 台 寮2208

横 浜 市南区堀 ノ内1-87

横 浜 市旭区左 近山団地5-14-204

横 浜 市神 奈川 区幸 ケ谷26

横 浜 市神 奈川 区子安通1-38

藤 沢 市鵠沼神 明5-13-15

平 塚 市代官町7-5

横 浜 市鶴見区獅 子 ケ谷 町995

横 浜 市保土 ケ谷区権太 坂287-6

茅 ケ 崎市小和 田611

高座 郡寒川町 岡田134

大和 市上和 田1828-12

伊 勢 原市串橋363-2

小 田原 市酒匂98公 社 住 宅2-235

小 田 原市寿町4-12-27

横 須 賀市平作5-10-17

川崎 市中原 区井田1578-53

横 浜 市旭区万騎 が原62-9

横 浜 市鶴見区寺谷2-11-10

新 座 市野火止1153-8

狭 山 市下奥富856-2

浦 和 市常盤9-33-8

北 足 立郡吹上町 本町2-6-6

川 口 市栄町1-18-9

越 谷 市蒲生3909

図4-16地 名 ・姓 名処 理 の漢字 変 換 出 力例
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5.文 書 情 報 処 理 シ ス テ ム の 評 価 検 討

51 入 力 方 式 の 比 較 検 討

す で に2の 「漢字 情報 処理 の技 術 動 向 」で漢 字 情報 入 力 シ ステ ムにつ い て概

述 した が,こ こで は 各種 入 力方式 を主 体 に比 較 検 討 す る。 漢字 情 報 の入 力 方 式

は,図5-1の よ うに分 類 す る こ とが で き る。 以 下 に,そ れぞ れ の入 力方 式 に

つ い て比 較 して み る。

漢

字

情

報

入

力

方

式

人手 を介する

エ ン トリー方式

数字コー ド方式

フル　 一ド方式丁 籔ll

=… クアツフ「隠 ∴

一へ葭1黒
黒[

字形式

人手介在音声入力(速 記入力方式)

オンライン手書き漢字入力方式

漢 字 情 報 入 力 方 式 の 分 類



(1)数 字 コー ド方 式

この 方式 は,前 もっ て漢字1字1字 に対 応 す る数字 コー ドを決 め てk・き,

人手 に よっ て 日本 文 の原稿 を数字 コ ー ドに変 換 して入 力 す る方式 で あ る。 入

力 装 置 は テ ン ・キ ー ボ ー ドや カー ドせ ん 孔 機 を使 って紙 テ ー プ,カ ー ドな ど

に 記 録 す る。

10進 数4桁 で最 高i万 字種 を取 り扱 え るが,日 本 文 の原 稿 を 人手 に よ り

数字 コー ド化 す る作業 が 大 変 で あ る と と もに,効 率 面 でい か に コー ドを覚 え

やす く決 め るか,ど れ だけ の コー ドを 人間が 記 憶 で きるか にか か っ て しま い,

実 用 性 が乏 しい 。

(2)フ ル キー ボ ー ド方 式

この方 式 は 現 在 もっ と も多 く使 用 され て い る もの であ り,全 漢 字 をけ ん盤

上 に配 置 してk・き,シ フ トキ ー な ど を使 って そ の うちの1つ の文 字 を指定 し

て2タ ッチ で1字 を入 力 す る。 シフ トの数 は4～10シ フ トく らい の もの ま

で あ るが,操 作 上 どの程 度 の シ フ ト数 が 効果 的で あ るか は 優劣 が つ け難 い よ

うで あ る。 収 容 文 字 数 は2.500～3,500字 程 度 の もの が 多 い が,こ れ ら

の 中 か ら1字 を見つ け 出 す 訓 練 も容 易 な もので は な く,音 読 み 順 や"つ くり"

"
へ ん"な どで分 類 した り,さ らに は 使用 頻 度 に よ ってそ れ ぞ れ の 分類 を細

区分 した 配置 も考 え られ て い る。

漢 字 コー ドの 出 力媒 体 は,多 くは 紙 テー プ で あ るが,カ セ ッ ト ・テー プ や

磁 気 テ ー プへ 出 力 す る装 置 も出現 して い る。 また,入 力 した漢 字 をチ ェ ック

で き る よ うに,漢 字 デ ィス プ レ イ装 置 を付け た もの も開発 され て い る。

(3)テ ー ブル ・ル ックア ップ方 式

全漢 字 をけ ん盤 上 に配 置 す る点 で は フル キ ー ボ ー ド方 式 と変 りない が,

1つ の 文字 を指定 ・選 択 す るの に ラ イ トペ ンや ス タ イ ラ スで指 示 して 入 力 を

行 な う点 が異 な る。 多 くは和 文 タイ プ ラ イ タの概 念 を取 り入 れ た もの で あ り,

簡 単 な和 文 タ イ プ ライ タの改 造 に よっ て平 面 テ ー ブル の もの と円 筒 面 テ ー プ

'
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ル の もの,の2つ の型 が 考 案 され てい る。

この方 式 の 操 作 は,一 般 に 片手 でXY座 標 に配 置 され た文 字 盤 の 中 か ら希

望 す る文 字 を探 して,そ こに タ イ プ ライ タ部 を もって きて,も う一 方 の 手 で

印字 レバ ー を押 す と活 字 が ひ ろわ れ て 印字 され,同 時 に 漢 字 コー ドが 紙 テー

プに パ ンチ さ れ る もの で あ る。

また,ラ イ トペ ンに よるペ ンタ ッチ方 式 の もので は,平 面上 の 文字 盤 の 中

か ら指定 文 字 を ライ トペ ンで 軽 く タ ッチす る と,そ の漢 字 コー ドが 紙 テー プ

にパ ンチ さ れ る。

テ ー ブル ・ル ック ア ッ プ方 式 と フル キ ー ボー ド方 式 と を比較 してみ る と概

念 的 に は表5-1の よ うな こ とが 考 え られ る。 な お,現 在 開発 さ れ てい る フ

ル キ ー ボー ド方 式 と テ ー ブル ・ル ック ア ップ方 式 の主 な 出 力装置 を表5-2,

表5-3に 示 す。

表5-1テ ー ブル ・ル ック ア ップ とフル キ ー ボー ド方 式 の 比較

o

テ ー ブ ル ・ル ッ ク ア ッ プ フ ル キ ー ボ ー ド方 式

ハ ー ド 機 種 安 定 革 新 中

パ ン チ ・ ス ピ ー ド 早 い や や 劣 る

パ ン チ ャ の 育 成 責 任 者 向 素 人 向

文 字 種 大 き い や や 劣 る

モ ニ タ 有 無 無 有
1

(4)マ ル チ ス トロー ク方 式

この 方 式 は,カ ナ ・タ イ プ ラ イ タ を原理 と して開 発 さ れ た もの で あ り・ 大

き くわ け てつ ぎの2種 の 方法 に分類 で き る。

① 漢字 か な 湿 り文 をそ の ま ま カナ文 字 に変 換 して入 力 す る方法

② 漢 字 か な 湿 り文 の 各1文 字 に カナ 記号2字 を対 応 させ て入 力す る方 法
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義5-2 フ ル キ ー ボ ー ド方 式 の 漢 字 情 報 入 力 装 置

メ ー カ 名 富 士 通 株 式 会 社 富 士 通 株 式 会 社 谷 村 ㈱ 新興 製作 所 谷 村㈱新 興 製作 所 日本田仔産綱 谷村㈱新興 日本アイビーエム株式会社 高千穂交易株式会社 沖電気工業株式会社

機 種 名 F6801A F6802B S-4000 SCK-200 KB202A
IBM漢 字鍵盤機構付
29せ ん孔機

T-4112,T-4011,

T-4012 漢 字鍵盤 さん 孔 横

文 字 キ ー の 数 48〔片192(オ プシ。ン) 240 48 192 192 240〔spacebar含tず) 256 650

シ フ ト キ ー の 数 8

-

12 1～3 MAXI5 14 15 15 4

文字キー当りの文字数 8文字/キ ー 12文 字/キ ー 文字/キ ー MAX15文 字/キ ー 14文 字/キ ー 15文 字/キ ー 12文 字/キ ー 4

文 字 稲 3,840穐 2,880(細 目は レサ忙よ勾 細目はユーザ指定 細目はユーザ指定 2,688種 3,500種 3,072種 2,600種

漢 字 2,808 1,912 2,950 2,808

ひ ら が な 86 85 87 83

カ タ カ ナ 103 87 86 83

英 数 字 62 62 62 62

記 号 232
.

150

170

42

特 殊 文 字 549 392
1

10

そ の 他 ユ ーザの選 択した145字

外 字 1,536 4,500 10,000(MAX) 5,120

入 力 可 能 文 字 種 5,376, 4.096種 2β80種 7,188 8,192 5,200

記 録 媒 体 紙 テ ー プ 紙 テ ー プ 紙 テ ー プ 紙 テ ー プ 紙 テ ー プ IBMカ ー ド カセ フ ト型磁気 テープ 紙テープ,デ ィスプレイ

コ ー ト「

パ リ テ ィ の 有 無 8bit 無
6hit

無

「
6bit,8bit
パ リティ可

6トit,8hit

無

8bit 無 EBCDICカ ードコード

(2Col/字)

8bit

有

6bit,8bit

有

モ ニ タ 無 無 可(SC-4000) プリント可(SCP-200) 無 無 デ ィ ス プ レ イ デ ィ ス プ レ イ

打鍵速度(MAX) 80文 字/分 120文 字/分 400文 字/文 400文 字/分 100文 字/分 通常60～80文 字/分 120文 字/分 500字/分

外字インフ㌧ ト方 法
システムによる
一例 番号入力 テンキーによる番号入力 パ タ ー ン 入 力 外字用遵数字←(100f動

を蹄y㎞ する事によって入こカ
コ ー ド 入 力 方 式

使 用 環 境 常 温 常 湿 常 温 常 温 通 常 の オ フ ィス 環 境 ・
T-4011:紙 チーフせん孔

TL4012:ラ4ス フレ∫モメ なし

温 度 5℃ ～35℃ 5℃ ～35℃ 10℃ ～30℃ 15℃ ～35℃ 5℃ ～35℃

湿 度 40%～80% 40%～80% 35%～85% 20%～80% 30%～70%

備 考
コート富 士通漢字コード
書体明朝/ゴ%ク切換あり

コー ドCO-59

制御方式IC

価格 買取 万円
140万 円
160万 円(オ フシ 。ン付) 未 定 llO万 円 140万 円 約612万 円 488万 円 160～180万 円

レンタル 万円/月 12万 円/月

発 売 年 月 昭和45年3月 出荷 昭和47年12月 出荷 昭和47年8月 昭和39年 昭和42年 昭和46年4月 昭和43年12月

販 売 富 士 通 株 式 会社 富 士 通 株 式 会 社 谷村 ㈱ 新 興製作 所 谷村 ㈱ 新 興 製作 所 日 本 電 子 産 業 ㈱ Ei沐アイビーエム株式会社 高千麗交易株式会社 沖電気工業株式会社

、
句 ● ●
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∋

表5-3テ ー ブル ・ル ックア ップ方 式 の漢 字情 報 入 力装置

メ ー カ 名 日 本 電 気 ㈱ 日本 アイ ・ピー ・エム ㈱ ㈱ 日立製 作 所 日本 電子 産 業 ㈱

機 種 名 (㌔5110漢 字 入力装置 (試 作) (試 作)
'KB
-301漢 字 タブレ ッ ト

文 字 キ ー の 数 2,205 3,520 600 2976

シ フ ト キ ー の 数 0 0 4 0

文字 キ ー当 りの文字 数 1文 字/キ ー 1 4 1文 字/キ ー

文 字 種 2,145 >3,520 2,400 2,976～20,000

漢 字 1,878
、

ン

`

320種 頻 度大な

るもの

》
1,6002区 画

1,900

ひ ら が な 75 81

カ タ カ ナ 75 81

英 数 字 82(数 字10種x3組) 62

記 号 35 115

特 殊 文 字 0 161

そ の 他

外 字 60(文字盤面}セ ット)

入 力 可 能 文 字 種 技術的にはほぼ無制限 20,000

記 録 媒 体 紙 テ ー プ カ ー ド 紙 テ ー プ 紙 テ ー プ

コ ー ド

パ リ テ ィ の 有 無

8bit

有

12bit 8bitX2列

モ ニ タ タイフ泊]書(標準に装備)

打鍵 速 度・(MAX) 75文 字/分 10字/秒

外字 イ ンプ ッ ト方法

上記外 字は打鍵入力,

それ以外 はテンキーに

よりコート番号を数 字で入力

使 用 環 境

温 度 5℃ ～35℃ 10℃ ～30℃

湿 度 45%～85% 30%～70%

備 考

電子 タブレ ットに よる

文 字 表 座 標 入 力

elasticdiaph-

ramswitch

に よる座 標 入 力

リー ドス イ プチ に よ る

座標 お よ び シフ トに よ

る入 力

価格 買取 万円 160

レン タ ル 万 円/月

発 売 年 月 昭和47年3月

販 売 日 本 電 気 ㈱ 日本ア イ ・ピー ・エム ㈱ ㈱ 日立 製 作 所 日本 電 子 産 業 ㈱
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① の方式 は,カ ナ 文字 を コ ン ピュー タ に よ って漢 字 か な湿 り文 に 変 換す る

こと を必 要 とす る。 この 場合,入 力 に対 して翻 訳 を どの よ うに す るか で処 理

方 法 は異 な る。

a)文 字 単 位

この 方 法 では,

・音 ・訓 読 を別 々に 区 分す る

・音 ・訓 読 の両 方 か ら区分 す る

・"つ く り"や"へ ん"で 区 分 す る

な どの方 法 が 考 え られ る。

b)単 語 単 位

・分野 区 分,頻 度 数 に よって区 分 す る

・品 詞 に よる判 別 方 法

いず れ に して もカナ文 字 入力 の 場 合 必 らず コ ン ピュ ー タ処理 が 必 要 で あ る

た め,い か に 効 率 よ く変 換 テ ー ブ ル を作 成 して漢 字 かな 湿 り文 に変 換 す るか

が大 きな 問 題 で あ る。'

② の方 式 は,カ タ カナけ ん盤 上 の文字 記 号2字 分 を漢字1字 に対 応 させ て

入 力 す る もの で あ る。 カタ カナ2字 の 組 合 せ だ け で対 応 を構 成 す る もの と,

カタ カナ と記号 ・英 字 な どを2文 字 に組 合 せ て 入力 す る場 合 とが あ る。 カタ

カナ対応 の 場 合 は,① の方 式 の場 合 と同様 に 同音 異字 の判 別 の問 題 が付 随 し,

また 後 者 の カタ カナ と記 号 ・英 字 な どの2文 字 の組合 せ では,人 間が い か に

組合 せ を覚 え るか に よって 効率 は 変 って しま い,数 字 コー ド方式 の 場合 と同

様,実 用 化 は むず か しい 。

①,② の方 式 の他,漢 字 を"へ ん"や"つ く り"に 分 け て,そ のKEYを

けん 盤 上 に持 っ て 入 力す る方 式 や,マ イ ク ロフ ィル ム を利 用 した もの,オ ン

ライ ンに よ る漢字 デ ィス プ レ イ装 置 を利 用 した もの,ソ ク タ イ プを利 用 した

もの な どあ るが,い ず れ もまだ ま だ 実 稼動 には 至 らず,実 験 段階 や 特 殊 用途

向け に 利用 され て い るにす ぎな い 。
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◆

以下に,今 年 度 研 究 開発 を推 進 して き た文 書情 報 処理 シ ステ ムに お け る入 力

方 式 につ い て評 価 検 討 を述 べ る。

〔a)ハ ー ドウ ェア機 構(カ タ カナ 入 力装 置)の 概 念 につ い て

。従来 の 入 力が,主 にバ ッチ 処理 で あ るの に対 して,こ の 入 力方 式 で は オ

ン ラ イ ン処理 か ら リモ ー ト処理 まで の総合 シス テ ムが拡 張 可 能 で あ る。

。従 来 の カナ タ イ プを ベー スに して い るた め ,機 構 が 簡 単 で あ り,故 障が

少 な い。

。入 力 にお い て漢 字 単 語 区 分 を漢字 デ ィス プ レ イや マ イ ク ロフ ィル ムな ど

を利 用 す る こ とに よ り入 力精 度 の 向上 が は かれ る。

。イ ンテ リジェ ン ト ・ター ミナ ル ・シ ス テ ムの概 念 を採 用 す る こ とに よ り,

入 力 コー ドを内 部 コ ー ドに変 換 す るだ け で な く,入 力 デ ー タの チ ェ ック

お よび編 集 機 能 も端 末 が か ね る こ とが可 能 で あ る。 また,内 部 コー ドへ

変換 した際 に 同音 異 義 語 テー ブル に よって漢 字 単 語 へ の変 換 も行 なえ る

の で,上 位 の メ イ ン ・コン ピ ュー タ の ロー ド軽 減 が は か れ る。

(b)オ ペ レー シ ョンに つhて

。フル キー ボー ド方 式 やテ ー ブル ル ックア ップ.方式 に比 較 して キー ボー ド

の数 が少 な いた め 入 力 ス ビー ドのア ップに な る。

。カナ タイ プ方 式 を採 用 してい るの で,オ ペ レー タ の育 成1・補 充 が 容 易で

あ る。

。デ ー タ ・フ ァ イル作 成 ,更 新 プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジを完 備 す るこ とに

よって,ユ ー ザ の 目的 に適 した マ スタ ・フ ァイル を準 備 して,地 名 ・人

名 ・一 般 用 語 な どの 単語 群 を フ ァ イル容量 の最 大 限 まで拡 張 で き,キ ー

ボー ド数 が 少 な い に もか かわ らず 入 力可 能文 字 種が 多 くな る。

。単 語 ハ ン ドリン グに よっ て,オ ペ レー タは 文脈 を理 解 しな が らエ ン トリ

で き る。 そ の た め 入 力精 度 が 高 い。

。モ ニタ ・リス トが カ ナタ イ プや ライ ン プ リン タに 容 易 に とれ るた め 入 力

ミスの チ ェ ックが 迅 速 にで き る。
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以 上 の よ うに,ハ ー ド ウェア機 構 と オペ レ ー シ ョンにつ い て の特 長 が挙 げ ら

れ る が,文 書 情報 処 理 シ ス テ ム全体 につい て の評価 検 討 は 次節 に述 べ る。

◎
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52シ ス テ ム の 実 用 性 に 対 す る 評 価

文書 情 報 処理 シ ステ ム の実用 性 に 対す る評 価 を行 な う場合 に,機 能 面,処 理

能 力 面そ して 入力 作業 にお け る入 力機 器 や入 力方 式 の操 作性 につ い て論 じる こ

とが適 切で あ ろ う。

機 能 面 か らの評 価 は,具 体 的 に要 求 され る機能 を満 足 させ るた め に シ ステ ム

が どの様 な配慮 を基 に どの よ うな メ カニズ ム を備 え て い るか を検 討 す れ ば 良い

わ けで あ る。 文書 情 報 処理 システ ムに お け る入力 方式 で は,こ の結 論 と して,

非 常に シ ン プル な メ カ ニズ ムに よる フ レ キ シ ビ リテ ィを 備え た機 能 を持 っ てい

る とい うこ とが言 え よ う。 入 力方 式 の特 長 は 前述 した が,カ タ カナ 入 力 して,

漢 字 か な 混 り文 を出 力 す る機 能 の た め に,変 換漢 字 母 群 を2次 記 憶 装 置 上 に格

納 し,入 力 した カタ カ ナ ・デ ータ と この変 換 テ ー ブル を突 き 合 せ る こ と に よ

って漢字 コー ドに 変 換 す る メ カ ニズ ム を ソフ トウェア で行 な って い る。 そ うす

る ことに よっ て この 場合 の機 能,す な わ ち変 換率 で代 表 さ れ る シ ステ ムの精 度

の限界 あ るい は範 囲 を固定 の もの とせ ず,今 後 の シ ステ ムの向 上 ま た は拡 張 を

十 分 に配 慮 して 設 計 して あ る こ と もま た満 足 され る機 能 で あ ろ う。 しか も,比

較的 簡 単 な ソフ トウェ ア ・ロジ ック に よって,カ タ カナ ・デー タ を漢 字,か な

文字,そ の他特 殊 記号 等 に判 別 可 能 とす る フ ァンク シ ョン ・コ ー ドが 設 け て あ

る事 か ら も言 え る。

しか しなが ら,こ れ らの うちで もっ と も重 要 な こ とは,メ イ ン ・ロジ ック を

変更 す る こ とな く補 助 作 業 の追 加 のみ でそ の最終 的 な 目標 す な わ ち変 換率 や対

象範 囲 の 向上 ・拡 大 す る こ とが可 能 な点 で あ る。

以 下 に,機 能 を満 足 す るた め の 個 々の処 理 につ い て 評 価検 討 してみ る。

① 変換 単 語 テ ー ブル の 作成

分野 別 に構 成 さ れ る変 換 単 語 テ ー ブル を作 成 す るた めの 労 力 と,同 音 異 義

語発 生 のた め の 処置 に つ い て 多 くの問 題点 が あ る。

一 般 の漢 字 テ レ タ イ プな どに よる直接 漢字 コー ドを 入 力す る方 式で は 全 く
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不 必要 な テ ー ブ ル作 成 の労 力 で あ るが,カ タ カナや ロー マ字 か ら漢字 コー ド

へ の変 換 処 理 を必 要 とす る入 力方 式 で は,い か に この変 換単 語 テー ブル あ る

い は漢 字 辞 書 とい うもの を構 成 す るか に 大 きな ウェ イ トが か か って くる。

漢字 単 語 を収 容 す るの に必 要 な記 憶装 置 が無 限 で,し か も同 音異 義語 の判

別 を効 率 よ く処理 で き,速 度 も早 い シス テ ムが理 想 的 で は あ るが,そ の適 正

規 模 とい うもの を把 握 した上 で 設計 しなけ れ ば 実用 性 は 全 くな くな って しま

う。 と くに同音 異 義 語 の 判別 の 問題 が 解決 され な い 限 り,こ れ らカタ カナ入

力方 式 の シ ステ ムは 実 用 化 ま で に至 らな い で あ ろ う。

そ の1つ の方 法 と して考 案 した のが,専 門分 野 別 に変 換 テ ー ブ ル を持 って,

ユー ザ の ア プ リケ ー シ ョンに応 じた テ ー ブル 編成 を とろ うとい うこ とで あ る。

あらゆ る漢字単語 をすべ て共通 に持 つ よ りも同音異義 語の発生 が少 ないばか

りか,あ る分 野 で は 不 必要 な 漢 字 単語 まで も持 つ 無 駄 をは ぶ くこ とに も効 果

が あ る。

② カタ カナ 漢字 変 換 処 理

カタ カ ナ入 力 方 式 と直接 関係 す るの は カタ カ ナ漢 字 変 換 処理 で あ る。

処 理 方 法 は,情 報 検 索 の手 法 と同様 に,カ タ カナ ・キ ー ワー ドの マ ッチ ン

グ処理 が主体 で あ るが,カ タカ ナ漢 字 変 換 処 理 の 大 きな特 異 点 は 同音異 義 語

の判 別 で あ る。 単 に カ タ カ ナ ・キ ー の マ ッチ に よ り検 索 して変 換 す るわけ に

は い かず,対 応 す る変 換 テ ニ ブル の漢 字 単語 の 中か ら適 合 す る もの を選 ば な

け れ ば な らな い 。

これ まで 考 え られ て き た もの に,日 本 文 の構 造 か ら構文 解 析 や,前 後 に出

現 す る漢 字 単 語 か ら選択 す る 意味 分 析 の手 法が あ るが,日 本 文 の特 異性 か ら

シス テ ムは複雑 に な る ば か りで あま り望 ま しい 結果 は 期待 で きな い よ うで あ

る。

そ う した こ とか ら,当 シ ステ ム の カ タ カナ漢 字 変 換手 法 は,カ タ カナ ・デ ー

タを作成 す る入 力 方式 に負 うと ころ が 多 い。 い わ ゆ る内部 処 理 を複雑 に す る

こ とな く,入 力 時 点 で 判 別情 報 を付 加 して しま うとい う ことで あ る。 カタ カ
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ナ ・デ ータに分 ち書 き や フ ァン クシ ョン ・キー を付 け る作業 は増 加す るが,原

文 に も っ と も近 い 入 力時 に判 別 す る こ とで正 確 性 は 高 ま り,し か も カタ カナ

漢字 変 換 が簡 単 な マ ッチ ン グ手 法 と,テ ー ブル ・サ ーチ の手 法 な どで行 なえ

るとい う大 きな利 点 が 生 じるわ け で あ る。 よって,カ タ カナ漢字 変 換 処理 に

っ い ては 実用 性 は十 分 あ る と考 え て よいで あ ろ う。

以 上 の①,② が 主 に 評価 され る こ とで あ り,他 は前述 した 入 力方 式 にす べ て

含 ま れ よ う。

一 方 ,処 理 能 力 面 の評 価 も必 要 とす る ところ で あ るが,そ の場 合 に重 点 は ・

変 換率 と処理 ス ピー ド,さ らに は 入 力 ス ビー ド,訂 正 処理 ス ピー ドな どに置 か

れ よ う。

変 換 率 に つ い ては,事 例 の実験 結果 か ら推 察 す ると ころ,現 在 の変 換 単 語 テ

ー ブル の 構成 か ら80～95%程 度 が可 能 で あ る。 しか しなが ら文 書 ・文 献 を

デー タ例 に した 実 験 で は,一 般 用 語 が 登 録 され てい ない に もか か わ らず80%

くらい の 変 換 率 に な ってい るこ とは注 目す べ きで あろ う。変 換 単 語 テ ー ブル の

規模 と同 音 異 義語 の生 起 率 との 関 係 か ら,ど の程 度 の テー ブル構 成 にす るか が

重要 な ポ イン トで あ る。

ま た 処理 ス ピー ドにつ い て は,図5-2の カタ カナ漢 字 変 換 処 理時 間 は,1

セ ンテ ンス あた り0.4～1.8秒 ほ どで あ る。EBCDICコ ー ドか ら漢 字 コー

ドへ の 変 換 は,漢 字 単 語 の変 換 に よ る磁 気 デ ィス ク ・ア クセ ス ・タ イ ムが 大 き

な ウェ イ トを 占め,カ タ カナ ・ひ らが な ・英 字 ・数字 ・特 殊文 字 は内 部 メモ リ

ア クセ ス のた め 処理 時 間 は あ ま りか か っ てい な い。 実験 結 果 の うち医 学 文 書 に

つ い て の実 験 が もっ と も時 間 が遅 い が,こ れ は 医学 文書 の漢 字使 用 率 が 高 い と

い う特 異 性 の た めで あ ろ う。 これ らの結 果 か らは,現 在使 用 コ ン ピ ュー タが,

HITAC-8450と い う大形 コ ン ピュー タ に よるた め に 意識 す るほ どの遅

い処 理 時 間 で は な い で あ ろ う。

入 力 ス ビー ドにつ い て は 入力 方 式 の 比 較 で も述 べ た よ うに,従 来 の漢 字 キ ー
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プログラム名 比 較 項 目 比 較 項 目 実 行 結 果

JIP5

(カ タ カ ナ

デ ー タ作 成

プログラム)

プ ロ グ ラ ム ・サ イ ズ

プログラム ・ステ ップ数

コ ン パ イ ル 時 間

9,816Byte

o

209ス テップ

1分9秒

デ ー タ の 種 類

カー ド枚 数

セ ンテ ン ス数

実 行 時 間

姓 名 ・地 名

1,000

1,000

3分30秒

公 報 文 書

538

217

1分55秒

医 学 文 書

429

194(1)

2分5秒{2)

JIP4C

(テ ー ブ ル

作 成 プ ロ グ

ラ ム)

プ ロ グ ラ ム ・サ イ ズ

プログラム ・ステ ップ数

コ ン パ イ ル 時 間

44,512Byte

o

511ス テツフ

1分43秒

テーブル登録語数

専 門 分 野

固 有 名 詞

実 行 時 間

1,85メ3)

30,784

2分2秒

3,218

1,857

1分30秒

3,774

16,704

1分59秒

JIP6C

(カ タ カナ

漢字 変 換 プ

ログ ラム)

プ ロ グ ラ ム ・サ イ ズ

プログラム ・ステ ップ数

コ ン パ イ ル 時 間

78,504Byte

●

1,462ヌ テッフ

2分38秒

出 現 単 語 総 数

変 換 率

実 行 時 間

3,370'

94.2%

7分34秒

3,147

79.0%

2分22秒

2,482

81.2%

3分52秒

※ 注(1)こ の うち60セ ン テ ンス は改行 レ コー ドのみ で カ タ カナ ・デ ー タは な い。

②MT書 き 込 み エ ラー に よる オ ペ レー シ ョン ・タ イ ムが含 まれ てい る。

(3}姓 名 ・地 名の デ ー タに専 門分 野 テ ー ブル は不要 で あ るが,シ ステ ム上 ダ ミー ・テ ー ブ ル を使 っ て い る。

図5-2 事 例 実 験 評 価

` σ



ボー ド方式 よ りもス ピー ド ・ア ップは は かれ よ う。

また,訂 正 処 理 につ い て は,モ ニ タ ・リス トもカ ナタ イ プ ラ イ タや ライ ン プ

リン タに 容 易 に出 力 が可 能 で あ り,し か も低 コ ス トの カタ カ ナ ・デ ー タ作成 時

点 で訂 正 処理 が 行 な え,か つ 処 理 時 間 も早 い 。 漢 字変 換 処 理後 の訂 正 につ い て

も,不 変 換 単 語 と して ア ンチ文字 出 力 され て い る部分 を差 し換 え るだ け で よ く,

誤 変 換単 語 に つ い て だ け 従来 の漢字 テ レタ イ プの 方 法 と同様 の 処理 を すれ ば よ

い。 この と き漢字 テ レ タ イプ(フ ル キー ボー ド,・テー ブル ・ル ックア ップ)方

式 に 比 べ て ミス ・パ ンチ は極 く少 な く,全 体 と して の訂 正 処理 時 間 は は るか に

短 い はず で あ る。

ゐ
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6. 今 後 の 課 題

従来か ら扱われ てきた情報処理 システ ムでは数値情報 の処理が主体で あ り,

表題等 に カタカナや ロー マ字 を用 いて所定 のフ ォーマ ットに整 理す る程度 の出

力情報 とな ってい た。

しか し,経 営 情報 システムを形成す る上であ らゆ るレベルの管理者 に利 活用

できる ような情報 処理 システムに拡張 す るためには単な る数値や記号 に よる定

形的 な数値情報,記 号情報 だけでな く,文 書の形式 に加工 した情報 をや りとり

で きる様 な情報 と して各 レベルの管理 者 に与え る必要があ る。数値 や記号が情

報 と して有効 であ った のは情 報処理 システ ムがきわめて限 られた範 囲で利用 さ

れていたか らであ り,必 ず しも満足 して いた といえ るものでは ないだ ろ う。

む しろ,情 報処理 システムの利用範囲 が拡張 され るにつれて柔軟性 のない数

値 情報や記号 情報だけでは情報 を提供 され る側 に正確な意志 の伝達が しに くい

だけでな く,場 合に よっては情報 を提供 され る側に重大な ミスにつ なが る誤解

を与え ない とも限 らない。少 な くと も経営 情報 システムであるな らば,各 レベ

ルの管理者 間で情報 を伝達 す る場合 には,各 管理 者が自己の考 えや判 断 を文書

の形式 で情報処理 システムに入力で きる ようにす ることが必要 であ り,い わゆ

る文書 情報処理 に関す る研究開 発が ますます活発 に行なわれ るであ ろ う。実際

に漢字 処理 を行な うた めの入出力機器に対す る研究開発が盛んであ り,最 近 で

は これ らの機器 をコン ピュータの入 出力装置 とした漢字処理 システ ムが実用化

し,限 られ た分野で はあるが利用 され る よ うになった。 しか し,こ れ らの漢字

処理 システ ム も文 書情報 を処理 す る上で 全 く問題 がない わけで はな く,む しろ

種 々の問題 が あらためて提起 された と云 え るであ ろう。 その中で も漢字 デー タ

の入力方 式は早急に解決 すべ き問題 の一つ と考え られる。すなわ ち,日 本語 文

では通常漢字 かな湿 り文が用い られ,こ れ らの情報 を入力す るための入 力機器

として多 くは漢字 テレタイプが使用 され てい るが,漢 字 の種類が 非常に多い こ
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とか ら機器 の操作性や人間工 学的 に も問題 があ り,ま た,デ ータ作成に関す る

コス トも決 して安 くない ことであ る。 このため文書情報 を処理 する上で漢字 デ

ータの入力が一つ の障害 とな ってい ると もいえ るが
,決 定 的な解決が なされな

いままに,漢 字処理 を行 なわ ざるを得 ないのが現状で ある。

そ こで,昭 和48年 度 より文書情報 に関す る処理 の うち入力方式の部分 をソ

フ トウェアで カバーす ることを考え,文 書情報に関す る研 究開発 として実 施 し

た。 この事業 は機 器の操作性 に問題 の ある漢字 テ レタ イプの使用 を避 け,従 来

か ら利用されてい るカタ カナ鍵 盤 に よって情報 を入力 して漢字か な混 り文 を出

力す る処理方式の研 究開 発であるが,48年 度 に行 なった基本的な実験 システム

の設 計開発 お よび実験 と,49年 度 に行 なった固有 名詞 処理 を含む カナ漢字変

換処理 システムの開発 と事例実験 か ら,速 報性 を要 求され る文書情報 の処理 シ

ステ ムには特 に有効 な方式で あ り,文 書情報処理 システムの普 及に伴 って予想

され るデー タ入力に関す る操作性 とデー タ入 力要員 の不足 を解 消す るであろ う

とい う明るい見通 しを得た といえ よう。

今後 の課題 と しては文字 に よる情報 の 伝達 や記憶 だけでな く情報 の入力が容

易であ るこの処理 方式 を発展 させ,官 公庁 におけ る通達文書,出 版社 におけ る

初編,病 院の カルテ とい った文書 情報 の作成に利 活用 できる トー タル ・シ ステ

ムを実現す るためにそれぞれ の適用分 野 について カタカナ漢字変 換単語テ ーブ

ルを整 備拡 充 し,入 力システ ムに使 用す る周辺 機器 を開発す ることで ある。 ま

た文書情報 をカタカナ ・デ ータと して入 力 し漢字 かな湿 り文 として出力す る方

式の処理 システ ムにとどま らず,漢 字 デ ータを取 り扱 う特殊な分 野で あるだけ

に文書 に関す る情報 の蓄積,検 索等 を含 む効果 的な処理技 術の研究開発に発展

させ る必要 があ るだ ろ う。
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1ア イオイ

2ア イカワ

3ア イコウ

4ア イジマ

5ア イナ

6ア オイ

7ア オ ト

8ア オバ

9ア カサカ

10ア カバネ

11ア キ

12ア キバ

13ア クツ

14ア サイ

15ア サカ

16ア サガヤ
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18ア サヒガオカ
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社会保険業務用の同音異義語表

1… 愛生

1… 愛川

1… 愛光

1… 間島

1… 愛名

1'…青井

1… 青戸

1… 青羽

1… 赤坂

1… 赤 羽根

1… 安芸

1… 秋場

1… 明津

1… 朝夷

1… 朝霞

1… 阿佐 ケ谷

1… 朝 日

1… 朝 日ケ丘

4… 旭 ケ丘

1… 朝 山

1… 飛鳥

1… 遊馬

1… 安須

1… 東間

4… 吾嬬

1… 東屋

1… 安達

1… 安違屋

1… 安部

1… 甘沼

1… 新居

1… 新生

1… 阿良川

1… 新木

1… 新 家

1… 安房

1… 安西

1… 安全

1… 安藤

1… 飯泉

1… 委員

1… 育英

1… 育生

1… 幾世

1… 伊草

1… 池の辺

1… 砂子

1… 伊沢

1… 石下

1… 衣裳

、

2… 相生

2… 合川

2… 愛甲

2… 相 島

2… 安比 奈

2… 葵

2… 青砥

2… 冑葉

2… 赤阪

2… 赤羽

2… 亜季

2… 秋葉

2… 阿久津

2… 浅井

2… 浅香

2… 阿佐谷

2… 旭

2… 旭丘

2… 浅山

2… 明 日香

2… 遊間

2… 阿須

2… 東

2… 吾妻屋

2… 足立

2… 足立屋

2… 阿部

2… 天沼

2… 新井

2… 荒生

2… 荒川

2… 荒木

2… 新屋

2… 阿波

2… 安斉

2… 安善

2… 安東

2… 飯積

2… 医院

2… 郁栄

2… 育成

2… 郁代

2… 井草

2… 池辺

2… 砂

2… 井沢

2… 石本

2・'・・意匠
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3… 亜紀
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3… 荒井

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

-

2

3

4

5

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

8

8

8

8

ワ

ヤ

キ

キ

ラ

ラ

カ

ヤ

ト

ヤ

ウ

カ

ミ

ウ

ン

カ

ネ

ウ

ウ

キ

イ

ハ

ラ

キ

パ

リ

オ

ド

ウ

ミ

ミ

モ

ガ

コ

ノ

ノ

ブ

ヨ

ポ

ウ

オ

リ

ウ

フ

ヨ

ヨ

ツ

ナ

ダ

ノ

ノ

イ

ウ

マ

ミ

ウ

モ

ガ

イ

コ

ズ

ズ

セ

チ

チ

チ

チ

チ

チ

ツ

ト

ド

ナ

ナ

ナ

ノ

ノ

リ

リ

リ

ワ

ン

ン

エ

エ

エ

ス

チ

チ

ツ

ト

ノ

ノ

メ

ラ

ル

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

イ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

エ

86エ イシン

87

88

89

90

91

92

93

94

95

エ イセイ

エ イゼン

エ イラ ク

エイワ

エ ダ

エノキ

ェノ シマ1

エバ ラ

エ ピス

可

元

谷

川

木

機

原

木

原

森

丘

戸

進

島

寿

井

光

光

光

進

い

星

繕

楽

和

田

木

の

原

比

・
内

田

野

の

井

裏

間

海

藤

野

の

が

屋

勢

ケ

幸

野

宮

部

陽

本

藤

度

丘

荷

野

能

船

料

療

月

泉

泉

伊

市

一
市

一
都

一

一
伊

緯

稲

稲

稲

入

伊

入

衣

医

岩

印

印

上

上

上

薄

内

内

内

宇

宇

鵜

梅

裏

潤

英

栄

永

英

え

衛

営

栄

英

江

榎

江

江

恵

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

7

1

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2… 和泉

2… 和泉屋

2… 伊セ元

2… 市谷

2… 市光

2… 市 ノ川

2… 一 ノ宮

2… 市部

2… 胃腸

2… 壱本木

2… 伊東

2… 井戸

2… 伊奈

2… 稲岡

2… 稲

2… 井野

2… 井野

2… 入舟

2… 医療

2… 医療器

、2…岩槻

2… 院

2… 院内

2… 植 田

2… 植野

2… 上野原

2… 臼井'

2… 内浦

2… 内牧

2… 打墨

2… 字 筒原

2… 卯野

2… 鵜野森

2… 梅ケ丘

2… 浦

2… 閏戸

2… 英幸

5… 映広

2… 栄伸

2… 衛生

2… 営膳

2… 永楽

2… 栄和

2… 荏田

2… 榎

2… 江 ノ島

2… 荏原

2… 恵比須

3… 一之宮

3… 猪野

3… 鵜森

3… 栄広

6… 映光

3… 永新

3… 永和
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99オ オ カ ミ

100オ オ カ ワ ラ

101オ オ ガ ミ

102オ ォ ギ
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143カ ジヤ
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大

大

太

大

太

太

大

鳳

大

大

大

大

青

大

大

丘

緒

小

沖

起

沖

恩

科

海

海

海

海

開

海

海

科

加

科

加

火

葛

笠

柏

家

鍛

鍛

鍛

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

】

1

1

1

1

¶と

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

1

1

1

4

1

1

庁

原

和

良

原

見

芦

井

神

河

神

熊

倉

阪

田

滝

田

田

槻

鳥

幡

庭

比

堀

問

谷

輪

形

河

幾

合

野

員

運

議

城

成

発

楽

学

機

建

工

西

江

大

大

大

大

大

扇

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

大

岡

尾

小

於

沖

興

女

加

会

開

会

海

開

開

開

化

化

化

化

河

2

2

2

2

2

2

2

ち

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2… 笠神

2… 樫合

2… 加地

2… 梶ケ谷

2… 梶谷

3… 大畑

3… 大廻

3… 課

3… 倍成

3… 化研

3… 笠井

3… 加治

144カ ス カベ

145カ ス ミ

146カ ス ミ ガ オ カ

147カ ス ミ ガセ キ

148カ ス ヤ

】49カ ズ ヤ

150カ セ イ

151カ セ ン

152カ タ

153カ タ コ

154カ チ ヨ ウ

155カ テ イ

156カ ナ イ

157カ ナ ム ロ

15Sカ ナ メ

159カ ナ モ リ

160カ ナ ヤ

161カ パ ラ

162カ ブ ラギ

163カ ヘ イ

164カ マ タ

165カ ミ

166カ ミカ ワ

167カ ミノ

168カ ミハ ラ

】69カ ミヤ

170カ ミヤ マ

171カ ヤ ク

172カ ヤ ダ

173カ ヤ ノ

174カ ヤ バ

】75カ ヤ マ

176カ ラサ ワ

177カ ワ

178カ ワ イ

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

カ ワウチ

カ ワグチ

カワセ

カワ ダ

カワニ シ

カワハラ

カワベ

カワモ ト

カワラ

カワワ

カン

ス

灘

灘

濃

灘

礪

…璽

冨

灘

灘

顯

………蠣

還

2… 粕壁

2… 加住

2… 霞 ケ岡

2… 霞 ケ関

2… 粕谷

2… 和屋

2… 化成

2… 可川

2… 片

2… 片子

2… 課畏

2… 課程

2… 金井

2… 鹿室

2… 要

2… 加名盛

2… 金谷

2… 蒲

2… 鏑木

2… 貨幣

2… 鎌田

2… 紙

2… 神川

2… 神野

2… 上原

2… 神谷

2… 神山

2… 火薬

2… 萱田

2… 萱野

2… 萱場

2… 柏山

沢

井

唐

川

川

り
白
り
■
2

2… 河 内

2・・汀可口

2… 為替

2… 可田

2… 可西

2… 可原

2… 川辺

2… 河本

2… 河原

2… 川匂

2… 管

3… 糟谷

3… 和谷

3… 河川

3… 加美

3… 化薬

3… 柏間

3… 河合

3… 河辺

3… 瓦

3… 館
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190カ ン ク

191カ ンサ ツ

192カ ンザ イ

193カ ン シ

194カ ンジ

195カ ンセ イ

196カ ンセ ン

197カ ンゼ イ

198カ ンテ ヨ ウ

199カ ンテ イ

200カ ン ノ ウ

201カ ンプ

202カ ンポ ウ

203カ ンヨウ

204カ ンリ

205カ ンリカン

206カ ンリキ ヨク

207ガ イシ

20.8キ カイ

209キ カク

210キ カン

211キ ク

212キ クヤ

213キ コウ

214キ コウ シヤ

215キ ザイ

216キ シヤ

217キ シヨウ

218キ セ ン

219キ ソ

220キ タ

221キ タイ

222キ タノ

223キ タ ミネ

224キ ネガワ

225キ ノクニヤ

226キ ノシタ

227キ ユウデン

228キ ヨウエイ

229キ ヨウカ

230キ ヨウカイ

231キ ヨウサ イ

232キ ヨウシン

233

234

235

236

237

キヨウデ ン

キヨウ ドウ

キヨウブンシヤ

キヨウヨウ

キヨウリツ

1… 管区

1… 観察

1… 管材

1… 管紙

1… 幹事

1… 管制

】…艦船

1… 間税

1… 官庁

1… 官邸

1… 観音

4… 桑納

1… 幹部

1… 官帽

1… 観葉

1… 管理

1… 管理官

1… 管理局

1… 外資

1… 期会

1… 規画 ・

1… 機関

1… 菊

1… 菊屋

1… 機工

1… 機工社

1… 機材

1… 岸谷

1… 気象

1… 汽船

1… 木曾

1… 北

1… 機体

1… 北野

1… 北嶺

1… 木下川

1… 紀 ノ国屋

1… 木下

1… 宮 殿

1… 共栄

1… 京華

1… 協会

1… 京西

1… 共進

4… 協新

1… 京田

1… 共同

1… 京文社

1… 京葉

1… 共律

2・・'監区

2… 監察

2… 管財

2… 監視

2… 監事

2… 寛政

2… 幹線

2… 関税

2… 官長

2… 鑑 定

2… 神納

2… 監 部

2… 官房

2… 漢陽

2… 監理

2… 監理官

2… 監理局

2… 碍子

2… 機械

2… 規格

2… 汽垣

2… 喜久

2… 喜久家

2… 機鋼

2… 気工社

2… 器材

2… 記者

2… 徽章
・2…喜仙

2… 基礎

2… 喜多

2… 北井

2… 北 之

2… 北峯

2… 木恨川

2… 紀伊国屋

2… 木野下

2… 給 田

2… 協栄

2… 共華

2… 教会

2… 共済

2… 共連

2… 経田

2… 協同

2… 協文社

2… 教費

2… 共立

3… 監時

3… 神生

3… 神房

3… 器械

3… 企画

3… 喜久屋

3… 機構

3… 汽車

3… 喜多野

3… 境 界

3… 協進

3… 経堂

3… 協立

.238キ ヨウワ

239キ ヨク

240キ ヨクヨウ

241キ ヨシ

242キ ヨミ

243キ ラク

244キ リガオ カ

245キ リガサ ク

246キ リス トキ ヨウ

247キ ンコウ

248ギ イン

249ギ ケン

250ギ ヨウセ イ

251ク ガハ ラ

252ク キ'

253ク ジ ヨウ

254ク ス ミ

255ク ボ タ

256ク ラモチ

257ク リモ ト

258グ ン

259ケ イオ ウ

260ケ イキ

261ケ イシ ン

262ケ イセイ

263ケ イヒン

264ケ イム

265ケ イリ

266ケ ンコウ

267ケ ンシ

268ケ ンシユウ

269コ イズ ミ

270コ ウ

271コ ウウ ン

272コ ウェ イ

3

4

5

6

7

8

9

7

7

7

7

7

7

7

2

2

2

2

2

2

2

コウエ キ

コウエ ン

コウカ

コウカ ン

コウガイ

コウガク

コウキ

280コ ウギ ヨウ

〉 ●

4… 恭立

1… 京和

1… 局

1… 旭洋

1… 清志
・1… 清見

1… 喜楽

1… 桐 が丘

1… 桐 が作

1… キリス ト教

1… 近郊

1… 姐員

レ・・技建

1… 行政

1… 久 が原

1… 久木

1… 苦情

1… 久寿美

1… 久 保田

1… 久良持

1… 栗本

1… 群

1… 慶応

1… 計巻

1… 敬信

い ・・京成

1… 京浜

1… 警務

1… 計理

1… 建工

1… 研紙

1… 研修

1… 古泉

1… 香

1… 広運

4… 航 運

1… 広 栄

4… 光栄

7… 弘栄

1… 交易

1… 光塩

1… 工科

1… 公館

1… 公害

1… 光学

1… 光機

4… 工機

7… 興輝

1… 工 業

4… 興業

2… 共和

2… 清久

2… 極洋

2… 清

2… 清美

2… 喜良久

2… 桐ケ丘

2… 桐 ケ作

2… 基督教

2… 金鋼

2… 議院

2… 技研

2… 晩星

2… 久ケ原

2… 久喜

2… 九条

2… 久須美

2… 窪 田

2… 蔵持

2… 栗源

2… 郡

2… 京王

2… 慶輝

2… 京神

2… 形成

2… 景品

2… 刑務

2… 経理

2… 健康

2… 繭糸

2… 検収

2… 小 泉

2… 甲

2… 興運

2… 高永

5… 公営

8… 興栄

2… 公益

2… 公園

2… 晃華

2… 鋼管

2… 鉱害

2… 工学

2… 光巻

5… 鋼機

2… 鋼業

5… 航業

3… 協和

3… 金港

3… 久我原

3… 倉持

3… 京信

3… 幸

3… 港運

3… 光英

6… 工営

9… 港営

3… 笄

3… 光 き

6… 弘喜

3… 鉱 業

「
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281.コ ウケ ン

282コ ウゲ イ

283コ ウゲ イシヤ

284コ ウコク

285コ ウコクシヤ

286コ ウサ

287コ ウサイ

288コ ウサク

289コ ウサン

290コ ウザキ

291コ ウザン

292コ ウシ

293コ ウシッ

294コ ウシヤ

295コ ウシ ン

296コ ウ ジ

297コ ウジヤ

298コ ウジヨウ

299コ ウセイ

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

0

0

0

0

0

0

0
.
0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

コウセ ン

コ ウソ ク

コウチ

コウチ ヨウ

コウヅ

コウデ ンシヤ

コウ トウ

コウ ド

コウ ドウ

コウナ ン

コ ウノ

コウハ ン

コウバ イ

コウパ ン

コウホ ウ

コウボ ウ

コウム

コウメイ

コウヤ

319コ ウヨウ

320コ ウ ヨ ウ シ ヤ 「

321コ ウ ラ

,

1… 広研

1… 工芸

1… 光芸社

1… 広告

1… 広告社

1… 工査

1… 高西

1… 工作

1… 興産

1… 公崎

1… 高山

1… 考試

1… 公室

1… 高射

1… 光伸

4… 甲真

7… 興信

1… 工事

4… ■

1… こう じ谷

1… 工場

1… 光成

4"L港 政

7… こう成昌=

1… 工専

1… 高速

1… 拘置

1… 広聴

1… 国府津

1… 高電社

1… 高等

1… 神戸

1… 行動

1… 高南

1… 高野

1… 公判

1… 購買

1… 工板

1… 広報

1… 工房

1… 工務

1… 光明

1… 高野

4… 幸谷

1… 光洋

4… 向陽

7… 紅葉

1… 光洋社

4… 幸陽社

1… 小浦

◎

2… 光研

2… 巧芸

2… 工芸社

2… 公国

2… 弘告社

2… 考査

2… 公済

2… 綱索

2… 恒産

2… 神崎

2… 鉱山

2… 公司

2… 皇室

2… 公社

2… 弘真

5… 興真

2… 小路

2… こうじ谷

2… 奉上

2… 公正

5… 更正

2… 鋼線

2… 航測

2… 小 内

2… 校 長

2… 神津

2… 弘電社

2… 江東

2… 神門

2… 香堂

2… 港南

2… 河野

2… 鋼はん

2… 紅梅

2… 鋼板

2… 公報

2… 巧房

2… 鉱務

2… 公明

2… 高谷

5… 荒 野

2… 光陽

5… 岬●

8… 幸陽

2… 工洋舎

2… 甲良

3… 工研

3… 興国

3… 公債

3… 宏進

6… 興進

3… 幸治

3… 厚生

6… 更生

3… 河内

3… 弘道

3… 江南

3… 孔版

3… 孔版

3… 航法

3… 幸房

3… 航務

3… 興 野

6… 紺 谷

3… 公用

6■・■甲陽

3… 弘洋舎

322コ ウラク

323コ ウラクエ ン

324コ ウラン

325コ ウリ

326コ ウリヨウ

327コ ウワ

328コ ウワン

329コ オリ

330コ ガ

331コ ガネ

332コ クサイ

333コ クノウ

334コ グキ

335コ シガヤ

336コ シキヤ

337コ セ キ

338コ ツカ

339コ ヅカ

340コ ナ カダイ

341コ ブチ

342コ マ

343コ ミナ ト

344コ ミネ

345コ ミヤ

346コ ミヨウ

347コ ヤ

348コ ヤス

349コ ヤ ノ

350コ ヨウ

351ゴ ウ ド

352ゴ コウ

353ゴ シ ヨ

354ゴ ジ ヨゥ

355ゴ バ ン

356サ イ ジヨウ

357サ イ トウ

358サ イ ド

359サ カイ

360

361

362

363

364

365

366

367

368

サ カエヤ

サ カガワ

サ カタ

サ カノシ タ

サ カモ ト

サ カワ

サ ガ

サ クマ

サ クラ

園

里

喜

谷

谷

台

野

屋

下

間

巖
巖
漂
瀦
漂
畷
翻
齢
瀦
選
W
翻
舗
蕊
漂
蒜
選
綴
蕊
漂
㌢
罧
酬漂
噸
潟
■

1

1

1

1

1

4

1

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

'

'書

2… 興楽

2… 幸楽園

2… 香蘭

2… 小売

2… 香料

喜

谷

台

・

野

土

下

翻

棚
郡
棚
蒜
鷺

鷺

州
諮

㍑

駒
㍑
情
輔
鵠

篇

纈

袈

馨
霊

瀞
椀
薪

震

畿

嚇
馨

2

5

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

5

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3… 甲陵

3… 宏和

6… 晃和

3…'」 、峯

3… 西戸

3… 酒井

3… 阪田

3… 阪本
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369サ クラガオカ

370サ サ

371サ サキ

372サ サモ ト

373サ ツキガオカ

374サ ト

375サ ボウ

376サ メズ

377サ ヤマ

378サ ワ

379サ ンアイ

380サ ンエイ

3S1サ ンキ

382サ ンキ ヨウ

383サ ンギ ヨウ

384サ ンケイ

385サ ンコウ

386

387

388

389

390

391

392

393

394

395

396

397

398

サ ンシ

サ ンシヨウ

サ ンシン

サ ンジヨウ

サ ンセ イ

サ ンダ

サ ン トウ

サ ンノウ

サ ンノ ミヤ

サ ンプ

サ ンボ ウ

サ ンマ イ

サ ンヤ

399サ ンユ ウ

400サ ンヨウ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

サ ンワ

ザ オウ

シ

シオ ミ

シガイ

シキ

シケン

シコウ

シサ ク

シシヨ

、 ・'
4

ピ

1… 桜丘2… 桜 が岡

1… 笹2… 佐 々

1… 笹木2… 佐 々木

1… 笹 本2… 篠本

1… さっ きが丘2… さっ きケ丘

1・ヂ・里2・ ・◆佐登

1… 砂防2… 茶 房

1… 鮫洲2… 鮫州

1… 狭山2… 佐 山

1… 沢2… 佐和

1.・・三愛2"・ 産 愛

1… 三英2… 三栄

4… 産 栄
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2… 三紀

5… 産機
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2… 三 じよう

2… 三誠

2… 散田

2… 三藤

2… 山王

2… 三ノ宮

2… 山武

2… 産報

2… 三枚

2… 三谷

2… 三祐

2… 三陽

2… 山和

2… 蔵王

2… 市

2… 塩見

2… 市街

2… 紙 器

2… 試験

2… 施工

2… 施策

2… 支所

3… 桜 ケ丘

3… 三 永

3… 三貴

3… 三協

3… 三景
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3… 産 商

3… 三新

3… 三成

3… 三束

3… 三弥

3… 山洋

3… 汐見

3… 志木

3… 支処
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414シ タ
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422シ マ
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429シ ユゼ イ

430シ ユゾ ウ

431シ ヨ

432シ ヨウエ イ

433シ ヨウガイ

434シ ヨウコウ

435シ ヨウジ

436シ ヨウセ ン

437シ ヨウダ

438シ ヨウナン

439シ ヨウム

440シ ヨウレイカ ン

441シ ヨウワ
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2… 市場

2… 紫水

2… 至鎮堂

2… 志 多

2… 師 団

2… 篠 田

2… 四 之宮

.2… 柴

2… 柴崎

2… 柴原

2… 柴山

2… 志摩

2… 塙田

2… 志村

2… 志茂

2… 志茂田

2… 霜山

2… 主管

2… 酒税

2… 酒造

2… 所

2… 昭 栄

5… 省栄

8… 頒栄

2… 障害

2… 商工

2… 庄司

2… 松仙

2… 庄田

2… 沼南

2… 訟務

2… 奨励館

2… 昭和

2… 食糧店

2… 志吉

2… 織 機

2… 緒島

2… 白幡

2… 白百合

2… 飼料

2… 自金

2… 芯

2… 進 栄

5… 新栄

2… 新越

2… 新開

2… 新官

2・・噺 ケ谷

`

3… 処

3… 勝栄

6… 昌永

3… 松南

3… 庄和

3… 白由利

3… 伸栄
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2… 新輝

2… 新京

2… 神鯛

5… 伸鋼

8… 新港

2… 新郷

2… 新生

2… 新千

2… 伸東

2… 新戸

2… 撮動

2… 審判

2… 新町

2… 泰明

2… 進洋

2… 進和

5… 新和

2… 侍 衛

2・:・磁器

2… 磁工

2… 自身

2… 時事

2… 児童

2… 事務器

2… 自由ケ丘

2… 什器

2… 塾

2… 聚楽

2… 淳

2… 順心

2… 城

2… 浄水

2… 城石

2… 城北

2… 城容

2… 女性

2… 水城

2… 水利

2… 末

2… 須加

2… 寿賀多

2… 須賀谷

2… す ぎ田

2… 鮨

2… 煤ケ谷

2… 寿 々喜

2… 鈴市

2… 鈴繁

2… 鈴之屋

3… 新樹

3… 新響

3… 親交

6… 新光

9… 振興

3… 新成

3… 新泉

3… 新東
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3… 錠
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516セ イシ
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521セ イ トウ
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523セ イ ヒヨウ

524セ イピ

525セ イブ
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2… 鈴谷

2… 墨 田

2… 寿美吉

2… 製

2… 生花

5… 精華

8… 製革

2… 冑果店

2… 製函

2… 精器

2… 聖教

2… 成けい

2… 精工

5… 製鯛

8… 清興

2… 製餌所

2… 成光堂

2… 製作

2… 誠之

5… 清至

2… 精神

2… 製磁

2… 清泉

2… 整電社

2… 製糖

2… 成徳

2… 製氷

2… 星美

2… 西武

2… 精明

2… 製麺所

2… 整理

2… 清竜

2… 製練

2… 青和

5… 成和

2… 堰

2… 関谷

2… 瀬 田

2… 宜

2… 染化

2… 仙川

2… 選挙

2… 線 香

2… 専修

2… 千寿

2… 洗絨

2… 洗足

3… 隅田

3… 西華

6… 精化

9… 製靴

3… 製縮

3… 製機

3… 精鉱

6… 盛光

3… 成功堂

3… 製紙

3… 清新

3… 清地

3… 製陶

3… 整備

3… 清 明

3… 静和

6… 清和

3… 泉華

3… 扇興
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555ソ ツキ シャ
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2… 川南

2… 草 加

2… 宗吾

2… 綜合

2… 装置

2… 装美

2… 総理

2… 惣領

2… 相和

2… 曾我

2… 速記

2… 速記者

2… 曾谷

2… 造機

2… 造形

2… 雑司 ケ谷

2… 雑色

2… 田

2… 隊

2… 大嘉

2… 大光

5… 泰興

2… 大昭

2… 大成

2… 台糖

2… 大平

2… 太陽

5… 大陽

2… 貴

2… 高岳

2… 高阪

2… 高塩

2… 高洲

2… 高野台

2… 高幡

2… 滝

2… 滝之上

2… 拓建

2… 田熊

2… 匠

2… 武

2… 武井

2… 武内

2… 竹岡

2… 武田

2… 竹之内

2… 竹 ノ塚

2… 武山

3… 装備

3… 泰華

3… 大興

3… 大勝

3… 大精

3… 泰東

3… 泰 平

3… 大曜

3… 高畑
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2… 名古

2… 田島

2… 橘

2… 辰己

5… 巽

2… 館

2… 田奈

2… 田幡

2… 足袋

2… 田間

2… 玉井

2… 玉川

2… 玉木

2… 田邑

2… 炭韻

2… 大

2… 第一

2… 大栄

5… 台英

2… 大韓

2… 大輝

2… 大協

2… 第九

2… 大光

2… 大黒屋

2… 第三

2… 第四

2… 第七

2… 大進

5… 大新

2… 台宿

2… 台長

2… 大東

2… 大同

2… 第八

2… 大豊

2… 第六

2… 千倉

2… 千草

2… 治山

2… 千歳

2… 中旺

2… 駐 日

2… 町

2… 彫工

2… 長生

2… 調停

⑳…辰 巳

'

3… 玉

3… 鍛工

3… 台

3… 大映

3… 大起

3… 大興

3… 梯子

3… 大伸

6… 大秦

3… 大統

3… 長
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647ト ウカ

648ト ウカエ ン

649ト ウキ

650ト ウ コウ

651ト ウゴウ

652ト ウシヨウ

653ト ウシン

654ト ウセイ

655ト ウセ ン

656ト ウプ

657ト ウホウ
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2… 津久土

2… 筒井

2… 鶴 岡

2… 鶴 ケ丘

2… 鶴巻

2… 鉄鋼

2… 天燃

2… 電気

2… 電源

2… 電興

2… 電装

2… 東栄

2… 東 栄社

2… 東菓

2… 東 華園

2… 陶器

2… 東工

5… 東恒

2… 統合

2… 東照

2… 東進

5… 東新

2… 東精

2… 東川

2… 東武

2… 東方

5… 東峰

2… とう谷

2… 東陽

2… 東和

2… 戸 川

2… 朱鷺

2… 常盤

2… トキワ松

2… 戸 倉

2… 幸|j島

2… 留浦

2… 特科

2… 戸手

2… 轟

2… 利根

2■・■殿部田

2… 富

2… 富 家

2… 靹絵

2… 富山

2… 豊州

2… 豊玉

3… 鶴 ケ岡

3… 鉄構

3… 電器

3… 東映

3… 糖価
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3… 東伸

3… 統制

3… 東宝

3… 豊 島

3… 富屋

3… 巴
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680ト リシマ

681ド イ

682ド ウブツ

683ド ウワ

684ド ジヨウ

685ナ カ

686ナ カイ

687ナ カオ

688ナ カノ
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ナ カノシマ

ナ カノダィ

ナ カハ ラ

ナカ ビヨウ

ナカム ラ

ナカヤ

ナガイ

ナガイ シ

ナガオカ

ナガクラ

ナガサカ

ナガスカ

ナガセ

ナガタ

ナガツカ

ナ ガ トロ

ナ ガヌマ

ナ ガヤ

ナ ミキ

ナ メガワ

ニ イガタ

ニ コウ

ニ シ

ニ シカ タ

ニ シガハ ラ

ニシ クポ

ーン ンノ、

ニシノヤ

ニシマキ

ニンムラ

ニシモ ト

ニチエ イ

ニ ツキ

ニ ツケイ

723ニ ツ ケ ン

724ニ ツ コ ウ

725ニ ツシ ヨウ
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2… 虎ノ門

2… 酉島

2… 土井

2… 道仏

2… 同和

2… 土壌

2… 仲

2… 中井

2… 仲尾

2… 中 ノ

2… 中野 島

2… 中之台

2… 仲原

2… 中尾余

2… 仲i†

2… 中谷

2… 永井

2… 永石

2… 長岡

2… 永倉

2… 永坂

2… 長洲 賀

2… 永瀬

2… 永 田

2… 永塚

2… 畏 とろ

2… 永沼

2… 永谷

2… 並木

2… 滑川

2… 新潟

2… 二浩

2… 仁志

2… 西片

2… 西ケ原

2… 西窪

2… 西柴

2… 西 ノ谷

2… 西牧

2… 西村

2… 西本

2… 日栄

2… 日企

2… 日恵

2… 日献

2… 日光

5… 日興

2… 日商

3… 虎之門

3… 導和

3… 仲井

3… 仲野

3… 中之島

3… 二幸

3… 西之谷

3… 日経

3… 日研

3… 日工

6… 日航

3… 日照
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726ニ ツ ン ン

727ニ ツシンシヤ

728ニ ツセイ

729ニ ツソウ

730ニ ツ トウ

731ニ ツボ ウ

732ニ ノ ミヤ

733ネ ゴヤ

734ノ ウサ ン

735ノ ウセ イ

736ノ サ カ

737ノ ブ

738ハ イスイ

739ハ ギナカ

740バ クエ イシヤ

741バ クコウシヤ

742ハ サマ

743ハ タ

744ハ タノ

745ハ タノダイ

746ハ チジヨウ

747ハ ツコウ

748ハ ツサ ワ

749ハ ツジヨウ

750ハ ツチ ヨウ

751ハ ツチヨウボリ

752ハ ナサキ

753ハ ナノイ

754ハ ナ ノキ

755ハ ナ ブサ

756ハ ナワ

757バ ネ

758ハ ネォ

759ノ 、,レミ

760バ ンシヨウ

761バ ン ドウ

762パ ンパ

763ヒ カリガオカ

764ヒ カワ

765ヒ タチ

766ヒ ダ

767ヒ デャス

768ヒ トツパ シ

769ヒ ノクチ

770ヒ ノデ
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5… 日硝

2… 日伸

2… 日新社

2… 日成

2… 日綜

2… 日刀

2… 日蜂

2… ニ ノ宮

2… 恨古谷

2… 農 蚕

2… 豊政

2… 野坂

2… 信

2… 配水

2… 萩中

2… 白栄舎

2… 柏耕社

2… 波佐間

2… 畑

2… 波多野

2… 旗台

2… 八丈

2… 白光 』

2…?刀沢

2… 発じよう

2… 八町

2… 八町堀

2… 花咲

2… 花乃井

2… 花 ノ木

2… 花房

2… 塙

2… 羽

2… 羽尾

2… 晴見

2… 番匠

2… 阪東

2… 番場

2… 光ケ丘

2… 皮革

2… 日立

2… 飛騨

2… 秀安

2… 一ツ橋

2… 樋 ノロ

2… 日出

3… 日新

3… 日製

3… 根小屋

3… 白栄社

3… 秦野

3… 醸酵

3… 花之木

3… 晴海

3… 永川

3… 日乃出
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772ヒ ラカタ
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774ヒ ラキ

775ヒ ロ

776ビ ヨウイ ン

777フ カワ

778フ ク

779フ クシヤ

780フ クシヨウ

781フ クダ

782フ クヤ

783フ ジ

784フ ジイ

785フ ジガオカ

786フ ジノ

787フ ジマ

788フ ジミ

789フ ジモ ト

790フ ジモ リ

791フ ジヤ
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817ホ ウコウ
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2… 法木

2… 縫工

3… 復

3… 富士

3… 富士井

3… 藤屋

3… ふた葉

3… 舟渡

3… 布留川

3… 文化

3… 豊栄
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818ホ ウコ ク

819ホ ウセイ

820ホ ウセ ン

821ホ ウソウ

822ホ ウナ ン

823ホ ウメ
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1… 報国

1… 法政

4… 縫 製

1… 法泉

1… 放送

1… 方南

1… 法目

4… 堀籠

1… 方 面

1… 宝来

1… 宝和

1… 北伸

1… 保健

1… 保健所

1… 保志

1… 保障

1… 保全

1… 舗道

1… 保土 ケ谷

1… 堀米

1… 堀の内

1… 本城

1… 本 多

1… 貿易

1… 帽子

1… 紡織

1… 間門

1… 真喜

1… 牧 田

1… 真木野

1… 又野

1… 松枝

1… 松 が丘

1… 松 が谷

1… 先崎

1… 真土

1… 松波

1… 松野

1… 松 ノ木

1… 松葉

1… 松元

1… 丸起

1… 丸孝

1… 丸正

1… 丸進

1… 丸十

1… 丸全

1… 丸の内

1… 丸不二

1… 丸 家

,い ・ で'

2… 豊国

2… 法制

2… 宝仙

2… 包装

2… 豊南

2… 奉 免
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3… 豊成

3… 宝米

3… 堀之内

3… 誉田

3… 蒔

3… 松ケ丘

3… 松 浪

3… 丸新

866マ ル ヤマ

867マ ル ヨシ

868ミ カ ド

869ミ カ ミ

870ミ ガ タ
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872ミ ・ク ラ

873ミ サ キ
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878ミ ズ ノ
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2… 円山

2… 丸吉

2… 御門

2… 三神

2… 見方

2… 三季

2… 美倉

2… 三咲

2… 美里

2… 御庄

2… 三墨

2… 瑞江

2… 美津濃

2… 美園

2… 美田

2… 美竹
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2… 明電社

2… 明邦

2… 廻田

2… 布 沼

3… 三貴

3… 岬

3… 味庄

3… 美住

3… 御園

3… 御田

3… 御岳

3… 三都

3… 緑 ケ丘

3… 箕輪

3… 三好

3… 美和

3… 明幸

3… 明生

3… 妻沼
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912メ ンカ

913モ ウチ

914モ ト

915モ トギ

916モ トハシ

917モ トミヤ

918モ ミジガオカ

919モ リ才力

920モ'リ タ

921モ リヤ
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モ ロ

ヤオ

ヤガ ミ

ヤキユウ

ヤギユウ

ヤグチ

ヤコウ

ヤサカ

ヤザキ

ヤジマ

ヤスダ

ヤ タ

ヤツ

ヤ ト

ヤナ

ヤナガ ワ

ヤナセ

ヤノ

ヤパ タ

ヤマ イチ

ヤマカワ

ヤマキ

ヤマノウチ

ヤマモ ト

ユ

ユイ

ユウコウ

ユウコウ シヤ

ユウセイ

ユ ウセ ン

ユ ウテ ンジ

ユ キ

ユ キガヤ

ユ ソウ

ユ リガオカ

ヨウ

ヨウコウ

ヨウゴ

ヨウセツ
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2… 棉花

2… 望地

2… 本

2… 本木

2… 本 橋

2… 本宮

2… 紅葉 ケ丘

2… 盛岡

2… 守田

2… 森谷

2… 毛呂

2… 矢尾

2… 谷 上

2… 箭弓

2… 野牛

2… 谷口

2… 矢向

2… 弥栄'

2… 矢 ●き

2… 矢島

2… 保田

2… 谷田

2… 谷

2… 谷戸

2… 矢 那

2… 柳川

2… 柳瀬

2… 谷野

2… 谷端

2… 山市

2… 山河

2… 山喜

2… 山ノ内

2… 山本

2… 油

2… 油井

2… 祐光

2… 優工社

2… 優生

2… 有線

2… 裕天寺

2… 油機

2… 雷谷

2… 翰送

2… 百合 ケ丘

2… よう

2… 洋光

2… 養護

2… よう接

3… 守屋

3… 夜光

3… 谷之

3… 山之内
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961ヨ ウチ

962ヨ ウ ド

963ヨ ウヒ ン

964ヨ ウ ヒンテ ン

965ヨ コカ ワ

966ヨ コス カ

967ヨ シイ

968ヨ シノ

969ヨ シハ シ

970ヨ シハ マ

971ヨ シハ ル

972ヨ シ ミ

973ヨ シ ム ラ

974ヨ シ ヤ

975ヨ ツ ギ

976ヨ ツ ヤ

977リ カ

978リ ヨ ウ

979

980

981

982

983

リヨウイ ン

リヨウサ ン

リンギ ヨウ

レンゴウ

ワコウ

984ワ シノス

985ワ シノヤ

986ワ ラビ
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1… 用地

1… 用土

1… 用品

1… 用品店

1… 横 川

1… 横 須賀

1… 吉 井

1… 吉野

4… 芳乃

1… 吉 橋

1… 吉 浜

1… 戟春

1… 吉見

1… 吉村

1… 吉屋

1… 四つ木

1… 四ツ谷

1… 理科

4… 梨花

1… 両

4… 寮

1… 理容院

1… 菱三

1… 林業

1… 連合

1… 和光

4… 若興

1… 鷲巣

1… 鷲 野谷

1… 和良比

2… 幼秘

2… 用度

2… 洋品

2… 洋品店

2… 横河

2… 横渚

2… 好井

2… 吉志野

2… 芦 橋

2… 好浜

2… 吉春

2… 喜三

2… 喜村

2… 芳屋

2… 四 ツ木

2… 四谷

2… 理 華

2… 理容

5… 領

2… 療院

2… 量産

2… 輪業

2… 聯合

2… 和興

2… 鷲 ノ巣

2… 鷲乃屋

2… 蕨

3… 由野

3… 代継

3… 理化

3… 利用

3… 和幸

3… 鷲ノ谷
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